
ト
マ
ス
ー
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
形
而
上
学
研
究
（
こ

　
　
｜
ｐ
ｒ
i
m
ｕ
m
　
ｅ
ｎ
ｓ
と
ｓ
ｉ
ｍ
ｐ
ｌ
ｉ
ｃ
ｉ
ｔ
ａ
ｓ
　
Ｄ
ｅ
ｉ

　
　
　
　
　
　
梗

序
　
　
　
論

　
第
一
章
　
問
題
提
起

概

三
頁

三
頁

□
〕
ト
マ
ス
ー
ア
ク
ィ
ナ
ス
は
万
有
の
根
源
を
「
第
一
の
有
」
と
す
る
が
、
新
プ
ラ

　
ト
ン
主
義
は
そ
う
し
な
い

〔
二
〕
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
の
主
な
思
想
源
泉
は
プ
ラ
ト
ン

〔
三
〕
ト
マ
ス
の
一
つ
の
思
想
源
泉
は
『
出
エ
ジ
プ
ト
記
』
（
三
・
一
四
）

「
四
」
　
丘
・
ジ
ル
ソ
ン
の
「
善
の
優
位
」
の
哲
学
と
「
存
在
の
優
位
」
の
哲
学

〔
五
〕
本
稿
の
目
的
－
ト
マ
ス
に
お
け
る
「
第
一
の
有
」
の
最
も
基
本
的
な
性
質
「
単

　
純
性
」
を
明
確
に
す
る
こ
と

第
二
章
　
否
定
の
道
(
ｖ
i
a
　
ｎ
ｅ
ｇ
ａ
t
i
o
n
i
ｓ
)

　
　
〔
六
〕
吾
々
の
知
性
は
万
有
の
根
源
を
捉
え
る
こ
と
は
不
可
能

　
　
〔
七
〕
し
か
し
或
る
意
味
で
可
能
と
な
る
方
法
が
あ
る
Ｉ
否
定
の
道

　
　
［
八
］
ト
マ
ス
に
お
け
る
一
例

　
　
〔
九
〕
完
成
の
道
(
ｖ
i
a
　
ｐ
ｅ
ｒ
ｆ
ｅ
ｃ
ｔ
i
o
n
i
ｓ
）

　
　
〔
Ξ
〕
完
成
の
道
の
落
と
し
穴

　
　
日
〕
完
成
の
道
は
否
定
の
道
の
補
助

第
三
章
　
第
一
の
有
（
｀
『
一
∃
ｕ
ヨ
ｅ
ｎ
ｓ
』

m

一
一

こ

m

-

三三

J

単
純
性
よ
り
も
「
第
一
の
有
」
の
方
が
よ
り
根
源
的
な
神
の
性
格

「
第
一
の
有
」
と
い
う
言
葉
は
第
三
間
第
一
項
主
文
に
初
出

四
頁

六
頁

岡

崎
　
　
文
　
　
明

　
人
文
学
部
哲
学
研
究
室

〔
亘
第
二
問
第
三
項
の
神
の
存
在
論
証
を
一
瞥

〔
一
五
〕
「
第
一
の
有
」
は
神
の
五
つ
の
性
格
を
一
つ
に
統
轄
し
て
い
る

〔
一
六
〕
「
第
一
の
有
」
の
性
格
の
ほ
う
が
右
の
五
つ
の
性
格
よ
り
も
よ
り
根
源
的

〔
一
ｔ
〕
「
第
一
の
有
」
か
ら
五
つ
の
性
格
や
諸
性
質
が
論
理
的
に
展
開
乃
至
導
出
さ
れ

　
る

本
　
　
　
論

　
第
一
章
　
神
の
単
純
性
(
ｓ
i
ヨ
p
l
i
c
i
t
ａ
ｓ
　
Ｄ
ｅ
ｉ
）
を
め
ぐ
る
一
つ
の
問
題

　
　
　
〔
λ
〕
万
有
の
根
源
は
本
来
内
部
構
造
を
持
た
な
い

　
　
　
〔
一
九
〕
ト
マ
ス
と
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
と
の
相
違

　
第
二
章
　
神
の
単
純
性
の
五
つ
の
根
拠

　
　
　
Ξ
Ξ
第
一
の
根
拠
－
六
つ
の
存
在
論
的
基
礎
構
造

m

-
一

一

J

つ

ｰ

-
こ

/二ご

一
三≡t

い

Ξ
８

２
き

こ
と

こ
と

三
凸

こ
と

Ξ
Ｓ

第
二
の
根
拠
―
「
第
一
の
有
」

第
三
の
根
拠
―
「
第
一
作
出
因
」

第
四
の
根
拠
－
「
純
粋
現
実
態
」

「
純
粋
現
実
態
」
と
「
第
一
の
有
」

「
現
実
態
－
可
能
態
」
は
他
の
六
つ
の
存
在
論
的
基
礎
概
念
と
対
等
か

一
例
に
よ
る
考
察

他
例
に
よ
る
考
察

「
現
実
態
１
可
能
態
」
は
六
つ
の
存
在
論
的
基
礎
概
念
と
対
等
で
は
な
い

可
能
態
を
ま
っ
た
く
含
ま
な
い
ゆ
え
、
単
純
で
あ
る

第
五
の
根
拠
－
全
体
と
部
分

八
頁

八
頁

八
頁



二
〇

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
八
巻
　
二
九
八
九
年
）
　
人
文
科
学
　
そ
の
Ｉ

　
　
〔
三
一
神
は
「
形
相
そ
の
も
の
」
「
存
在
そ
の
も
の
」

　
　
〔
三
〕
本
章
の
結
論
と
ま
と
め
Ｉ
神
は
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
複
合
を
持
だ
な
い

第
三
章
　
非
物
体
性

　
　
写
一
〕
「
不
動
の
第
一
動
者
」
か
ら
証
明

　
　
〔
言
〕
「
第
一
の
有
」
か
ら
証
明

　
　
〔
一
言
「
最
も
高
貴
な
も
の
」
か
ら
証
明

　
　
〔
笑
〕
本
章
の
ま
と
め

第
四
章
　
形
相
そ
の
も
の

　
　
〔
湿
〕
「
純
粋
現
実
態
」
か
ら
証
明

　
　
〔
叉
〕
「
第
一
善
」
「
最
善
」
か
ら
証
明

　
　
〔
三
九
〕
「
第
一
作
出
因
」
か
ら
証
明

　
　
〔
回
〕
本
章
の
ま
と
め

第
五
章
　
個
体
と
本
性
乃
至
本
質
と
の
同
一
性

　
　
旦
一
神
と
そ
の
本
性
は
同
一
で
あ
る
Ｉ
そ
の
論
旨

：
二
二
頁

：
∴
三
頁

：
二
四
頁

〔
四
二
〕
形
相
と
質
料
と
の
複
合
体
の
「
本
性
」
は
種
の
定
義
に
落
ち
て
く
る
も
の
の
み

　
を
含
む

〔
回
〕
そ
の
「
個
的
質
料
」
等
は
定
義
に
含
ま
れ
な
い
　
、

〔
四
四
〕
し
か
し
「
個
的
質
料
」
等
は
個
体
に
は
含
ま
れ
る
Ｉ
ゆ
え
に
個
体
と
「
本
性
」

　
は
異
な
る

［
翌
］
形
相
と
質
料
と
か
ら
複
合
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
個
体
と
「
本
性
」
は
同
じ
で

　
あ
る

　
　
〔
四
六
〕
神
は
そ
の
本
性
と
同
じ
で
あ
る

　
　
〔
四
ｔ
〕
本
章
の
ま
と
め

第
六
章
　
存
在
と
本
質
と
の
同
一
性

　
　
〔
哭
〕
第
一
の
証
明
二
）
－
存
在
は
本
質
を
現
実
存
在
に
も
た
ら
す

・
：
一
六
頁

〔
四
九
〕
第
一
の
証
明
（
二
）
－
も
の
の
本
質
以
外
の
も
の
は
、
そ
の
も
の
の
本
質
か
ら
生

　
じ
た
か
、
そ
れ
と
も
外
か
ら
加
わ
っ
た
か
、
の
い
ず
れ
か
で
あ
る

［
吾
］
第
一
の
証
明
（
三
）
－
例
・
「
笑
い
う
る
」
と
「
熱
」

〔
三
〕
第
一
の
証
明
言
）
－
も
の
の
存
在
は
そ
の
本
質
か
ら
生
じ
た
か
、
そ
れ
と
も
外

　
か
ら
付
与
さ
れ
た
か
の
何
れ
か
で
あ
る

〔
三
〕
第
一
の
証
明
豆
）
－
存
在
と
本
質
と
が
別
の
も
の
で
は
、
存
在
を
そ
の
本
質
か

　
ら
生
み
出
す
こ
と
は
で
き
な
い

〔
穀
〕
第
一
の
証
明
（
六
）
－
存
在
と
本
質
と
が
別
の
も
の
で
は
、
他
を
原
因
と
し
て
そ

　
れ
か
ら
生
じ
た
存
在
を
持
っ
て
い
る

　
　
〔
五
四
〕
第
一
の
証
明
（
七
）
－
「
第
一
作
出
因
」
か
ら

　
　
〔
翌
〕
第
一
の
証
明
（
八
）
－
ま
と
め

　
　
〔
五
六
〕
第
二
の
証
明
二
）
－
「
純
粋
現
実
態
」
か
ら

　
　
〔
恋
〕
第
二
の
証
明
（
二
）
－
ま
と
め

　
　
〔
炎
〕
第
三
の
証
明
こ
）
－
「
本
質
に
よ
る
有
」
か
ら

　
　
〔
邑
第
三
の
証
明
（
二
）
－
ま
と
め

　
　
〔
含
〕
本
章
の
ま
と
め

　
　
〔
六
一
〕
「
存
在
」
と
「
本
質
」
の
実
在
的
区
別

第
七
章
　
類
と
種

・
：
二
〇
頁

冥

一
口

m

六

ご

X_＿ﾉ

冥
忌

冥
己

冥
乙

冥

占

冥
凸

冥

さ
る

単
純
性
を
論
理
的
構
造
か
ら
見
る

何
か
が
「
類
」
の
う
ち
に
あ
る
二
つ
の
場
合

第
一
の
証
明
こ
）
―
類
や
種
差
が
そ
こ
か
ら
取
ら
れ
る
本
性
が
あ
る

第
一
の
証
明
（
二
）
－
そ
の
例
－
人
間

第
一
の
証
明
（
三
）
－
「
純
粋
現
実
態
」
か
ら

第
一
の
証
明
言
）
－
ま
と
め

第
二
の
証
明
－
神
の
類
が
あ
る
と
す
れ
ば
そ
れ
は
「
有
」
で
あ
る

第
三
の
証
明
－
類
に
あ
る
も
の
は
本
質
に
お
い
て
共
通
し
存
在
に
お
い
て
異
な

［
吉
］
本
章
の
ま
と
め

m

七

一

J

m

七

－

ご

神
は
還
元
に
よ
る
証
明
で
も
類
に
は
属
さ
な
い

本
章
の
結
論



第
八
章
　
基
体
と
付
帯
性

　
　
〔
尨
〕
神
に
は
属
性
と
し
て
の
付
帯
性
は
あ
る
か

　
　
〔
詣
〕
基
体
と
付
帯
性

　
　
〔
七
五
〕
第
一
の
証
明
－
「
純
粋
現
実
態
」
か
ら

７
乙

７
占

？

凸

第
二
の
証
明
－
「
自
ら
の
存
在
」
か
ら

第
三
の
証
明
－
「
第
一
の
有
」
「
第
一
原
因
」
か
ら

本
章
の
ま
と
め

結
　
　
　
論

　
第
一
章
　
全
体
の
ま
と
め
と
結
論

完７
Ξと

そ
の
Ｉ

そ
の
二

第
二
章
　
残
さ
れ
た
問
題

　
　
〔
八
こ
　
一
と
多
の
問
題

　
　
〔
八
二
〕
ト
マ
ス
の
万
有
の
根
源
は
「
第
一
の
知
性
」
で
も
あ
る

　
　
〔
八
三
〕
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
の
立
場

　
　
〔
八
四
〕
ひ
と
つ
の
問
題
と
そ
れ
に
対
す
る
諸
見
解

　
　
〔
会
〕
残
さ
れ
た
問
題

註Ｚ
r
ｕ
ｓ
ａ
ｍ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
ａ
ｓ
ｓ
ｕ
ｎ
ｇ

-

一

一

・
：
二
二
頁

・
：
二
四
頁

…
二
四
頁

…
二
五
頁

・
：
二
六
頁

序
　
　
　
論

　
第
一
章
　
問
題
提
起

　
〔
一
〕
　
万
有
の
根
源
の
探
求
は
形
而
上
学
の
ひ
と
つ
の
主
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。

ト
マ
ス
ー
ア
ク
ィ
ナ
ス
（
に
回
‐
に
コ
）
に
お
い
て
、
「
万
有
の
根
源
」
（
号
回
甘
Ｆ
白

ｏ
～
Ｆ
ヨ
）
は
「
神
」
（
Ｆ
邑
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
神
の
根
本
的
な

性
格
は
「
第
一
の
有
」
（
ｐ
ｒ
i
m
ｕ
m
　
ｅ
ｎ
ｓ
）
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
ト
マ
ス
の
神
を
特
徴
付
け
る
最
も
重
要
な
こ
の
性
格
は
、
ひ
と
た
び
古

代
哲
学
の
最
後
の
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
（
が
召
耳
ｏ
Ｒ
～
邑
に
対
比
す
る
時
、
ひ
と

つ
の
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
現
れ
て
来
る
の
で
あ
る
。

　
通
常
、
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
(
２
０
５
-
２
７
０
）
か
ら
プ
ロ
ク
ロ
ス
（
ら
に
ム
咎
に
至
る
オ

ー
ソ
ド
″
ク
ス
な
古
代
の
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
に
お
い
て
は
「
第
一
の
有
」
は
「
万
有

の
根
源
」
で
は
な
い
。
そ
れ
は
む
し
ろ
「
万
有
の
根
源
」
か
ら
発
出
し
て
来
た
第
二

の
ヒ
ュ
ポ
ス
タ
シ
ス
で
あ
る
。
万
有
の
根
源
は
「
善
一
者
」
（
Ｔ
Ｏ
　
ａ
Ｙ
ａ
Ｓ
ｏ
ｖ
／
Ｔ
ｏ
　
ｅ
ｖ
）

で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
「
万
有
の
根
源
」
を
「
有
」
（
よ
ｙ
ｙ
品
）
と
理
解
す
る
か
否
か
と

い
う
点
で
、
両
者
の
間
に
大
き
な
相
違
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
〔
二
〕
　
そ
れ
で
は
両
者
間
に
か
か
る
大
き
な
相
違
が
見
ら
れ
る
の
は
一
体
何
故
で

あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
端
的
に
言
え
ば
、
両
者
に
お
い
て
万
有
の
根
源
を
捉
え
る
捉

え
方
が
根
本
的
に
異
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
は
プ
ラ
ト
ン
哲
学
に
そ
の
思
想
的
源
泉
を
直
接
に
有
し
て
い

る
。
プ
ラ
ト
ン
　
(
Ｂ
Ｃ
４
２
７
-
３
４
７
）
　
の
『
国
家
』
（
第
六
巻
５
０
８
ｅ
-
５
０
９
忌
で
は
、
「
万

有
の
根
源
」
と
考
え
ら
れ
る
「
善
の
イ
デ
ア
」
は
、
「
在
る
こ
と
」
（
Ｆ
こ
と
「
有

～
実
在
」
」
（
゜
妄
巳
の
原
因
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
て
、
認
識
者
の
「
認
識

能
力
」
と
認
識
対
象
（
＝
ｏ
ｕ
c
J
i
a
　
）
の
「
真
理
性
・
可
知
性
」
の
原
因
で
も
あ
る
の

ト
マ
ス
ー
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
形
而
上
学
研
究
（
こ
　
Ｉ
を
ヨ
ー
’
～
と
ｌ
１
　
ｌ
Ｅ
｛
｝
ｙ
‐
―
　
（
岡
崎
）



二
二

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
八
巻
　
二
九
八
九
年
）
　
人
文
科
学
　
そ
の
Ｉ

で
あ
る
。
つ
ま
り
「
善
の
イ
デ
ア
」
は
「
有
」
と
同
じ
で
は
な
く
、
却
っ
て
「
有
」

の
彼
方
に
超
越
し
て
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
１
）
。
（
た
だ
し
こ
こ
で
は
「
有
」

は
一
般
の
イ
デ
ア
を
指
し
て
い
る
。
）
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
や
プ
ロ
ク
ロ
ス
は
プ
ラ
ト
ン

の
こ
う
し
た
点
に
着
目
し
、
解
釈
を
加
え
て
、
自
ら
の
哲
学
を
そ
こ
に
依
拠
さ
せ
る
。

そ
し
て
万
有
の
根
源
は
「
善
一
者
」
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
～
。

　
〔
三
〕
　
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
対
し
て
ト
マ
ス
ー
ア
ク
ィ
ナ
ス
で
は
、
「
万
有
の
根
源
」

の
思
想
的
源
泉
の
ひ
と
つ
は
『
出
エ
ジ
プ
ト
記
』
（
三
∴
四
）
に
あ
る
。
こ
の
箇

所
で
は
、
神
は
自
ら
を
宣
言
し
て
「
わ
れ
は
有
り
て
有
る
も
の
で
あ
る
。
」
（
ｅ
ｇ
ｏ

ｓ
ｕ
m
　
Ｑ
ｕ
i
　
ｓ
ｕ
ｍ
.
）
と
述
べ
て
い
る
。
ト
マ
ス
は
こ
の
「
有
る
も
の
」
(
ｑ
ｕ
i
　
ｓ
ｕ
m
／
ｑ
ｕ
i
　
ｅ
ｓ
ｔ
)

を
神
の
最
も
固
有
の
名
称
と
解
す
る
（
旦
。
こ
こ
に
神
は
何
よ
り
も
先
ず
「
有
」
Ｆ
Ｅ

皿
ご
品
）
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
が
見
ら
れ
る
（
～
。
つ
ま
り
ト
マ
ス
の
神
は
何
よ

り
も
先
ず
「
第
一
の
有
」
な
の
で
あ
る
。

　
〔
四
〕
　
こ
の
相
違
は
そ
れ
程
問
題
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
実

は
そ
う
軽
い
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
「
万
有
の
根
源
」
の
捉
え
方
が
異
な
れ
ば
形
而
上
学
の
性
格
が
根
本
的
に
異
な
る
。

形
而
上
学
の
性
格
が
根
本
的
に
異
な
れ
ば
、
世
界
と
人
間
を
理
解
す
る
観
点
が
根
本

的
に
異
な
っ
て
く
る
。
そ
れ
ゆ
え
「
万
有
の
根
源
」
の
捉
え
方
の
相
違
は
実
は
哲
学

全
体
の
根
本
的
な
相
違
と
な
っ
て
現
れ
て
来
る
の
で
あ
る
。

　
右
記
の
相
違
は
、
ま
さ
に
丘
・
ジ
ル
ソ
ン
の
言
う
と
こ
ろ
の
「
善
の
優
位
」
の

思
想
と
「
存
在
の
優
位
」
の
思
想
に
対
応
す
る
の
で
あ
る
（
。
）
。

　
〔
五
〕
　
拙
論
で
は
、
か
か
る
事
情
を
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
、
ト
マ
ス
ー
ア
ク
ィ
ナ

ス
に
お
け
る
「
第
一
の
有
」
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
そ
の
「
単
純
性
」

密
ヨ
ミ
ｉ
Ｅ
）
と
い
う
最
も
基
本
的
な
性
質
を
、
『
神
学
大
全
』
(
Ｓ
ｕ
m
m
a
　
ｔ
ｈ
ｅ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
ａ
ｅ
)

第
一
部
第
三
間
に
お
い
て
、
テ
ク
ス
ト
に
即
し
て
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。

　
第
二
章
　
否
定
の
道
（
ｖ
i
a
　
ｎ
ｅ
ｇ
ａ
t
i
o
n
i
ｓ
)

　
〔
六
〕
　
さ
て
そ
こ
で
先
ず
、
神
の
探
求
の
方
法
論
に
つ
い
て
少
し
言
及
し
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
『
神
学
大
全
』
第
一
部
第
三
間
の
序
（
Ｆ
ぼ
ま
Ｒ
ｏ
）
で
は
、

神
の
探
求
の
仕
方
に
つ
い
て
こ
う
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　
　
し
か
し
吾
々
は
神
に
つ
い
て
「
ど
の
よ
う
に
在
る
か
」
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
ど

　
の
よ
う
に
な
い
か
」
を
考
察
し
う
ゐ
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
吾
々
は
先
ず
第
一

　
に
、
神
は
「
ど
の
よ
う
に
な
い
か
」
を
（
第
一
部
第
三
問
－
第
十
一
問
）
・
：
考
察

　
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
６
）
。

　
右
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
ど
の
よ
う
に
な
い
か
を
考
察
す
る
」
方
法
は
、
一
般
的

に
「
否
定
の
道
」
(
ｖ
i
a
　
ｎ
ｅ
ｇ
ａ
ｔ
ｉ
ｖ
ａ
)
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
Ｉ
は
新
プ
ラ
ト
ン
主
義

の
方
法
で
も
あ
る
。

　
吾
々
の
知
性
は
「
万
有
の
根
源
」
を
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
理
由
は

一
般
に
こ
う
で
あ
る
。

　
吾
々
の
知
性
(
i
n
ｔ
ｅ
ｌ
ｌ
ｅ
ｃ
ｔ
ｕ
ｓ
／
　
ｖ
ｏ
Ｏ
ｃ
）
を
含
む
万
有
は
、
そ
の
根
源
か
ら
出
て
き

た
も
の
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
存
在
の
秩
序
の
上
か
ら
す
れ
ば
、
吾
々
の
知
性
は

根
源
よ
り
も
「
後
の
も
の
」
（
召
降
Ｅ
ａ
）
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
根
源
は
吾
々

の
知
性
よ
り
も
「
先
の
も
の
」
（
召
ｉ
）
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
吾
々
の
知
性
が
有

す
る
概
念
も
、
そ
の
本
性
か
ら
す
れ
ば
、
根
源
よ
り
も
後
の
も
の
と
な
る
。
後
の
も

の
は
そ
れ
よ
り
も
先
の
も
の
に
劣
る
。
と
こ
ろ
で
、
劣
っ
た
も
の
（
＝
知
性
の
概
会

に
よ
っ
て
は
そ
れ
よ
り
優
れ
た
も
の
（
＝
万
有
の
根
源
）
を
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
そ
れ
ゆ
え
吾
々
の
知
性
は
、
そ
の
概
念
に
よ
っ
て
、
万
有
の
根
源
を
捉
え
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
～
）
。



　
〔
七
〕
　
そ
れ
で
は
吾
々
の
知
性
は
根
源
を
全
く
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
ろ

う
か
。
そ
う
で
は
な
い
。

　
１
　
々
の
知
性
は
万
有
を
、
そ
の
一
部
で
は
あ
る
が
、
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

し
て
１
　
々
の
知
性
は
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
万
有
か
ら
概
念
を
抽
象
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
し
て
か
か
る
概
念
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
万
有
で
は
な
い
と
こ
ろ

の
根
源
・
神
を
い
わ
ば
推
測
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
根
源
・
神
を
探
求

す
る
方
法
が
「
否
定
の
道
」
で
あ
る
。
そ
し
て
か
か
る
方
法
を
用
い
て
神
を
探
求
す

る
学
が
「
否
定
神
学
」
（
ｔ
ｈ
ｅ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
ａ
　
ｎ
ｅ
ｇ
ａ
ｔ
i
ｖ
ａ
）
と
言
わ
れ
る
。

　
〔
八
〕
　
例
え
ば
、
ト
マ
ス
に
お
い
て
は
、
万
有
は
「
被
造
物
」
と
捉
え
ら
れ
る
。

被
造
物
は
す
べ
て
複
合
さ
れ
て
い
る
。
形
相
と
質
料
、
存
在
と
本
質
、
基
体
と
付
帯

性
、
等
々
の
複
合
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
神
は
被
造
物
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
か

か
る
複
合
は
す
べ
て
否
若
さ
れ
て
、
神
は
「
単
純
」
で
あ
る
と
結
論
さ
れ
る
（
８
）
。

ま
た
、
被
造
物
は
不
完
全
で
部
分
的
で
あ
る
。
し
か
し
被
造
物
で
は
な
い
神
は
反
対

に
「
完
全
」
（
罵
恣
圧
ｏ
）
で
あ
る
（
。
）
。
ま
た
、
被
造
物
は
有
限
で
あ
る
。
し
か
し

被
造
物
で
は
な
い
神
は
反
対
に
「
無
限
」
（
三
目
～
日
）
で
あ
る
（
1
0
）
。
ま
た
、
被
造

物
は
す
べ
て
動
く
。
そ
れ
ゆ
え
、
被
造
物
で
は
な
い
神
は
「
不
変
」
（
Ｉ
Ｅ
Ｆ
回
・
）

で
あ
る
～
。
さ
ら
に
、
被
造
物
は
多
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
被
造
物
で
は
な
い

神
は
「
一
」
（
ロ
～
日
）
で
あ
る
（
苔
。

　
こ
の
よ
う
に
「
否
定
の
道
」
を
用
い
て
神
に
帰
せ
ら
れ
る
諸
概
念
－
単
純
、
完

全
、
無
限
、
不
変
、
一
、
等
々
－
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
1
3
）
。

　
こ
う
し
て
見
て
く
る
と
、
「
否
定
の
道
」
は
根
源
を
探
求
す
る
上
で
極
め
て
重
要

な
方
法
論
で
あ
る
。

　
〔
九
〕
　
と
こ
ろ
で
、
神
を
探
求
す
る
も
う
ひ
と
つ
の
方
法
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
完

成
の
道
」
(
ｖ
i
a
　
ｐ
ｅ
ｒ
ｆ
ｅ
ｃ
ｔ
i
o
n
i
ｓ
）
と
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
被
造
物
が

持
っ
て
い
る
有
限
な
性
質
（
完
全
性
）
に
着
目
し
、
そ
の
限
界
を
取
り
去
り
、
そ
の

二
三

性
質
を
ど
こ
ま
で
も
延
長
徹
底
し
て
、
完
成
さ
せ
て
得
ら
れ
る
概
念
を
神
の
性
質
と

し
て
帰
す
る
方
法
で
あ
る
。

　
〔
一
〇
〕
　
し
か
し
、
こ
の
方
法
に
は
問
題
が
あ
る
。
も
し
こ
れ
の
み
を
不
用
意
に

適
用
す
る
な
ら
、
ひ
と
つ
の
思
わ
ぬ
落
と
し
穴
に
陥
ち
込
む
こ
と
に
な
り
得
る
か
ら

で
あ
る
。

　
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
、
被
造
物
の
持
っ
て
い
る
性
質
（
た
と
え
ば
「
作
る
」
と
言

う
人
間
の
一
つ
の
性
質
）
を
連
続
的
に
無
限
に
延
長
し
て
い
く
と
す
れ
ば
、
想
像
や

空
想
の
世
界
に
入
り
込
ん
で
し
ま
い
、
そ
の
結
果
、
神
は
想
像
や
空
想
の
産
物
と
な

っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
か
か
る
神
は
被
造
物
の
連
続
延
長
線
上
に
出
て
く
る
言
わ

ば
超
人
的
な
存
在
者
（
た
と
え
ば
ア
ラ
ジ
ン
の
「
ラ
ン
プ
の
魔
物
」
の
如
き
空
想
上

の
存
在
者
）
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　
な
ぜ
こ
う
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
被
造
物
の
性
質
を
た
と

え
ど
の
よ
う
に
延
長
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
本
質
的
に
は
被
造
物
の
性
質
の
延
長

線
上
に
あ
る
も
の
以
外
に
は
な
り
え
ず
、
し
た
が
っ
て
被
造
物
と
基
本
的
に
は
連
続

し
た
性
質
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
仮
に
そ
の
よ
う
に
神
を
捉
え
る
な
ら
、
そ
の
よ

う
な
神
は
被
造
物
と
本
性
上
区
別
が
な
く
、
被
造
物
と
何
ら
異
な
る
も
の
で
は
な
い

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
す
る
と
か
か
る
神
は
想
像
さ
れ
う
る
限
り
の
最

も
優
れ
た
被
造
物
（
実
在
し
な
い
が
）
と
な
り
は
し
て
も
、
「
万
有
の
根
源
」
と
は

な
り
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
が
前
述
し
た
と
こ
ろ
の
「
思
わ
ぬ
落
と
し
穴
」
で
あ
る
。

　
〔
一
二
　
し
か
し
「
万
有
の
根
源
」
と
し
て
の
神
は
被
造
物
と
決
し
て
連
続
し
た

も
の
で
は
な
い
。
神
は
被
造
物
で
は
「
な
い
」
の
で
あ
る
。
神
は
本
性
的
に
被
造
物

と
「
断
絶
」
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
神
と
被
造
物
と
の
か
か
る
区
別
・
断
絶
を
表
す

方
法
が
「
否
定
の
道
」
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
神
の
探
求
に
お
い
て
は
、
「
完

成
の
道
」
は
「
否
定
の
道
」
と
共
に
、
否
む
し
ろ
そ
れ
よ
り
も
「
否
定
の
道
」
こ
そ

ト
マ
ス
ー
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
形
而
上
学
研
究
（
こ
　
Ｉ
ま
ヨ
ー
’
～
と
ｓ
i
m
p
l
i
c
i
t
ａ
ｓ
　
Ｄ
ｅ
ｉ
　
-
―
　
　
　
　
　
(
岡
崎
）



二
四

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
八
巻
　
二
九
八
九
年
）
　
人
文
科
学
　
そ
の
Ｉ

優
先
さ
せ
て
用
い
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
事
実
ト
マ
ス
は
、
先
に
挙
げ
た
第
三
間
の
序
で
は
〔
六
〕
、
か
か
る
「
完
成
の
道
」

に
つ
い
て
は
直
接
的
に
も
間
接
的
に
も
言
及
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
で

は
、
後
世
「
完
成
の
道
」
に
よ
る
探
求
と
さ
れ
て
い
る
第
四
問
か
ら
第
六
問
に
か
け

て
の
神
の
「
完
全
性
」
や
「
善
性
」
は
、
ト
マ
ス
に
よ
れ
ば
、
「
神
か
ら
、
神
に
ふ

さ
わ
し
く
な
い
も
の
、
複
合
、
動
、
等
々
を
除
去
し
て
ゆ
く
こ
と
に
よ
っ
て
（
1
4
）
」

探
究
さ
れ
る
と
述
べ
ら
れ
、
「
除
去
の
道
」
（
１
；
～
良
～
邑
す
な
わ
ち
「
否
定

の
道
」
に
よ
る
探
求
対
象
で
あ
る
と
さ
れ
て
、
単
純
性
や
一
性
等
々
と
共
に
一
括
さ

れ
て
い
る
の
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
1
5
）
。

　
「
完
成
の
道
」
は
「
否
定
の
道
」
に
従
属
す
べ
き
方
法
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
完

成
の
道
」
は
あ
く
ま
で
も
「
否
定
の
道
」
の
補
助
で
あ
り
、
神
学
の
副
次
的
方
法
で

あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
こ
こ
に
神
学
に
と
っ
て
「
否
定
の
道
」
の
極
め
て
重
要
な
意
味
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
の
で
あ
る
。

　
第
三
章
　
第
一
の
有
（
ｐ
ｒ
i
m
ｕ
ｍ
　
ｅ
ｎ
ｓ
）

　
〔
一
二
〕
　
次
に
、
ト
マ
ス
が
『
神
学
大
全
』
の
は
じ
め
の
箇
所
で
「
第
一
の
有
」

を
ど
の
よ
う
な
仕
方
で
導
入
し
て
い
る
か
を
、
ま
た
そ
の
位
置
を
も
見
て
お
か
ね
ば

な
ら
な
い
。

　
『
神
学
大
全
』
第
一
部
の
神
の
探
求
は
、
第
二
問
「
神
は
存
在
す
る
か
」
か
ら
始

ま
る
。
こ
こ
で
「
神
は
存
在
す
る
」
と
結
論
さ
れ
る
。
続
い
て
「
神
は
ど
の
よ
う
に

在
る
か
」
で
は
な
く
「
神
は
ど
の
よ
う
に
な
い
か
」
が
探
求
さ
れ
る
。
こ
れ
が
最
初

に
具
体
的
に
展
開
さ
れ
る
の
が
第
三
間
の
「
神
の
単
純
性
に
つ
い
て
」
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
「
単
純
性
」
が
神
の
最
も
基
本
的
な
性
格
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
テ
ク
ス
ト
の
第
三
間
を
初
め
か
ら
少
し
調
べ
て
み
る
と
、
神
の
単
純
性

が
「
第
一
の
有
」
か
ら
直
接
引
き
出
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
す
ぐ
ぶ
つ
か
る
Ｒ
）
〔
言
〕
。

し
た
が
っ
て
「
第
一
の
有
」
が
「
単
純
性
」
よ
昨
も
も
っ
と
根
源
的
な
神
の
性
格
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
〔
一
三
〕
　
と
こ
ろ
で
、
第
三
間
第
一
項
主
文
は
、
「
第
一
の
有
」
と
い
う
言
葉
が

第
三
間
中
で
最
初
に
現
れ
て
く
る
箇
所
で
あ
る
。

　
こ
の
箇
所
で
は
、
神
が
第
一
の
有
で
あ
る
こ
と
は
「
先
に
示
さ
れ
た
」
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
亘
。
マ
リ
エ
ご
ア
イ
版
の
註
に
よ
れ
ば
、
「
先
に
示
さ
れ
た
」
箇
所
と
は

第
二
問
第
三
項
の
「
神
の
存
在
論
証
」
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
調
べ
て
み
る
と
、
右
の
箇
所
に
は
「
第
一
の
有
」
と
言
う
言
葉
は
、

少
な
く
と
も
そ
の
ま
ま
の
形
で
は
、
出
て
き
て
い
な
い
。
第
二
問
全
体
を
調
べ
て
み

て
も
同
じ
く
こ
の
言
葉
を
そ
の
ま
ま
の
形
で
は
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
つ
ま
り

は
「
第
一
の
有
」
と
い
う
言
葉
は
、
第
二
問
以
下
で
は
第
三
間
第
一
項
の
主
文
で
初

め
て
現
れ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
次
の
疑
問
が
生
じ
て
来
る
。

　
「
こ
の
言
葉
は
第
二
問
第
三
項
に
現
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
故
、
〈

先
に
示
さ
れ
た
▽
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
」
と
。

　
〔
一
四
〕
　
そ
こ
で
こ
れ
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
た
め
に
、
第
二
問
第
三
項
の
主
文
を

一
瞥
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
「
五
つ
の
道
」
(
ｑ
ｕ
i
n
ｑ
ｕ
ｅ
　
ｖ
i
を

に
よ
っ
て
神
の
存
在
論
証
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
神
は
「
第
一
の
有
」
と
は
別

の
表
現
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

　
第
一
の
道
で
は
「
純
粋
現
実
態
」
と
し
て
の
「
不
動
の
第
一
動
者
」
（
ｐ
ｒ
i
m
ｕ
ｍ

９
ｖ
ｅ
ｎ
ｓ
　
i
m
m
o
b
i
l
e
）
（
1
8
）
、
第
二
の
道
で
は
「
第
一
作
出
因
」
（
ｃ
ａ
ｕ
ｓ
ａ
　
ｅ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｉ
ｅ
ｎ
ｓ

ｐ
ｒ
i
E
）
石
）
、
第
三
の
道
で
は
「
そ
れ
自
体
で
必
然
的
な
も
の
」
（
ｐ
ｅ
ｒ

ｓ
ｅ

ｎ
ｅ
ｃ
ｅ
ｓ
ｓ
ａ
ｒ
i
ｕ
m
）

（
茫
、
第
四
の
道
で
は
「
最
大
の
有
」
（
Ｅ
昿
ヨ
；
品
）
、
「
万
有
に
と

っ
て
、
存
在
と
善
性
と
す
べ
七
の
完
全
性
と
の
原
因
で
あ
る
も
の
」
（
匹
自
民
唱
乱

ｏ
ｍ
ｎ
ｉ
ｂ
ｕ
ｓ
　
ｅ
ｎ
ｔ
i
b
ｕ
ｓ
　
ｅ
ｓ
ｔ
　
ｃ
ａ
ｕ
ｓ
ａ
　
ｅ
ｓ
ｓ
ｅ
｡
　
ｅ
ｔ
　
ｂ
ｏ
ｎ
ｉ
ｔ
ａ
ｔ
i
ｓ
｡
　
ｅ
ｔ
　
ｃ
ｕ
i
ｕ
ｓ
l
i
b
e
ｔ
　
ｐ
ｅ
ｒ
ｆ
ｅ
ｃ
ｔ
i
o
n
i
ｓ
.
)



等
々
（
Ｕ
、
第
五
の
道
で
は
「
す
べ
て
の
自
然
物
が
そ
れ
に
よ
っ
て
目
的
に
秩
序
付

け
ら
れ
る
何
ら
か
の
知
性
認
識
者
」
(
a
l
i
ｑ
ｕ
i
d
　
i
n
ｔ
ｅ
ｌ
ｌ
ｉ
ｇ
ｅ
ｎ
ｓ
　
ａ
　
ｑ
ｕ
ｏ
目
ｎ
ｅ
ｓ
　
ｒ
ｅ
ｓ

ｎ
ａ
ｔ
ｕ
ｒ
ａ
ｌ
ｅ
ｓ
　
ｏ
ｒ
ｄ
ｉ
ｎ
ａ
ｎ
ｔ
ｕ
ｒ
　
ａ
ｄ
　
ｆ
ｉ
ｎ
ｅ
ｍ
辻
苔
、
つ
ま
り
「
知
性
」
（
Ｆ
冨
Ｆ
・
Ｅ
巳
と
し

て
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
「
神
」
は
こ
れ
ら
の
五
つ
の
性
格
を
持
つ
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
二
五
〕
　
さ
て
論
を
元
に
戻
そ
う
。
「
第
一
の
有
」
と
い
う
言
葉
が
、
今
見
た
よ

う
に
先
に
示
さ
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
先
に
示
さ
れ
た
」
と
言
わ
れ
て

い
る
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
一
体
ど
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
良
い
の
で
あ

ろ
う
か
。

　
そ
れ
は
、
ま
ず
第
一
に
、
前
項
で
挙
げ
ら
れ
た
五
つ
の
神
の
性
格
を
ひ
と
つ
に
ま

と
め
て
「
第
一
の
有
」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ

　
第
一
動
者
も
「
第
一
の
有
」
で
あ
る
。
第
一
作
出
因
も
「
第
一
の
有
」
で
あ
る
。

最
大
の
有
も
す
べ
て
の
完
全
性
の
原
因
も
「
第
一
の
有
」
で
あ
る
。
す
べ
て
の
自
然

物
を
目
的
に
秩
序
付
け
る
知
性
認
識
者
も
「
第
一
の
有
」
な
の
で
あ
る
。

　
〔
一
六
〕
　
し
か
し
な
が
ら
、
「
第
一
の
有
」
に
右
の
五
つ
の
性
格
が
ま
と
め
ら
れ

た
と
い
う
こ
と
は
、
丁
度
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
に
お
け
る
が
ご
と
く
に
、
「
第
一
の
有
」

か
ら
残
り
の
五
つ
が
発
出
し
て
く
る
と
い
う
在
り
方
を
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

否
、
そ
う
で
は
な
い
。
も
七
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
こ
れ
ら
の
五
つ
の
も
の
は
最
早
神

で
は
な
く
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

　
む
し
ろ
、
「
第
一
の
有
」
も
こ
れ
ら
五
つ
の
も
の
も
等
し
く
神
を
指
し
て
い
る
と

理
解
す
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
と
は
言
え
、
神
に
お
い
て
は
「
第
一
の
有
」
の
性

格
は
他
の
五
つ
の
性
格
と
全
く
同
等
と
言
う
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
前
者
の
ほ
う

が
後
者
よ
り
も
一
層
根
源
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
テ

ク
ス
ト
の
上
で
は
前
者
か
ら
後
者
が
論
理
的
に
導
出
（
展
開
）
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
理
解
さ
れ
る
。

　
だ
が
、
論
理
的
に
導
出
（
展
開
）
さ
れ
る
か
ら
と
言
っ
て
、
実
在
の
上
で
も
前
者

か
ら
後
者
が
導
出
さ
れ
る
（
発
出
す
る
）
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
論
理
的
な
秩
序
と

実
在
の
秩
序
は
別
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
〔
一
七
〕
　
そ
の
一
例
と
し
て
、
次
の
テ
ク
ス
ト
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ

　
「
第
一
の
有
で
あ
る
も
の
は
必
ず
現
実
態
に
あ
り
、
そ
し
て
い
か
な
る
意
味
に
お

い
て
も
可
能
態
に
は
な
い
。
・
：
先
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
神
は
第
一
の
有
で
あ
る
。

ゆ
え
に
神
の
う
ち
に
ど
ん
な
可
能
態
も
あ
り
え
な
い
。
」
（
苔

　
こ
の
テ
ク
ス
ト
で
は
、
「
第
一
の
有
」
を
論
証
の
前
提
・
原
理
（
Ｉ
Ｆ
・
ぞ
Ｆ
已

と
し
て
神
が
「
純
粋
現
実
態
」
で
あ
る
こ
と
を
論
理
的
に
導
き
出
し
て
い
る
の
で
あ

る
、
或
い
は
ま
た
、
「
第
一
の
有
」
の
内
容
の
論
理
的
展
開
と
し
て
「
純
粋
現
実
態
」

が
帰
結
し
て
い
る
の
で
あ
る
と
も
理
解
さ
れ
る
。

　
そ
し
て
こ
の
「
純
粋
現
実
態
」
は
、
既
に
見
た
如
く
〔
亘
、
第
一
動
者
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
「
第
一
の
有
」
か
ら
「
第
一
動
者
」
が
導
き
出
さ
れ
て
い
る
、
あ
る
い
は

展
開
さ
れ
て
い
る
の
が
こ
こ
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
な
に
も
神
の
五
つ
の
性
格
に
つ
い
て
の
み
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
で
は
な

い
。
五
に
々
が
以
下
に
見
よ
う
と
す
る
神
の
「
単
純
性
」
や
そ
の
他
の
諸
性
質
も
「
第

一
の
有
」
か
ら
導
出
さ
れ
て
い
る
、
乃
至
展
開
さ
れ
て
い
る
の
が
見
ら
れ
る
の
で
あ

る
（
2
4
）
ｏ

　
さ
ら
に
、
ト
マ
ス
哲
学
の
根
本
命
題
で
あ
る
「
神
に
お
い
て
は
存
在
と
本
質
は
同

一
で
あ
る
」
で
さ
え
も
ま
た
「
第
一
の
有
」
か
ら
引
き
出
さ
れ
て
い
る
の
が
見
ら
れ

る
公
）
〔
五
八
〕
。

　
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
、
神
の
五
つ
の
性
格
と
全
て
の
諸
性
質
（
例
え
ば
、
単
純

性
、
完
全
性
、
一
等
々
）
は
こ
の
「
第
一
の
有
」
に
還
元
さ
れ
さ
え
も
す
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
か
ら
、
ト
マ
ス
に
お
い
て
は
「
第
一
の
有
」
が
最
も
根
源
的
な
神
の
性
格
で

二
五
　
　
ト
マ
ス
ー
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
形
而
上
学
研
究
（
こ
　
Ｉ
ま
Ｉ
ヨ
ー
・
と
ｓ
i
m
p
l
i
c
i
t
ａ
ｓ
　
Ｄ
ｅ
ｉ

　
（
岡
崎
）



二
六

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
八
巻
　
二
九
八
九
年
）
　
人
文
科
学
　
そ
の
Ｉ

あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
（
2
6
）
。

本
　
　
　
論

　
第
一
章
　
神
の
単
純
性
(
ｓ
i
ヨ
p
l
i
c
i
ｔ
ａ
ｓ
　
Ｄ
ｅ
Ｉ
）
を
め
ぐ
る
一
つ
の
問
題

　
〔
一
八
〕
　
ト
マ
ス
に
お
い
て
、
万
有
の
根
源
で
あ
る
神
が
単
純
で
あ
る
と
は
如
何

な
る
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
神
が
被
造
物
の
持
つ
が
如
き

複
合
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
部

分
を
持
た
な
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
神
が
そ
の
よ
う
な
複
合
を
持
っ
て
い
な
い
と

は
内
部
構
造
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
を
も
意
味
し
て
い
る
。

　
も
し
内
部
構
造
を
持
つ
の
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
は
構
成
要
素
が
見
ら
れ
る
。
一
般

に
、
複
合
を
構
成
す
る
要
素
は
複
合
体
よ
り
先
で
あ
り
、
複
合
体
は
要
素
に
依
存
し

て
い
る
。
も
し
、
神
が
「
複
合
さ
れ
た
も
の
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
神
そ
の
も
の
が

こ
の
構
成
要
素
の
後
に
な
り
ま
た
、
構
成
要
素
に
依
存
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
と
す

れ
ば
、
か
か
る
複
合
体
な
る
神
は
も
は
や
万
有
の
根
源
と
は
な
り
え
な
い
の
で
あ
る

回
〕
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
神
が
万
有
の
根
源
で
あ
る
限
り
、
被
造
物
の
持
つ
が
如
き
内
部
構
造

や
複
合
を
持
っ
て
い
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
換
言
す
れ
ば
、
万
有
の
根
源
と
被
造
物
と
の
明
確
な
区
別
を
Ｉ

つ
ま
り
神
の
超
越
性
を
介
）
－
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
神
が
単
純
で
あ
る
こ
と
は
た
ん
に
神
と
被
造
物
の
区
別
を
意
味
し
て
い
る

ば
か
り
で
は
な
い
。
神
は
ま
た
そ
れ
自
体
で
「
一
」
（
～
～
）
で
あ
る
こ
と
に
も
な

る
の
で
あ
る
。
（
こ
れ
は
第
一
一
問
の
「
神
の
一
性
に
つ
い
て
」
（
Ｄ
ｅ
　
ｕ
n
i
ｔ
ａ
ｔ
ｅ
　
Ｄ
ｅ
ｉ
)

の
箇
所
で
詳
し
く
論
じ
ら
れ
る
。
）

　
二
九
〕
　
こ
の
よ
う
な
神
は
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
の
万
有
の
根
源
（
＝
二
）
よ
７
）

と
共
通
す
る
性
格
で
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
が
、
ト
マ
ス
の
万
有
の
根
源
は
、
一
で
あ
り
単
純
で
あ
ゐ
に
も
拘
ら
ず
、

内
部
に
三
つ
の
位
格
（
ｌ
ｇ
ｏ
目
）
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
2
8
）
。
す
な
わ
ち
内
部

構
造
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
点
で
、
ト
マ
ス
の
万
有
の
根
源
は
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
の
万
有
の
根
源
と
決
定

的
に
異
な
る
。
こ
の
違
い
の
由
来
を
た
ど
れ
ば
、
最
終
的
に
は
ト
マ
ス
の
「
第
一
の

有
」
は
同
時
に
ま
た
「
第
一
の
知
性
」
（
2
9
）
で
も
あ
る
の
に
対
し
て
、
新
プ
ラ
ト
ン
主

義
の
「
一
」
は
そ
う
で
は
な
い
と
い
う
両
者
の
性
格
の
相
違
に
逢
着
す
る
と
思
わ
れ

る
（
（
八
三
を
参
照
）
。

　
だ
が
、
こ
の
事
情
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
別
の
テ
ー
マ
で
あ
る
。
こ
れ
は
古
来

よ
り
多
く
の
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
大
き
な
テ
ー
マ
で
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ

れ
に
今
こ
こ
で
軽
々
し
く
触
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
後
日
機
会
を
改
め
て
取
り
あ

げ
て
み
た
い
。

第
二
章
　
神
の
単
純
性
の
五
つ
の
根
拠

　
〔
二
〇
〕
　
ト
マ
ス
は
第
三
間
第
七
項
主
文
で
、
神
社
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
単
純
で
あ

る
こ
と
を
五
つ
の
観
点
か
ら
理
由
を
あ
げ
、
根
拠
付
け
て
い
る
。

　
第
一
の
根
拠
は
、
本
間
第
一
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
考
察
を
前
提
に
、
被
造
物
の

持
つ
存
在
論
的
な
構
造
の
複
合
性
を
神
か
ら
順
次
に
斥
け
て
、
神
が
単
純
で
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

　
被
造
物
は
存
在
論
的
に
次
の
六
つ
の
複
合
性
を
持
つ
（
3
0
）
。

　
二
）
物
体
が
持
つ
量
的
部
分
(
ｑ
ｕ
ａ
ｎ
ｔ
i
ｔ
ａ
ｔ
i
ｖ
ａ
ｅ
　
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｅ
ｓ
）
　
の
複
合
、
（
二
）
形
相

と
質
料
(
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
　
ｅ
ｔ
Ｅ
芯
Ｆ
）
の
複
合
、
（
三
）
本
性
と
個
体
(
ｎ
ａ
ｔ
ｕ
ｒ
ａ
　
ｅ
ｔ
　
ｓ
ｕ
ｐ
ｐ
ｏ
ｓ
i
ｔ
ｕ
m
）

の
複
合
、
言
）
存
在
と
本
質
(
ｅ
ｓ
ｓ
ｅ
　
ｅ
ｔ
　
ｅ
ｓ
ｓ
ｅ
ｎ
ｔ
i
a
）
の
複
合
、
（
五
）
類
と
種
(
ｇ
ｅ
ｎ
ｕ
ｓ

ｅ
ｔ
　
ｓ
ｐ
ｅ
ｃ
ｉ
ｅ
ｓ
）
の
複
合
、
（
六
）
基
体
と
付
帯
性
（
回
ぼ
艮
～
ｅ
ｔ
　
ａ
ｃ
ｃ
ｉ
ｄ
ｅ
邑
の
複
合
、

で
あ
る
。



　
こ
れ
ら
の
詳
細
な
考
察
は
後
に
ま
わ
す
こ
と
に
し
て
〔
Ξ
〒
七
凸
、
こ
こ
に
出
現

し
た
諸
概
念
は
い
ず
れ
も
万
有
・
被
造
物
の
最
も
基
本
的
な
存
在
論
的
構
成
要
素
を

表
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
万
有
の
基
礎
構
造
か
ら
取
ら
れ
た
概
念
で
あ
っ
て
、
第
一
の

根
拠
は
、
こ
れ
ら
の
存
在
論
的
基
礎
概
念
に
よ
っ
て
も
神
は
捉
え
ら
れ
な
い
こ
と
を

端
的
に
示
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
神
は
「
第
一
の
有
」
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
〔
二
Ｉ
〕
　
し
か
し
こ
れ
だ
け
で
は
、
こ
れ
ら
六
つ
の
複
合
が
な
い
こ
と
を
の
み
示

す
に
過
ぎ
な
い
。
さ
ら
に
他
の
全
て
の
複
合
も
な
い
こ
と
を
示
す
必
要
が
あ
る
。
そ

こ
で
第
二
の
根
拠
が
導
入
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
（
怒
、

　
　
二
）
「
複
合
さ
れ
た
も
の
」
は
す
べ
て
、
「
複
合
の
要
素
」
よ
り
も
後
な
る
も
の

で
あ
り
、
か
つ
「
複
合
の
要
素
」
に
依
存
し
て
い
る
。
（
－
つ
ま
り
「
複
合
の
要
素
」

の
方
が
「
複
合
さ
れ
た
も
の
」
よ
り
も
優
先
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
）

　
　
（
二
）
神
は
、
上
で
示
さ
れ
た
よ
う
に
（
第
二
問
第
三
項
）
、
「
第
一
の
有
」
で
あ

る
。
（
－
つ
ま
り
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
第
一
で
、
決
し
て
「
よ
り
後
」
に
は
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。
）

　
　
三
）
そ
れ
ゆ
え
、
神
は
複
合
の
要
素
よ
り
も
「
よ
り
後
」
な
る
「
複
合
さ
れ
た

も
の
」
と
は
な
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
神
は
単
純
で
あ
る
（
3
1
）
。

　
こ
れ
が
第
二
の
根
拠
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
複
合
一
般
が
論
じ
ら
れ
て
、
斥
け
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
証
明
で
は
、
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
〔
匹
〕
、
「
第
一
の
有
」
を
前
提
と
し
、

こ
れ
か
ら
神
の
単
純
性
を
引
き
出
し
て
い
る
の
が
見
ら
れ
る
。

　
〔
二
二
〕
　
以
上
の
二
根
拠
は
「
複
合
の
要
素
」
に
即
し
て
見
、
そ
し
て
神
に
は
か

か
る
要
素
の
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
次
に
「
複
合
の
原
因
」
に
即
し
て
考
察
さ
れ
る
。
こ
れ
が
第
三
の
根
拠
で

あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
（
3
2
）
、

　
　
二
）
複
合
さ
れ
た
も
の
は
す
べ
て
原
因
を
持
っ
て
い
る
。

　
　
　
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
自
体
と
し
て
異
な
る
も
の
共
が
或
る
一
つ
の
も
の
に
な
る

　
　
た
め
に
は
、
そ
れ
ら
を
一
つ
に
す
る
或
る
原
因
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

　
　
ら
で
あ
る
。

　
　
（
二
）
し
か
る
に
、
上
で
示
さ
れ
た
よ
う
に
（
第
二
問
第
三
項
）
、
神
は
第
一
作

出
因
で
あ
る
か
ら
、
原
因
を
持
た
な
い
。
（
－
し
た
が
っ
て
、
複
合
の
原
因
も
持

た
な
い
。
）

　
　
言
一
）
ゆ
え
に
、
神
は
複
合
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
単
純
で
あ
る
（
3
3
）
。

　
こ
れ
が
第
三
の
根
拠
で
あ
る
。
こ
の
結
論
で
は
、
神
が
「
第
一
作
出
因
」
で
あ
る

こ
と
を
前
提
に
し
、
そ
こ
か
ら
単
純
性
が
引
き
出
さ
れ
て
い
る
の
が
見
ら
れ
る
。
そ

し
て
第
一
作
出
因
は
「
第
一
の
有
」
に
還
元
さ
れ
た
〔
亘
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
も
、

第
二
の
理
由
と
同
じ
く
結
局
は
「
第
一
の
有
」
か
ら
引
き
出
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　
〔
二
三
〕
　
第
四
の
根
拠
は
、
現
実
態
と
可
能
態
と
の
観
点
か
ら
複
合
物
を
見
る
こ

と
に
よ
っ
て
ヽ
考
察
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
（
3
4
）
、

　
　
二
）
す
べ
て
の
複
合
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
に
は
現
実
態
と
可
能
態
と
が
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
な
ぜ
な
ら
、
諸
部
分
の
う
ち
の
一
つ
は
他
の
部
分
に
対
し
て
現
実
態
で
あ
る

　
　
か
、
或
い
は
少
な
く
と
も
、
す
べ
て
の
部
分
が
全
体
に
対
し
て
可
能
態
に
お
け

　
　
る
が
如
く
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
（
二
）
だ
が
、
こ
れ
は
神
に
は
な
い
。
（
－
な
ぜ
な
ら
、
神
は
純
粋
現
実
態
で

あ
る
か
ら
で
あ
る
（
苔
。
）

　
　
三
）
よ
っ
て
、
神
は
諸
部
分
を
持
た
ず
、
し
た
が
っ
て
複
合
さ
れ
て
は
い
な

い
（
芒
ｏ

　
こ
れ
が
第
四
の
根
拠
で
あ
る
。
こ
の
結
論
は
、
神
が
「
純
粋
現
実
態
」
で
あ
る
こ

と
を
前
提
に
し
、
こ
こ
か
ら
引
き
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
に
は
慎
重
に
検
討

二
七
　
　
ト
マ
ス
ー
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
形
而
上
学
研
究
（
こ
　
Ｌ
々
１
１
’
～
と
ｓ
i
m
p
H
c
i
t
ａ
ｓ
　
Ｄ
ｅ
ｉ

　
（
岡
崎
）



二
八

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
八
巻
　
二
九
八
九
年
）
　
人
文
科
学
　
そ
の
Ｉ

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
以
下
に
見
よ
う
。

　
〔
二
四
〕
　
先
ず
第
一
に
、
「
純
粋
現
実
態
」
な
る
神
は
、
既
に
見
た
如
く
Ｔ
七
〕
、

「
第
一
の
有
」
か
ら
引
き
出
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
結
論
も

結
局
は
「
第
一
の
有
」
か
ら
引
き
出
さ
れ
、
ま
た
こ
れ
に
還
元
さ
れ
る
。

　
〔
二
五
〕
　
第
二
に
、
「
現
実
態
－
可
能
態
」
の
対
概
念
は
先
の
〔
言
〕
六
つ
の
存

在
論
的
基
礎
概
念
に
同
じ
く
、
実
在
す
る
も
の
を
存
在
論
的
に
分
析
す
る
概
念
で
あ

る
。
こ
こ
か
ら
見
る
と
実
在
す
る
も
の
す
べ
て
は
現
実
態
と
可
能
態
の
複
合
で
あ
る

と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
し
か
し
、
「
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
『
現
実
態
－
可
能
態
』
と
の
複
合
が
、
何
故
、

六
つ
の
基
礎
概
念
の
考
察
と
同
じ
場
で
、
つ
ま
り
『
形
相
－
質
料
』
『
存
在
－
本
質
』

等
々
と
共
に
、
取
り
上
げ
ら
れ
て
考
察
さ
れ
、
そ
し
て
神
か
ら
斥
け
ら
れ
て
い
な
い

の
で
あ
ろ
う
か
。
」
こ
の
よ
う
な
疑
問
が
湧
い
て
来
る
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
か
か
る
疑
問
を
持
っ
て
目
下
の
テ
ク
ス
ト
を
考
察
す
る
と
、
現
実
態
と
可

能
態
の
対
概
念
は
形
相
－
質
料
、
存
在
－
本
質
等
々
の
六
つ
の
諸
概
念
と
並
列
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
や
や
特
別
な
位
置
に
あ
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
。
そ
こ
で
も
う

一
度
そ
の
テ
ク
ス
ト
を
あ
げ
て
見
よ
う
。

　
　
　
諸
部
分
の
う
ち
の
一
つ
は
他
の
部
分
に
対
し
て
現
実
態
で
あ
る
か
、
或
い
は

　
　
少
な
く
と
も
、
す
べ
て
の
部
分
が
全
体
に
対
し
て
可
能
態
に
お
け
る
が
如
く
に

　
　
あ
る
（
3
6
）
。

　
こ
の
テ
ク
ス
ト
の
「
他
の
部
分
に
対
し
て
」
と
い
う
表
現
か
ら
、
「
現
実
態
－
可

能
態
」
の
概
念
は
他
に
対
比
し
て
成
り
立
つ
と
こ
ろ
の
相
対
的
な
関
係
を
も
含
意
し

て
い
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

〔
二
六
〕
　
さ
て
、
こ
れ
を
一
層
よ
く
理
解
す
る
た
め
に
、
例
を
あ
げ
よ
う
。
こ
こ

に
形
相
と
質
料
と
か
ら
「
複
合
さ
れ
た
も
の
」
が
あ
る
と
し
よ
う
。

　
そ
の
形
相
は
質
料
と
共
に
そ
の
「
も
の
」
を
構
成
す
る
部
分
乃
至
要
素
で
あ
る
。

こ
の
形
相
は
、
質
料
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
は
な
く
、
常
に
形
相
と
し
て
質
料
と
区

別
さ
れ
る
。

　
さ
て
、
「
形
相
」
と
い
う
部
分
は
質
料
と
い
う
部
分
に
対
し
て
「
現
実
態
」
の
位

置
に
あ
る
。
（
こ
れ
に
対
し
て
「
質
料
」
と
い
う
部
分
は
形
相
と
い
う
部
分
に
対
し

て
「
可
能
態
」
の
位
置
に
あ
る
。
）

　
と
こ
ろ
が
、
今
度
は
、
形
相
を
「
複
合
さ
れ
た
も
の
」
の
「
全
体
」
と
対
比
し
た

時
に
は
、
右
と
は
逆
に
、
「
形
相
」
は
、
全
体
を
構
成
す
る
部
分
で
あ
る
か
ら
「
可

能
態
」
の
位
置
に
（
そ
し
て
「
全
体
」
が
、
部
分
で
あ
る
形
相
に
対
し
て
「
現
実
態
」

の
位
置
に
）
く
る
の
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
同
じ
「
形
相
」
が
あ
る
観
点
か
ら
は
「
現
実
態
」
に
、
ま
た
別
の
観
点

か
ら
は
「
可
能
態
」
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
〔
二
七
〕
　
ま
た
別
の
例
を
と
ろ
う
。
形
相
と
質
料
の
対
を
取
る
と
、
質
料
に
対
し

て
「
形
相
」
は
「
現
実
態
」
で
あ
る
。
ま
た
、
付
帯
性
と
基
体
の
対
を
と
れ
ば
、
基

体
に
対
し
て
「
付
帯
性
」
は
「
現
実
態
」
七
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
「
現
実
態
」
と
い
う
概
念
は
「
形
相
」
に
も
「
付
帯
性
」
に
も
述

語
付
け
ら
れ
る
。
つ
ま
り
「
現
実
態
」
の
概
念
は
「
形
相
」
や
「
付
帯
性
」
よ
り
も

よ
り
普
遍
的
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
適
応
範
囲
の
広
さ
は
他
の
概
念
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ

る
。

　
た
と
え
ば
「
存
在
」
を
例
に
と
れ
ば
、
質
料
に
対
し
て
「
形
相
」
は
「
存
在
」
で

あ
る
と
か
、
基
体
に
対
し
て
「
付
帯
性
」
は
「
存
在
」
で
あ
る
等
々
と
は
一
般
に
は

言
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
「
現
実
態
－
可
能
態
」
は
他
の
六
つ
の
存
在
論
的
概
念
と
較
べ
た

場
合
に
、
け
る
か
に
相
対
的
で
適
応
範
囲
の
広
い
概
念
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き



る
で
あ
ろ
う
。

　
〔
二
八
〕
　
し
た
が
っ
て
、
「
も
の
」
は
な
る
程
、
現
実
態
と
可
能
態
と
か
ら
成
る
が
、

そ
の
現
実
態
と
可
能
態
の
各
々
は
、
少
な
く
と
も
形
相
と
質
料
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
独

立
に
、
も
の
の
「
部
分
・
要
素
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
は
、
「
部
分
・
要
素
」
と
は

言
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
ま
た
、
現
実
態
と
可
能
態
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
に
、
も
の
の
「
部
分

・
要
素
」
と
言
わ
れ
る
程
狭
い
概
念
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
そ
の
結
果
、
先
に
あ
げ
た
〔
言
〕
六
つ
の
諸
概
念
で
表
さ
れ
る
諸
部
分
・
要
素
の

み
な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
諸
部
分
・
要
素
か
ら
成
る
複
合
体
を
こ
の
現
実
態
－
可
能
態

の
立
場
よ
り
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
諸
部
分
の
一
方
は
現
実
態
の
位
置
に
、

他
方
は
可
能
態
の
位
置
に
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
フ

　
そ
の
適
応
範
囲
が
広
く
相
対
的
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
、
現
実
態
と
可
能
態
の
対

概
念
は
他
の
六
つ
の
存
在
論
的
概
念
と
対
等
で
は
な
く
、
や
や
特
別
な
位
置
を
持
っ

て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
他
の
複
合
概
念
〔
言
〕
と

同
等
に
扱
い
考
察
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
、
先
の
〔
二
五
〕
疑

問
の
ひ
と
ま
ず
の
解
答
で
あ
る
。

　
〔
二
九
〕
　
こ
の
よ
う
に
考
え
て
は
じ
め
て
目
下
の
テ
ク
ス
ト
（
3
6
）
が
理
解
さ
れ
る

と
思
わ
れ
る
。

　
つ
ま
り
、
す
べ
て
「
複
合
さ
れ
た
も
の
」
は
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
諸
部
分
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
よ
う
と
も
、
必
ず
現
実
態
の
側
に
お
か
れ
る
部
分
と
可
能
態
の
側
に

お
か
れ
る
部
分
と
か
ら
成
り
、
そ
の
観
点
か
ら
、
必
ず
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
神
は
「
純
粋
現
実
態
」
で
あ
る
か
ら
可
能
態
を
全
く
含
ま
な
い
。
し

た
が
っ
て
可
能
態
と
な
る
部
分
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
神
は
「
複
合
さ
れ
た
も
の
」

で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
神
は
単
純
で
あ
る
。

　
以
上
が
第
四
の
根
拠
の
言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
三
○
〕
　
最
後
に
、
第
五
の
根
拠
を
考
察
し
よ
う
。
こ
れ
は
「
全
体
」
と
「
部
分
」

の
関
係
に
着
目
し
、
こ
れ
を
考
察
し
て
、
こ
の
関
係
は
神
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
、

と
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
論
旨
を
簡
単
に
追
う
と
こ
う
で
あ
る
。

　
　
二
）
「
複
合
さ
れ
た
も
の
」
に
お
い
て
は
、
全
体
は
そ
の
部
分
で
は
な
い
（
3
7
）
。

（
－
ト
マ
ス
の
説
明
は
詳
細
で
あ
る
の
で
註
に
譲
る
（
曹
。
）

　
　
（
二
）
「
形
相
を
も
つ
も
の
」
に
お
い
て
も
、
全
体
は
そ
の
部
分
（
＝
形
相
）
で

は
な
い
（
3
9
）
。

　
　
三
）
し
か
し
、
部
分
で
あ
る
「
形
相
」
に
着
目
す
る
と
、
「
形
相
」
そ
の
も
の

は
形
相
以
外
の
何
も
の
で
も
な
く
、
こ
の
意
味
で
部
分
を
持
だ
な
い
（
3
9
）
。

　
　
云
）
し
た
が
っ
て
、
形
相
そ
の
も
の
は
べ
複
合
さ
れ
た
も
の
」
で
は
な
い
（
3
5
）
。

　
　
金
）
と
こ
ろ
が
、
神
は
「
形
相
そ
の
も
の
」
で
あ
る
。
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ

「
存
在
そ
の
も
の
」
（
～
m
　
Ｄ
ｅ
ｕ
ｓ
　
ｓ
i
ｔ
　
ｉ
ｐ
ｓ
ａ

ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
　
ｖ
e
l
　
ｐ
ｏ
ｔ
i
ｕ
ｓ
　
ｉ
ｐ
ｓ
ｕ
m
　
ｅ
ｓ
包
で
あ
る
。

　
　
（
六
）
そ
れ
ゆ
え
、
神
は
「
複
合
さ
れ
た
も
の
」
で
は
な
く
、
単
純
で
あ
る
。

　
三
一
〕
　
こ
の
結
論
は
、
神
が
「
形
相
そ
の
も
の
」
、
と
い
う
よ
り
「
存
在
そ
の

も
の
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
導
き
出
さ
れ
て
い
る
。

　
神
が
「
形
相
そ
の
も
の
」
で
あ
る
こ
と
は
「
第
一
作
出
因
」
か
ら
引
き
出
さ
れ
て

お
り
（
第
一
項
主
文
）
、
ま
た
「
存
在
そ
の
も
の
」
は
「
第
一
の
有
」
か
ら
も
引
き

出
さ
れ
て
い
る
（
第
四
項
主
文
）
。

　
「
第
一
作
出
因
」
も
結
局
「
第
一
の
有
」
に
還
元
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
Ｔ
五
〕
、

結
論
的
に
は
第
五
の
根
拠
も
前
四
者
と
同
じ
く
「
第
一
の
有
」
の
内
容
の
展
開
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

百
二
〕
　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
「
神
が
単
純
で
あ
る
」
と
は
如
何
な
る
意

二
九
　
　
ト
マ
ス
ー
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
形
而
上
学
研
究
（
一
）
　
－
ｐ
ｒ
i
m
ｕ
m
　
ｅ
ｎ
ｓ
と
ｓ
i
m
p
l
i
c
i
ｔ
ａ
ｓ
　
Ｄ
ｅ
ｉ
　
―
　
　
　
　
　
(
岡
崎
）



三
〇
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
八
巻
　
二
九
八
九
年
）
　
人
文
科
学
　
そ
の
一

味
に
お
い
て
も
複
合
を
持
た
な
い
こ
と
、
し
た
が
っ
て
部
分
や
構
成
要
素
を
持
た
な

い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
結
局

の
と
こ
ろ
、
「
第
一
の
有
」
か
ら
展
開
さ
れ
た
一
つ
の
性
質
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が

で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
、
以
上
の
「
神
が
単
純
で
あ
る
」
五
つ
の
根
拠
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。

　
第
一
に
、
神
は
被
造
物
の
最
も
基
礎
的
な
六
つ
の
存
在
論
的
構
造
を
持
っ
て
い
な

い
と
結
論
さ
れ
た
〔
言
〕
。
な
お
こ
れ
に
っ
い
て
は
後
に
詳
し
く
考
察
す
る
言
下
七
八
〕
。

　
第
二
に
、
「
第
一
の
有
」
の
観
点
か
ら
、
神
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
先
立
つ
ゆ
え
、

単
純
で
あ
る
、
と
結
論
さ
れ
た
。

　
第
三
に
、
「
第
一
作
出
因
」
の
観
点
か
ら
、
神
は
複
合
の
原
因
で
も
あ
る
ゆ
え
、

単
純
で
あ
る
、
と
結
論
さ
れ
た
。

　
第
四
に
、
「
純
粋
現
実
態
」
の
観
点
か
ら
、
神
は
可
能
態
を
持
た
な
い
ゆ
え
、
単

純
で
あ
る
、
と
結
論
さ
れ
た
。

　
第
五
に
、
「
形
相
そ
の
も
の
」
「
存
在
そ
の
も
の
」
の
観
点
か
ら
、
神
は
部
分
を
持

た
な
い
ゆ
え
、
単
純
で
あ
る
、
と
結
論
さ
れ
た
。

　
さ
て
、
吾
々
は
以
上
で
神
の
単
純
性
の
原
則
的
な
根
拠
を
見
て
き
た
の
で
あ
る
か

ら
、
次
に
、
具
体
的
に
展
開
さ
れ
た
内
容
を
検
討
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
三
章
　
非
物
体
性

　
三
三
〕
　
神
が
単
純
で
あ
る
と
は
、
先
ず
第
一
に
、
神
が
非
物
体
的
で
あ
る
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
。
物
体
は
量
的
部
分
か
ら
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
神
は
量
的
部
分

の
複
合
体
で
は
な
い
の
で
あ
る
〔
言
〕
。

　
こ
の
こ
と
は
第
三
間
第
一
項
に
お
い
て
三
つ
の
仕
方
で
証
明
さ
れ
て
い
る
。

　
先
ず
そ
の
う
ち
の
第
一
の
証
明
で
あ
る
が
、
こ
う
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
4
0
）
。

　
　
二
）
ど
ん
な
物
体
も
動
か
さ
れ
ず
に
は
動
か
な
い
。
（
－
ト
マ
ス
は
「
こ
の

こ
と
は
個
々
の
事
例
か
ら
帰
納
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
」
と
簡
単
に
述

べ
て
い
る
が
、
同
じ
こ
の
こ
と
を
前
問
第
三
項
主
文
で
は
や
や
詳
し
く
述
べ
て
い

る
（
4
1
）
Ｊ

　
　
（
二
）
し
か
る
に
、
神
は
「
不
動
の
第
一
動
者
」
で
あ
る
こ
と
は
上
に
（
只
ｙ
・
’
）

示
さ
れ
た
。
（
－
つ
ま
り
、
神
は
他
の
ど
ん
な
も
の
に
よ
っ
て
も
動
か
さ
れ
な
い
。
）

　
　
三
）
そ
れ
ゆ
え
、
神
が
物
体
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
こ
の
結
論
は
、
前
問
第
三
項
の
神
の
存
在
論
証
に
お
け
る
「
不
動
の
第
一
動
者
」

（
〔
亘
〕
を
前
提
に
し
、
こ
れ
か
ら
引
き
出
さ
れ
て
い
る
。

　
回
四
〕
　
第
二
は
、
先
に
［
三
、
Ξ
言
及
し
た
箇
所
で
あ
る
。
こ
う
述
べ
ら
れ

て
い
る
（
4
2
）
。

　
　
二
）
「
第
一
の
有
」
で
あ
る
も
の
は
、
現
実
態
に
あ
り
、
決
し
て
可
能
態
に
は

な
い
こ
と
が
必
然
で
あ
る
。

　
　
　
な
ぜ
な
ら
、
可
能
態
か
ら
現
実
態
に
な
っ
て
い
く
同
一
の
も
の
に
お
い
て
、

　
　
時
間
的
に
は
可
能
態
が
現
実
態
よ
り
も
先
で
あ
る
が
、
し
か
し
端
的
に
は
現
実

　
　
態
が
可
能
態
よ
り
も
先
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
と
い
う
の
も
、
可
能
態
に
あ
る
も
の
が
現
実
態
に
引
き
出
さ
れ
る
の
は

　
　
　
　
た
だ
現
実
態
に
あ
る
有
に
よ
っ
て
の
み
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
（
⊃
し
か
る
に
、
神
が
「
第
一
の
有
」
で
あ
る
こ
と
は
上
で
述
べ
ら
れ
た

（
こ
こ
ド
）
。

　
　
三
）
ゆ
え
に
、
神
に
お
い
て
何
ら
か
の
も
の
が
可
能
態
に
あ
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
る
。
（
―
つ
ま
り
、
神
は
「
純
粋
現
実
態
」
で
あ
る
〔
Ξ
－
石
〕
。
）

　
　
云
）
と
こ
ろ
で
、
す
べ
て
の
物
体
は
可
能
態
に
あ
る
。

　
　
　
な
ぜ
な
ら
、
連
続
体
（
物
体
が
そ
う
で
あ
る
が
）
は
、
か
か
る
も
の
で
あ
る

　
　
限
り
、
無
限
に
分
割
が
「
可
能
」
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
（
五
）
そ
れ
ゆ
え
、
神
が
物
体
で
あ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

　
こ
れ
が
第
二
の
理
由
で
あ
る
。
こ
の
結
論
は
神
が
「
第
一
の
有
」
で
あ
る
こ
と
を

前
提
に
し
、
そ
こ
か
ら
引
き
出
さ
れ
て
い
る
。



　
〔
三
五
〕
　
最
後
に
、
第
三
の
仕
方
で
あ
ご
が
、
テ
ク
ス
ト
は
次
の
如
く
で
あ
る
（
4
3
）
。

　
　
二
）
神
は
諸
有
の
な
か
で
最
も
高
貴
で
あ
る
も
の
で
あ
る
（
愕
゛
Ｆ
・
‘
）
。

　
　
（
二
）
し
か
る
に
、
何
ら
か
の
物
体
が
諸
有
の
な
か
で
最
も
高
貴
で
あ
る
こ
と
は

不
可
能
で
あ
る
。

　
＊
（
そ
の
理
由
は
こ
う
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
）

　
　
　
　
〒
）
物
体
は
生
き
て
い
る
か
生
き
て
い
な
い
か
の
何
れ
か
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
‥
ｎ
）
と
こ
ろ
で
、
生
き
て
い
る
物
体
は
明
ら
か
に
生
き
て
い
な
い
物
体
よ

　
　
り
も
よ
り
高
貴
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
也
し
か
る
に
、
生
き
て
い
る
物
体
は
物
体
で
あ
る
限
り
で
生
き
て
い
る

　
　
の
で
は
な
い
。

　
　
な
ぜ
な
ら
、
も
し
そ
う
な
ら
す
べ
て
の
物
体
が
生
き
て
い
る
こ
と
に
な
る
で
あ

　
　
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
沁
）
し
た
が
っ
て
、
生
き
て
い
る
物
体
は
他
の
何
か
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ

　
　
て
い
る
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
丁
度
吾
々
の
物
体
（
身
体
）
が
魂
に
よ
っ

　
　
て
生
か
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
。

　
　
　
　
（
Ｖ
）
と
こ
ろ
で
、
物
体
が
そ
れ
に
よ
っ
て
生
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
物
体

　
　
よ
り
も
よ
り
高
貴
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
総
）
そ
れ
ゆ
え
、
少
な
く
と
も
物
体
よ
り
も
高
貴
な
も
の
が
あ
る
。
し
た

　
　
が
っ
て
、
物
体
は
諸
有
の
中
で
最
も
高
貴
で
あ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

　
　
且
）
そ
れ
ゆ
え
、
神
が
物
体
で
あ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

　
こ
の
結
論
は
第
二
問
第
三
項
「
神
の
存
在
論
証
」
の
第
四
の
道
で
現
れ
る
「
最
も

高
貴
な
も
の
」
(
n
o
b
i
l
i
ｓ
ｓ
i
m
ｕ
m
ブ
と
い
う
神
の
性
格
か
ら
引
き
出
さ
れ
て
い
る
。

　
三
六
〕
　
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
神
が
物
体
で
な
い
こ
と
は
、
第
一
に
「
不
動

の
第
一
動
者
」
か
ら
、
第
二
に
「
第
一
の
有
」
か
ら
、
第
三
に
「
最
も
高
貴
な
も
の
」

か
ら
引
き
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
結
局
先
述
の
ご
と
く
〔
一
七
〕
、
こ
れ
ら
の
三
つ

は
「
第
一
の
有
」
か
ら
引
き
出
さ
れ
、
ま
た
そ
こ
に
還
元
さ
れ
る
。

-
-

．㎜

-

　
こ
の
よ
う
に
、
神
が
単
純
で
あ
る
と
は
、
具
体
的
に
は
、
神
は
物
体
で
な
い
こ
と

を
、
し
た
が
っ
て
量
的
な
部
分
の
複
合
体
で
は
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

　
第
四
章
　
形
相
そ
の
も
の

　
回
七
〕
　
神
が
単
純
で
あ
る
と
は
、
ま
た
、
神
が
質
料
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
を

も
意
味
し
て
い
る
。

　
知
的
実
体
（
目
色
回
）
を
除
く
す
べ
て
の
有
は
形
相
と
質
料
よ
り
複
合
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
こ
れ
に
対
し
て
神
に
は
質
料
は
な
い
。
神
は
形
相
そ
の
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
第
三
間
第
二
項
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
、
そ
の
主
文
で
は
三
つ
の
仕
方
で
証

明
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
第
一
は
こ
う
で
あ
る
（
4
4
）
。

　
　
二
）
質
料
は
可
能
態
に
お
い
て
在
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
（
二
）
し
か
る
に
、
神
は
純
粋
現
実
態
で
あ
っ
て
、
可
能
態
に
関
し
て
は
何
も
の

も
持
っ
て
は
い
な
い
こ
と
が
、
既
に
示
さ
れ
た
（
伺
μ
・
’
）
。

　
　
且
）
そ
れ
ゆ
え
、
神
が
質
料
と
形
相
と
か
ら
複
合
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は

不
可
能
で
あ
る
。

　
　
（
四
）
し
た
が
っ
て
、
神
は
質
料
を
持
だ
な
い
（
4
5
）
。

　
こ
の
結
論
は
「
純
粋
現
実
態
」
か
ら
引
き
出
さ
れ
て
い
る
。

　
三
八
〕
　
第
二
の
仕
方
は
分
有
の
観
点
か
ら
証
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
テ
ク
ス
ト

に
よ
る
と
（
4
6
）
、

　
　
二
）
形
相
と
質
料
か
ら
複
合
さ
れ
て
い
る
も
の
は
す
べ
て
、
自
分
の
形
相
に
よ

っ
て
、
完
全
で
あ
り
善
で
あ
る
。

　
　
三
）
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
、
質
料
が
形
相
を
分
有
す
る
限
り
で
、
分
有
に
よ

っ
て
善
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
三
）
第
一
の
善
で
あ
り
最
善
で
あ
る
神
は
分
有
に
よ
る
善
で
は
な
い
。

ト
マ
ス
ー
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
形
而
上
学
研
究
二
）
　
－
答
～
ｘ
ｊ
ｌ
・
と
ｓ
i
m
p
l
i
c
i
t
ａ
ｓ
　
Ｄ
ｅ
ｉ
　
―
　
　
　
　
　
(
岡
崎
）



三
二
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
八
巻
　
二
九
八
九
年
）
　
人
文
科
学
　
そ
の
Ｉ

　
な
ぜ
な
ら
、
本
質
に
よ
る
善
は
分
有
に
よ
る
善
よ
り
も
よ
り
先
で
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
（
－
つ
ま
り
神
は
善
と
い
う
形
相
を
分
有
す
る
基
体
が
な
い
の
で
あ
る
。
）

　
　
（
四
）
そ
れ
ゆ
え
、
神
が
形
相
と
質
料
か
ら
複
合
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
不
可
能
で

あ
る
。

　
　
（
五
）
し
た
が
っ
て
、
神
は
質
料
を
持
だ
な
い
（
4
7
）
。

　
こ
の
結
論
は
、
「
第
一
の
善
」
「
最
善
」
で
あ
る
と
い
う
神
の
性
格
か
ら
引
き
出
さ

れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
性
格
は
前
問
の
「
神
の
存
在
論
証
」
（
沁
戸
・
‘
）
　
の
第

四
の
道
に
既
に
現
れ
て
い
る
。

　
〔
三
九
〕
　
最
後
は
、
は
た
ら
き
・
作
用
の
観
点
か
ら
の
証
明
で
あ
る
。
そ
の
テ
ク

ス
ト
に
よ
る
と
（
4
8
)
’

　
　
二
）
「
は
た
ら
く
者
」
は
そ
れ
ぞ
れ
、
自
分
の
形
相
に
よ
っ
て
は
た
ら
く
。
（
－

つ
ま
り
「
は
た
ら
き
」
は
「
形
相
」
か
ら
出
て
く
る
。
）

　
　
（
二
）
し
た
が
っ
て
、
或
る
も
の
は
、
自
分
の
形
相
に
対
す
る
在
り
方
に
応
じ
て
、

「
は
た
ら
く
者
」
と
し
て
の
在
り
方
も
き
ま
る
。
（
－
つ
ま
り
、
も
の
の
「
形
相
」

の
在
り
方
は
そ
の
も
の
の
「
は
た
ら
き
」
方
に
比
例
す
る
。
）

　
　
三
）
そ
れ
ゆ
え
「
第
一
の
そ
れ
自
体
に
よ
っ
て
は
た
ら
く
者
」
は
、
「
第
一
に

そ
れ
自
体
で
形
相
で
あ
る
と
こ
ろ
の
者
」
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
云
）
し
か
る
に
、
神
は
「
第
一
の
は
た
ら
く
者
」
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
示
さ

れ
た
如
く
（
～
ぐ
゛
）
、
神
は
「
第
一
作
出
因
」
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
（
五
）
そ
れ
ゆ
え
、
神
は
そ
の
本
質
に
よ
っ
て
形
相
で
あ
る
。
（
－
つ
ま
り
神

は
「
第
一
の
形
相
」
で
あ
る
。
）
そ
し
て
質
料
と
形
相
と
か
ら
複
合
さ
れ
て
は
い
な
い
。

　
こ
の
結
論
は
、
「
第
一
作
出
因
」
よ
り
引
き
出
さ
れ
て
い
る
。

　
〔
四
〇
〕
　
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
神
が
単
純
で
あ
る
と
は
、
ま
た
、
質
料
を
持

た
ぬ
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
第
一
に
「
純
粋
現
実
態
」
か
ら
、
第
二
に

「
第
一
の
善
」
「
最
善
」
か
ら
、
第
三
に
「
第
一
作
出
因
」
か
ら
、
証
明
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
こ
れ
は
、
前
章
と
同
様
に
、
「
第
一
の
有
」
か
ら
引
き
出
さ
れ
、
ま
た
そ
こ

に
還
元
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
第
五
章
　
個
体
と
本
性
乃
至
本
質
と
の
同
一
性

　
〔
四
二
　
神
が
単
純
で
あ
る
と
は
、
ま
た
、
神
は
そ
の
本
質
あ
る
い
は
そ
の
本
性

と
同
し
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
れ
は
第
三
間
第
三
項
に
お
い
て
証
明
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
論
旨
は
、

　
す
べ
て
の
存
在
者
（
・
回
）
に
は
「
形
相
と
質
料
か
ら
複
合
さ
れ
た
も
の
」
と
「
形

相
と
質
料
か
ら
複
合
さ
れ
て
い
な
い
も
の
」
の
二
種
類
が
あ
る
。

　
前
者
で
は
「
個
体
（
曽
名
腎
呂
）
」
と
「
本
性
（
～
ぎ
ロ
）
乃
至
本
質
（
ヽ
留
～
診
）
」

と
は
異
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
後
者
は
質
料
は
な
く
形
相
そ
の
も
の
で
あ
る
ゆ
え
、
個
体
は
す

な
わ
ち
本
性
乃
至
本
質
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
神
は
質
料
を
持
た
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
後
者
に
属
し
、
神
｝
回
（
＝

個
体
）
は
す
な
わ
ち
神
性
忿
～
（
＝
本
性
乃
至
本
質
）
と
な
る
。

　
右
が
そ
の
論
旨
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
個
体
」
と
は
具
体
的
な
有
・
存
在
者
を

意
味
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
人
間
な
ら
ば
人
間
一
般
で
は
な
く
て
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ

ヌ
ス
と
か
ト
マ
ス
等
の
個
人
を
指
す
。
こ
れ
に
対
し
て
「
本
質
・
本
性
」
と
は
個
体

が
「
何
で
あ
る
か
」
を
規
定
す
る
普
遍
者
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
人
間
で
は
「
人
間

性
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
お
よ
そ
人
間
で
あ
る
限
り
の
全
て
の
人
間
に
共
通
す

る
人
間
の
持
つ
性
質
で
あ
る
。
そ
れ
は
た
と
え
ば
「
理
性
的
動
物
」
と
言
わ
れ
る
。

（
本
質
は
存
在
と
共
に
有
・
品
を
複
合
す
る
観
点
か
ら
名
付
け
ら
れ
て
お
り
、
本
性

は
有
の
は
た
ら
き
の
観
点
か
ら
名
付
け
ら
れ
て
い
る
（
惣
。
）

　
〔
四
二
〕
　
さ
て
、
以
下
に
や
や
詳
し
く
見
て
い
こ
う
。
形
相
と
質
料
に
複
合
さ
れ

て
い
る
も
の
は
、
「
個
体
」
と
「
本
性
乃
至
本
質
」
と
が
異
な
る
。
そ
れ
は
何
故
で



あ
る
の
か
。

　
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
形
相
と
質
料
か
ら
な
る
複
合
体
の
存
在
論
的
構

造
を
見
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
二
）
本
性
・
本
質
は
種
の
定
義
に
落
ち
て
く
る
も
の
の
み
を
そ
の
う
ち
に
含
ん

で
い
る
（
5
0
）
。

　
例
え
ば
、
人
間
を
取
る
と
、
そ
の
定
義
は
「
人
間
は
理
性
的
動
物
で
あ
る
。
」
と

な
る
。
こ
の
定
義
は
「
動
物
」
と
い
う
概
念
と
「
理
性
的
」
と
い
う
概
念
か
ら
構
成

さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
う
ち
の
「
動
物
」
と
い
う
概
念
は
人
間
の
「
感
覚
的
本
性
」

　
（
ｎ
ａ
ｔ
ｕ
ｒ
ａ
　
ｓ
ｅ
ｎ
ｓ
i
ｔ
i
ｖ
ａ
）
か
ら
取
ら
れ
、
「
理
性
的
」
と
い
う
概
念
は
人
間
の
「
知
的

本
性
」
（
～
Ｅ
Ｏ
Ｆ
｛
・
Ｆ
Ｅ
ｊ
｝
か
ら
取
ら
れ
て
い
る
～
）
。
つ
ま
り
「
動
物
」
や
「
理

性
的
」
の
概
念
は
い
ず
れ
も
人
間
の
本
性
・
本
質
か
ら
と
ら
れ
た
概
念
な
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
人
間
の
種
の
定
義
の
内
に
は
人
間
の
本
性
・
本
質
か
ら
取
ら
れ
た
概

念
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
以
外
は
含
ん
で
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ

れ
を
「
本
性
・
本
質
は
種
の
定
義
に
落
ち
て
く
る
も
の
の
み
を
そ
の
う
ち
に
含
ん
で

い
る
」
と
言
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
人
間
は
ま
さ
に
か
か
る
本
性
・
本
質
に
よ
っ
て

人
間
で
あ
る
の
で
あ
る
（
5
2
）
。

　
し
か
も
か
か
る
本
性
・
本
質
は
、
全
て
の
人
間
に
共
通
し
て
い
る
ゆ
え
、
「
普
遍
」

（
～
ご
昌
ｌ
）
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
人
間
の
本
性
・
本
質
を
「
人
間

性
」
(
ｈ
ｕ
m
a
n
i
ｔ
ａ
ｓ
）
　
　
A
J
l
l
l
'
つ
。

　
〔
四
三
〕
　
と
こ
ろ
で
、
か
か
る
本
性
・
本
質
を
待
っ
た
具
体
的
存
在
者
を
「
個
体
」

（
咎
宅
ｏ
腎
呂
）
と
言
う
。
個
体
に
は
、
そ
れ
を
個
体
化
し
て
い
る
原
理
、
つ
ま
り
「
個

的
質
料
（
Ｅ
辱
｛
こ
乱
才
器
自
記
｝
」
あ
る
い
は
「
指
定
さ
れ
た
質
料
（
m
a
ｔ
ｅ
ｒ
i
a

ｓ
ｉ
ｇ
ｎ
ａ
ｔ
ａ
)
　
ｊ
が
含
ま
れ
て
い
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
個
的
質
料
を
個
体
化
す
る
す
べ

て
の
付
帯
性
會
・
器
～
子
）
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　
　
（
二
）
と
こ
ろ
で
、
個
的
質
料
や
そ
れ
を
個
体
化
す
る
す
べ
て
の
付
１
　
性
は
種
の

定
義
に
含
ま
れ
な
い
（
凹
。

一

一

一

一

一

一

　
こ
こ
で
、
ま
た
例
を
取
ろ
う
。
個
体
と
し
て
の
具
体
的
人
間
の
個
的
質
料
と
は
「
こ

れ
ら
の
肉
」
「
こ
れ
ら
の
骨
」
等
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
人
間
の
個
的
質
料
を
個
体

化
す
る
付
帯
性
と
は
「
白
さ
」
「
黒
さ
」
等
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
は
、
「
人
間
性
」
に
も
「
人
間
」
の
定
義
に
は
含
ま
れ
得
な
い
（
5
4
）
。

　
〔
四
四
〕
　
し
か
し
明
ら
か
に
、
定
義
に
含
ま
れ
な
い
こ
れ
ら
は
、
具
体
的
な
個
体

と
し
て
の
人
間
に
は
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
個
体
は
本
性
乃
至
本

質
が
持
っ
て
い
な
い
何
か
を
そ
の
う
ち
に
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
5
5
）
。

　
　
三
）
そ
れ
ゆ
え
、
「
個
体
」
と
「
本
性
・
本
質
」
は
全
面
的
に
は
同
じ
で
は
な
く
、

異
な
る
の
で
あ
る
（
回
。

　
と
こ
ろ
で
、
質
料
的
事
物
に
お
け
る
「
本
性
」
は
形
相
と
全
く
一
致
す
る
の
で
は

な
い
・
な
ぜ
な
ら
、
「
本
性
」
は
形
相
と
質
料
と
か
ら
構
成
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
（
Ｕ
。

し
か
し
「
本
性
」
を
個
的
質
料
に
対
比
し
た
と
き
に
は
「
本
性
」
は
個
体
の
形
相
的

部
分
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
「
本
性
」
は
定
義
に
含
ま
れ
る
も
の
（
定
義
の
原
理
）

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
（
5
8
）
。

　
例
え
ば
、
「
人
間
で
あ
る
者
」
Ｔ
個
体
）
は
自
ら
の
う
ち
に
「
人
間
性
」
（
＝
本
性
）

で
は
な
い
何
か
を
持
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
「
人
間
」
（
＝
個
体
）
は
「
人
間
性
」
で

は
な
い
の
で
あ
る
（
5
9
）
。

　
そ
し
て
、
人
間
性
は
人
間
の
定
義
を
構
成
す
る
部
分
で
あ
る
か
ら
、
個
的
質
料
に

対
し
て
は
形
相
的
部
分
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
〔
四
五
〕
　
次
に
、
「
形
相
と
質
料
と
か
ら
複
合
さ
れ
て
い
な
い
も
の
」
で
あ
る
。

こ
れ
に
お
い
て
は
、
「
個
体
」
と
「
本
性
・
本
質
」
と
は
同
じ
で
あ
る
。

　
そ
れ
は
な
ぜ
で
あ
る
か
。

　
「
形
相
と
質
料
と
よ
り
複
合
さ
れ
て
い
な
い
も
の
」
は
形
相
そ
の
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
辻
れ
は
個
的
質
料
に
よ
っ
て
個
体
化
さ
れ
ず
に
、
自
分
自
身
に
よ
っ

て
個
体
化
さ
れ
る
。
か
か
る
も
の
は
、
形
相
そ
の
も
の
が
自
存
す
る
個
体
(
ｓ
ｕ
ｐ
ｐ
ｏ
ｓ
i
ｔ
ａ

ト
マ
ス
ー
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
形
而
上
学
研
究
（
こ
　
Ｉ
Ｉ
ヨ
ｚ
∃
Ｓ
・
と
ｓ
i
m
p
l
i
c
i
t
ａ
ｓ
　
Ｄ
ｅ
ｉ

　
（
岡
崎
）



三
四
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
八
巻
　
二
九
八
九
年
）
　
人
文
科
学
　
そ
の
一

ｓ
ｕ
ｂ
ｓ
i
ｓ
ｔ
ｅ
ｎ
ｔ
i
a
）
で
あ
る
（
6
0
）
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
い
う
も
の
に
お
い
て
は
個
体
と

本
性
は
異
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
〔
四
六
〕
　
以
上
か
ら
、
「
形
相
と
質
料
と
か
ら
複
合
さ
れ
て
い
る
も
の
」
で
は
「
個

体
」
と
「
本
性
・
本
質
」
と
は
異
な
る
が
、
「
形
相
と
質
料
と
か
ら
複
合
さ
れ
て
い

な
い
も
の
」
で
は
「
個
体
」
は
「
本
性
・
本
質
」
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。

　
そ
れ
で
は
、
目
下
問
題
と
し
て
い
る
神
は
こ
の
う
ち
の
い
ず
れ
に
当
て
は
ま
る
の

で
あ
ろ
う
か
。

　
勿
論
、
神
は
質
料
を
持
だ
な
い
。
ゆ
え
に
、
後
者
に
属
す
る
。
よ
っ
て
、
神
は
そ

の
「
本
性
」
つ
ま
り
「
神
性
」
（
Ｅ
Ｅ
）
と
同
じ
で
あ
る
（
6
1
）
。

　
【
四
七
】
　
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
神
が
単
純
で
あ
る
と
は
、
ま
た
、
神
は
そ
の

本
性
・
本
質
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
　
本
章
全
体
を
ま
と
め
よ
う
。

　
　
「
形
相
と
質
料
と
か
ら
複
合
さ
れ
て
い
る
個
体
」
に
お
い
て
は
、
そ
こ
に
内
在
す

る
「
本
性
・
本
質
」
『
は
、
定
義
が
そ
こ
か
ら
取
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
普
遍
で
あ

る
。
し
か
し
「
個
体
」
は
定
義
に
は
含
ま
れ
な
い
「
個
的
質
料
」
や
「
個
的
付
帯
性
」

も
ま
た
含
む
（
こ
れ
が
個
体
化
の
原
理
で
あ
る
）
。
ゆ
え
に
か
か
る
「
個
体
」
は
「
本

性
」
と
同
じ
で
は
な
い
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
「
形
相
と
質
料
と
か
ら
複
合
さ
れ
て
い
な
い
個
体
」
は
「
形
相

そ
の
も
の
」
で
あ
る
（
し
た
が
っ
て
、
こ
の
場
合
は
、
形
相
が
個
体
化
の
原
理
で
あ

る
）
。
そ
れ
ゆ
え
「
個
体
」
は
す
な
わ
ち
そ
の
「
本
性
・
本
質
」
で
あ
る
。

　
神
は
質
料
を
持
た
な
い
「
形
相
そ
の
も
の
」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
神
に
お
い

て
は
「
個
体
」
は
す
な
わ
ち
そ
の
「
本
性
・
本
質
」
で
あ
る
。

　
以
上
は
、
神
の
「
形
相
そ
の
も
の
」
と
い
う
性
格
か
ら
引
き
出
さ
れ
て
い
る
。
そ

し
て
こ
れ
も
、
前
章
で
見
た
如
く
、
「
第
一
の
有
」
か
ら
引
き
出
さ
れ
、
か
つ
こ
れ

に
還
元
さ
れ
る
。

　
第
六
章
　
存
在
と
本
質
と
の
同
一
性

　
百
八
〕
　
前
節
で
神
（
個
体
）
と
そ
の
本
質
・
本
性
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
見
た
。

本
章
で
は
さ
ら
に
進
ん
で
、
神
の
本
質
と
そ
の
存
在
と
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
証
明

す
る
。

　
神
が
単
純
で
あ
る
と
は
、
そ
の
存
在
と
そ
の
本
質
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
も
ま
た

意
味
す
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
項
で
初
め
て
「
存
在
」
が
正
面
き
っ
て
取
り
あ
げ
ら
れ
る
。
存

在
（
ａ
を
と
は
本
質
・
本
性
を
現
実
に
存
在
さ
せ
る
原
理
で
あ
る
。
「
本
質
・
本
性
」

は
「
存
在
」
に
よ
っ
て
「
有
」
と
な
る
。
ま
た
、
存
在
は
単
に
個
体
が
在
る
こ
と

（
・
訃
耳
・
）
を
含
む
だ
け
で
な
く
、
本
質
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
す
べ
て
の
完
全
性

（
召
忌
Ｅ
目
邑
や
は
た
ら
き
（
召
ｑ
Ｅ
～
邑
を
も
含
ん
で
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

「
存
在
」
は
「
形
相
や
本
質
や
本
性
」
に
対
し
て
現
実
態
の
位
置
に
お
か
れ
る
。

　
〔
四
九
〕
　
さ
て
、
神
に
お
い
て
そ
の
存
在
と
本
質
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
は
第
三
間

第
四
項
に
お
い
て
三
つ
の
仕
方
で
証
明
さ
れ
る
（
6
2
）
。

　
そ
の
第
一
は
、
こ
う
で
あ
る
。

　
　
二
）
或
る
も
の
に
お
い
て
、
そ
の
も
の
の
本
質
以
外
に
あ
る
も
の
は
す
べ
て
、

Ｔ
）
「
本
質
的
要
素
」
(
ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｃ
ｉ
ｐ
ｉ
ａ
　
ｅ
ｓ
ｓ
ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ａ
ｅ
）
を
原
因
と
し
て
、
そ
こ
か
ら
生
じ

た
も
の
で
あ
る
か
、
（
‥
1
1
）
そ
れ
と
も
「
何
か
外
的
な
も
の
」
を
原
因
と
し
て
、
そ

こ
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
か
、
の
何
れ
か
で
あ
る
（
6
3
）
。
（
－
前
章
で
見
た
如
く
、

個
体
に
は
そ
の
「
本
質
」
が
在
る
。
と
こ
ろ
が
、
神
を
除
い
て
は
、
個
体
に
は
ま
た

「
本
質
以
外
の
も
の
」
も
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
本
質
以
外
の
も
の
」
は
（
～

そ
の
本
質
的
要
素
を
原
因
と
し
て
、
そ
こ
か
ら
生
じ
て
き
た
も
の
で
あ
る
か
、
そ
れ

と
も
、
（
‥
1
1
）
個
体
に
と
っ
て
「
何
か
外
的
な
も
の
」
を
原
因
と
し
て
、
そ
こ
か
ら



生
じ
て
き
た
も
の
で
あ
る
か
、
の
何
れ
か
で
あ
る
。
）

　
〔
五
〇
〕
　
と
こ
ろ
で
、
［
］
の
「
本
質
的
要
素
」
か
ら
生
じ
る
も
の
の
例
と
し
て
、

種
に
伴
う
「
固
有
的
属
性
」
(
ａ
ｃ
ｃ
ｉ
ｄ
ｅ
ｎ
ｔ
i
a
　
ｐ
ｒ
ｏ
ｐ
ｒ
i
a
）
－
こ
れ
は
ギ
リ
シ
ア
語
で
は

回
５
と
言
わ
れ
る
（
6
4
）
－
が
あ
る
。

　
「
固
有
的
属
性
」
の
例
と
し
て
は
、
人
間
と
い
う
種
に
伴
う
「
笑
い
う
る
」
と
い

う
性
質
が
あ
る
。
人
間
は
常
に
笑
っ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
、
「
笑
い
う
る
」

は
人
間
の
本
質
に
は
属
さ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
純
然
た
る
「
付
帯
性
」
に
属
す

る
わ
け
で
は
な
い
。
人
間
で
あ
れ
ば
誰
で
も
笑
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
そ

れ
ゆ
え
、
「
笑
い
う
る
」
は
人
間
と
い
う
種
の
本
質
を
原
因
と
し
、
こ
の
本
質
か
ら

生
じ
、
そ
し
て
む
し
ろ
人
間
の
本
質
に
近
く
、
し
た
が
っ
て
こ
の
意
味
で
「
固
有
的

属
性
」
は
本
質
と
付
帯
性
の
中
間
に
あ
る
も
の
と
さ
れ
る
品
）
。

　
ま
た
（
‥
1
1
）
の
「
何
か
外
的
な
も
の
」
の
例
と
し
て
は
、
熱
い
水
（
熱
湯
）
の
「
熱
」

が
あ
る
。
こ
の
熱
は
水
の
本
質
の
外
に
あ
る
「
火
」
を
原
因
と
し
、
こ
の
「
火
」
に

よ
っ
て
生
じ
る
（
6
6
）
。

　
〔
五
一
〕
　
次
に
、
或
る
も
の
に
お
い
て
「
そ
の
も
の
の
本
質
以
外
に
あ
る
も
の
」

と
し
て
、
そ
の
も
の
の
「
存
在
」
ご
と
に
着
目
す
る
。

　
　
（
二
）
も
し
、
も
の
の
「
存
在
そ
の
も
の
」
（
Ｉ
～
ａ
邑
が
そ
の
も
の
の
「
本

質
」
と
別
で
あ
る
な
ら
、
（
～
そ
の
も
の
の
「
存
在
」
は
何
か
外
的
な
も
の
を
原

因
と
し
て
生
じ
た
か
、
そ
れ
と
も
（
‥
ｕ
）
同
じ
も
の
の
「
本
質
的
要
素
」
（
＝
本
筥

を
原
因
と
し
て
生
じ
た
か
、
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
（
笞
。
（
－
も
の
の
「
存
在
そ
の

も
の
」
が
そ
の
も
の
の
「
本
質
」
と
別
で
あ
れ
ば
、
二
）
の
前
提
か
ら
す
れ
ば
、
「
存

在
そ
の
も
の
」
は
（
士
そ
の
も
の
の
外
に
あ
る
も
の
を
原
因
と
し
て
生
じ
た
か
、

そ
れ
と
も
（
‥
1
1
）
そ
の
も
の
の
「
本
質
」
（
＝
（
本
質
的
要
素
じ
を
原
因
と
し
て
生

じ
た
か
、
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
）

　
〔
五
二
〕
　
（
三
）
と
こ
ろ
で
、
「
存
在
」
が
単
に
も
の
の
「
本
質
的
要
素
」
（
＝
本
質
）

を
原
因
と
し
て
、
そ
こ
か
ら
生
じ
た
と
い
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

　
　
な
ぜ
な
ら
、
も
し
、
も
の
が
「
引
き
起
こ
さ
れ
、
原
因
さ
れ
た
存
在
」
（
ｅ
ｓ
ｓ
ｅ

　
ｃ
ａ
ｕ
ｓ
ａ
ｔ
ｕ
ｍ
）
を
持
っ
て
い
る
の
な
ら
、
そ
れ
は
自
分
自
身
の
存
在
原
因
で
あ
る
こ

　
と
に
は
十
分
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
（
6
8
）
。

　
　
　
（
と
い
う
の
も
、
も
し
生
じ
た
も
の
が
自
分
の
存
在
原
因
で
あ
る
な
ら
、
自
分

　
　
が
存
在
す
る
以
前
に
、
既
に
自
分
か
存
在
し
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に

　
　
な
り
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
矛
盾
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
（
恕
。
）

　
－
こ
の
前
提
（
三
）
は
極
め
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

　
「
生
じ
た
も
の
」
の
「
本
質
」
（
＝
本
質
的
要
素
）
が
自
分
の
「
存
在
」
を
生
み
出

す
こ
と
が
で
き
な
い
と
は
、
そ
の
「
存
在
」
を
、
自
分
か
ら
で
は
な
く
、
外
（
＝
他
）

か
ら
も
ら
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
　
（
＝
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
こ
と
を

意
味
す
る
。
外
か
ら
そ
の
も
の
の
全
存
在
（
’
゜
～
ａ
を
を
与
え
る
も
の
が
第
一

作
出
因
と
な
る
。
こ
こ
に
創
造
論
の
ひ
と
つ
の
基
礎
が
あ
る
。

　
〔
五
三
〕
　
（
四
）
そ
れ
ゆ
え
、
も
の
の
存
在
が
そ
の
本
質
と
別
で
あ
る
も
の
は
、

他
も
の
を
原
因
と
し
て
そ
れ
か
ら
生
じ
た
存
在
(
ｅ
ｓ
ｓ
ｅ
　
ｃ
ａ
ｕ
ｓ
ａ
ｔ
ｕ
m
　
ａ
ｂ
　
a
l
i
o
）
を
持

っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
7
0
）
。
（
－
「
本
質
」
と
「
存
在
」
が
別
で
あ
る
も
の
は
、

「
被
造
物
」
に
他
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
）

　
〔
五
四
〕
　
以
上
の
議
論
を
「
神
」
に
つ
い
て
当
て
は
め
る
と
、

　
　
（
五
）
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
神
に
つ
い
て
は
言
わ
れ
得
な
い
。
な
ぜ

な
ら
、
吾
々
は
神
は
第
一
作
出
因
で
あ
る
と
言
う
（
愕
如
・
’
）
か
ら
で
あ
る
（
7
1
）
。
（
－

つ
ま
り
、
神
は
他
の
も
の
を
原
因
と
し
て
生
じ
た
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
）

　
　
（
六
）
そ
れ
ゆ
え
、
神
に
お
い
て
は
存
在
と
そ
の
本
質
は
別
々
で
あ
る
こ
と
は
不

可
能
で
あ
る
（
7
2
）
。
（
－
こ
れ
が
結
論
で
あ
る
。
）

三
五
　
　
ト
マ
ス
ー
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
形
而
上
学
研
究
（
こ
　
－
１
１
ヨ
’
～
と
ｓ
i
m
p
l
i
c
i
t
ａ
ｓ
　
Ｄ
ｅ
ｉ

　
（
岡
崎
）



三
六

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
八
巻
　
二
九
八
九
年
）
　
人
文
科
学
与
の
Ｉ

　
〔
五
五
〕
　
第
一
の
証
明
の
論
旨
は
、
ま
と
め
る
と
明
快
で
あ
る
。

　
　
〒
）
も
し
、
或
る
も
の
に
お
い
て
、
そ
の
存
在
と
そ
の
本
質
が
別
で
あ
れ
ば
、

そ
の
存
在
は
他
の
原
因
か
ら
原
因
（
付
与
）
さ
れ
た
も
の
と
な
る
。

　
　
（
２
）
し
か
し
、
神
に
お
い
て
、
他
の
原
因
か
ら
原
因
（
付
与
）
さ
れ
た
存
在
は

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
神
に
お
い
て
は
そ
の
存
在
と
そ
の
本
質
は
別
で
な
い
。

　
こ
の
結
論
は
、
神
が
「
第
一
作
出
因
」
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
し
、
そ
こ
か
ら
引

き
出
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
右
の
前
提
（
三
）
が
創
造
論
の
基
礎
を
含
ん
で
い
る
点
に
重
要
な
意
味
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
〔
五
六
〕
　
次
に
、
第
二
の
証
明
で
あ
る
（
7
3
）
。

　
　
二
）
存
在
は
す
べ
て
の
形
相
乃
至
本
性
の
現
実
態
で
あ
る
。
（
－
す
な
わ
ち

存
在
は
本
質
を
現
実
態
に
も
た
ら
す
原
理
で
あ
る
。
）

　
た
と
え
ば
、
善
性
や
人
間
性
が
現
実
態
に
あ
る
と
表
示
さ
れ
る
の
は
、
た
だ
そ
れ

ら
が
「
存
在
す
る
」
こ
と
が
表
示
さ
れ
る
場
合
の
み
で
あ
る
。
（
－
つ
ま
り
、
有

は
本
質
の
み
で
は
現
実
に
存
在
す
る
も
の
と
は
な
ら
な
い
。
現
実
に
存
在
す
る
も
の

と
な
る
た
め
に
は
「
存
在
」
が
な
ぐ
て
は
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
、
「
存
在
」
と
「
本
質
」

と
は
別
で
あ
る
。
）

　
　
三
）
し
た
が
っ
て
、
存
在
そ
の
も
の
は
、
存
在
と
は
別
で
あ
る
本
質
に
対
し
て

は
、
現
実
態
が
可
能
態
に
対
し
て
あ
る
如
く
に
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
（
－
つ
ま
り
、

存
在
と
本
質
が
別
で
あ
る
有
に
お
い
て
は
「
存
在
」
対
「
本
質
・
本
性
」
は
「
現
実

態
」
対
「
可
能
態
」
の
関
係
に
あ
る
。
た
だ
し
、
本
質
・
本
性
は
形
相
と
し
て
質
料

に
対
し
て
は
現
実
態
に
あ
る
［
四
八
］
。
）

　
　
三
）
し
た
が
っ
て
、
上
で
示
さ
れ
た
よ
う
に
（
只
柵
こ
、
神
に
お
い
て
は
如

何
な
る
可
能
態
も
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
お
い
て
は
本
質
は
そ
の
存
在
と
別

で
あ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
本
質
は
そ
の
存
在
で
あ
る
。
（
－

神
に
は
可
能
態
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
可
能
態
に
対
応
す
る
本
質
は
な
い
。
つ
ま
り

神
は
存
在
そ
の
も
の
で
あ
っ
て
、
存
在
と
区
別
さ
れ
た
本
質
は
な
い
。
そ
の
こ
と
を

「
存
在
と
本
質
と
が
同
じ
で
あ
る
」
と
言
う
。
）

　
〔
五
七
〕
　
第
二
の
証
明
を
ま
と
め
る
と
、

　
　
二
）
存
在
と
本
質
が
別
で
あ
る
も
の
に
お
い
て
は
、
「
存
在
」
対
「
本
質
」
は
「
現

実
態
」
対
「
可
能
態
」
で
あ
る
。

　
　
（
ニ
し
か
る
に
、
神
に
お
い
て
は
右
の
比
例
は
成
り
立
だ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

神
に
お
い
て
可
能
態
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
存
在
と
本
質
の
別
は
な

い
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
結
論
は
、
神
が
「
純
粋
現
実
態
」
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
し
、
そ
こ
か
ら
引

き
出
さ
れ
て
い
る
。

　
　
〔
五
八
〕
　
次
は
、
第
三
の
証
明
で
あ
る
。
こ
れ
は
す
べ
て
の
有
を
、
「
分
有
に
よ

・
る
有
」
と
「
本
質
に
よ
る
有
」
に
二
大
別
し
、
神
は
後
者
に
属
す
る
と
す
る
証
明
で

あ
る
（
芒
。

　
　
二
）
火
を
も
っ
て
い
る
が
火
で
は
な
い
も
の
は
、
分
有
に
よ
っ
て
火
的
な
も
の

　
で
あ
る
よ
う
に
、
存
在
を
持
っ
て
い
る
が
存
在
で
は
な
い
も
の
は
「
分
有
に
よ
る
有
」

　
で
あ
る
。
（
－
つ
ま
り
、
「
分
有
に
よ
る
有
」
と
は
、
存
在
を
持
っ
て
い
る
が
、
そ

　
の
存
在
が
そ
れ
自
身
の
存
在
で
は
な
く
て
、
他
か
ら
そ
の
存
在
を
も
ら
っ
た
と
こ
ろ

　
の
有
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
）

　
　
（
二
）
と
こ
ろ
で
、
示
さ
れ
た
如
く
に
（
こ
シ
・
・
）
、
神
は
自
ら
の
本
質
で
あ
る
。

（
－
つ
ま
り
神
に
お
い
て
は
、
個
体
と
本
質
が
同
じ
で
あ
っ
た
〔
四
了
見
。
そ
れ

は
「
本
質
に
よ
る
有
」
を
意
味
し
て
い
る
。
）

　
　
且
）
そ
れ
ゆ
え
、
も
し
、
神
が
「
自
ら
の
存
在
」
（
回
呂
２
・
）
で
は
な
い
な

ら
、
「
分
有
に
よ
る
有
」
と
な
り
、
「
本
質
に
よ
る
有
」
で
な
く
な
っ
て
し
ま
う
で
あ

ろ
う
。
（
－
つ
ま
り
、
「
本
質
よ
る
有
」
即
「
自
ら
の
存
在
」
で
あ
る
の
で
あ
る
。
）

　
ま
た
、
し
た
が
っ
て
、
（
も
し
、
神
が
「
自
ら
の
存
在
」
（
回
目
・
ａ
ヽ
）
で
は
な



い
な
ら
、
）
神
は
「
第
一
の
有
」
で
な
い
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
（
－
つ
ま
り
、

「
第
一
の
有
」
は
「
自
ら
の
存
在
」
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。
）

　
　
（
四
）
こ
う
語
る
こ
と
は
不
合
理
で
あ
る
。
（
－
な
ぜ
な
ら
、
神
は
「
本
質
に

よ
る
有
」
で
あ
り
、
「
第
一
の
有
」
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
）

　
　
（
五
）
そ
れ
ゆ
え
、
神
は
単
に
「
自
ら
の
本
質
」
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
て
、

「
自
ら
の
存
在
」
で
も
あ
る
。

　
〔
五
九
〕
　
第
三
の
証
明
を
ま
と
め
よ
う
。
論
旨
は
簡
潔
で
あ
る
。

　
　
二
）
存
在
と
本
質
と
が
別
で
あ
る
も
の
は
、
「
分
有
に
よ
る
有
」
で
あ
る
。

　
　
（
二
）
し
か
る
に
、
神
は
「
本
質
に
よ
る
有
」
で
あ
る
。
（
前
言

　
　
三
）
し
た
が
っ
て
、
神
に
お
い
て
は
「
存
在
」
と
「
本
質
」
が
同
じ
で
あ
る
。

　
こ
の
結
論
は
、
神
を
「
個
体
と
本
質
が
同
じ
で
あ
る
」
（
前
章
）
と
こ
ろ
の
「
本

質
に
よ
る
有
」
と
す
る
前
提
か
ら
引
き
出
さ
れ
て
い
る
。

　
〔
六
〇
〕
　
本
章
全
体
を
ま
と
め
よ
う
。

　
第
一
は
神
が
「
第
一
作
出
因
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
第
二
は
神
が
「
純
粋
現
実
態
」

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
第
三
は
神
が
「
そ
の
本
質
で
あ
る
」
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
引

き
出
さ
れ
て
い
る
。
前
章
と
同
じ
く
こ
れ
ら
は
「
第
一
の
有
」
に
還
元
さ
れ
る
。

　
神
が
単
純
で
あ
る
と
は
、
ま
た
、
「
そ
の
存
在
と
本
質
が
同
じ
で
あ
る
」
こ
と
を

も
意
味
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
〔
六
一
〕
　
さ
て
、
こ
こ
で
「
存
在
と
本
質
の
実
在
的
区
別
」
に
つ
い
て
、
若
干
の

考
察
を
し
て
お
こ
う
。

　
一
般
に
、
被
造
物
に
お
い
て
は
存
在
と
本
質
は
「
実
在
的
に
」
（
i
n
　
ｒ
ｅ
／
ｒ
ｅ
ａ
ｌ
ｅ
)

区
別
さ
れ
る
と
い
う
（
び
。
だ
が
、
「
実
在
的
区
別
」
（
d
i
ｓ
ｔ
ｉ
ｎ
ｃ
ｔ
i
o
　
ｒ
e
a
l
i
ｓ
)
と
言
う

表
現
は
少
な
く
と
も
そ
の
ま
ま
の
形
で
は
、
目
下
の
テ
ク
ス
ト
に
は
見
出
さ
れ
得
な

い
。

三
七

　
し
か
し
被
造
物
に
お
い
て
存
在
と
本
質
が
区
別
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
一
般
に

言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
こ
れ
を
「
実
在
的
区
別
」
と
し
て
、
い
ま
の
テ
ク
ス
ト
か
ら

読
み
取
れ
る
範
囲
で
明
ら
か
に
し
て
お
こ
う
。

　
　
二
）
存
在
と
本
質
が
区
別
さ
れ
る
の
な
ら
、
そ
の
も
の
の
存
在
は
他
の
も
の
を

原
因
と
し
て
生
じ
た
こ
と
に
な
る
(
ｅ
ｓ
ｓ
ｅ
　
ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｕ
m
）
。
つ
ま
り
、
被
造
物
で
あ
る

こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
「
実
在
的
区
別
」
と
言
う
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
神
に
お
い
て
は
存
在
と
本
質
が
同
じ
で
あ
る
と
は
、
神
が
被
造

物
に
存
在
を
与
え
る
と
こ
ろ
の
第
一
作
出
因
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
神
は
自

分
か
自
分
の
存
在
の
原
因
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
（
以
上
、
〔
芸
〕
よ
り
。
）

　
　
⊃
）
存
在
と
は
本
質
を
現
実
に
存
在
さ
せ
る
原
理
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
被

造
物
に
お
い
て
は
元
来
、
存
在
と
本
質
は
別
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
を

指
し
て
存
在
と
本
質
の
「
実
在
的
区
別
」
と
言
う
。
し
た
が
っ
て
、
存
在
は
本
質
に

対
し
て
、
現
実
態
が
可
能
態
に
対
し
て
あ
る
よ
う
に
、
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
現
実
態

と
可
能
態
の
区
別
が
、
ま
た
、
存
在
と
本
質
の
「
実
在
的
区
別
」
の
意
味
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
神
に
お
い
て
は
存
在
と
本
質
が
同
じ
で
あ
る
と
は
、
自
分
が
自

分
の
存
在
の
原
因
で
あ
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
、
「
純
粋
現
実
態
」
で
あ
る
こ
と
に

も
な
る
。
（
以
上
、
〔
五
六
〕
よ
り
。
）

　
　
三
）
存
在
と
本
質
が
別
で
あ
る
も
の
は
、
「
分
有
に
よ
る
存
在
」
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
他
か
ら
存
在
を
も
ら
っ
た
有
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
‐
こ
れ
を
「
実

在
的
区
別
」
と
言
う
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
神
に
お
い
て
は
存
在
と
本
質
が
同
じ
で
あ
る
と
は
、
神
は
「
本

質
に
よ
る
存
在
」
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
神
に
お
い
て

は
、
そ
の
存
在
が
、
他
か
ら
も
ら
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
自
分
の
も
の
で
あ
る
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
。
（
以
上
、
（
邑
よ
り
。
）

　
以
上
が
本
章
か
ら
読
み
と
れ
る
限
り
で
の
「
実
在
的
区
別
」
の
意
味
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
か
か
る
意
味
で
、
所
謂
「
被
造
物
と
神
と
の
区
別
が
実
在
的
で
あ
る
」
元
）

と
言
わ
れ
る
。

ト
マ
ス
ー
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
形
而
上
学
研
究
（
こ
　
Ｉ
答
ヨ
ー
ヽ
～
と
ｓ
i
m
p
l
i
c
i
t
ａ
ｓ
　
Ｄ
ｅ
ｉ

　
（
岡
崎
）



三
八
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
八
巻
　
二
九
八
九
年
）
　
人
文
科
学

　
第
七
章
類
と
種

　
〔
六
二
〕
　
第
三
章
か
ら
第
六
章
ま
で
は
、
神
に
は
存
在
論
的
に
構
造
が
な
い
こ
と

を
、
存
在
論
的
概
念
を
用
い
て
証
明
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
本
章
で
は
、
少
し
角
度

を
か
え
て
、
神
の
単
純
性
を
論
理
的
構
造
か
ら
見
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
類
（
鴨
～
巳
や
種
（
召
・
・
ぽ
）
や
種
差
（
亀
で
～
診
）
な
ど
は
存
在
上
の
も
の

♀
邑
で
な
く
、
論
理
上
の
概
念
（
「
匹
ｏ
」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
も
の
に
、
類
、

種
、
種
差
が
実
在
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
も
の
が
類
、
種
、
種
差
と

い
う
論
理
的
概
念
で
捉
え
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
も
の
の
側
に
そ
れ
に
対
応
し
た
自

然
本
性
上
の
乃
至
存
在
上
の
構
造
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
神
が
論
理
的
な
概
念
で
あ
る
「
類
」
、
「
種
」
、
「
種
差
」
等

々
に
よ
っ
て
も
捉
え
ら
れ
な
い
こ
と
を
示
そ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
〔
六
三
〕
　
第
三
間
第
五
項
主
文
に
お
い
て
、
一
般
に
何
か
が
「
類
」
の
う
ち
に
あ

る
仕
方
は
二
通
り
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
ひ
と
つ
は
「
端
的
か
つ
本
来
的
な
意
味

に
お
い
て
」
で
あ
っ
て
、
「
種
」
が
「
類
」
の
う
ち
に
あ
る
と
言
わ
れ
る
場
合
が
そ

う
で
あ
る
。
い
ま
ひ
と
つ
は
「
還
元
に
よ
る
」
仕
方
で
あ
っ
て
、
「
始
源
」
や
「
欠
如
」

が
類
の
う
ち
に
あ
る
と
言
わ
れ
る
場
合
で
あ
る
。
た
と
え
ば
点
や
一
が
始
源
と
し
て

量
の
類
に
還
元
さ
れ
る
よ
う
に
で
あ
る
元
）
。

　
と
こ
ろ
で
、
テ
ク
ス
ト
で
は
前
者
か
ら
吟
味
さ
れ
て
い
る
。
先
ず
は
じ
め
に
結
論

を
述
べ
て
い
る
。
「
神
は
何
ら
か
の
類
の
種
で
あ
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
（
Ｄ
ｅ
ｕ
ｓ
　
ｎ
ｏ
ｎ

ｐ
ｏ
ｓ
ｓ
i
ｔ
　
ｅ
ｓ
ｓ
ｅ
　
ｓ
ｐ
ｅ
ｃ
ｉ
ｅ
ｓ
　
a
l
i
c
ｕ
i
ｕ
ｓ
　
ｇ
ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
i
ｓ
.
）
と
。
そ
こ
で
こ
れ
を
三
つ
の
仕
方
で
証

明
す
る
の
で
あ
る
。

　
〔
六
四
〕
　
そ
の
第
一
の
証
明
は
こ
う
で
あ
る
。

　
　
二
）
種
は
類
と
種
差
か
ら
構
成
さ
れ
る
（
7
7
）
。
（
―
た
と
え
ば
、
定
義
「
人
間

（
種
）
は
理
性
的
（
種
差
）
動
物
（
類
）
で
あ
る
」
回
ヨ
゜
ｅ
ｓ
ｔ
　
a
n
i
m
a
l
　
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
ｅ
.

が
そ
れ
で
あ
る
。
定
義
は
概
念
（
「
匹
ｏ
」
上
の
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
人
間
、

類
、
種
、
種
差
も
こ
こ
で
は
概
念
上
の
も
の
で
あ
る
。
）

　
　
（
二
）
と
こ
ろ
で
、
種
を
構
成
す
る
種
差
が
そ
こ
か
ら
取
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の

は
、
類
が
そ
こ
か
ら
取
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
に
対
し
て
、
常
に
現
実
態
が
可
能
態

に
対
す
る
如
く
に
あ
る
（
7
8
）
。
（
Ｉ
類
、
種
、
種
差
は
概
念
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は

実
在
し
て
い
る
も
の
（
罵
乙
か
ら
取
ら
れ
る
。
概
念
に
は
現
実
態
、
可
能
態
の
別

は
な
い
が
、
実
在
し
て
い
る
も
の
に
は
、
既
に
見
た
如
く
〔
温
－
二
八
〕
、
現
実
態
と

可
能
態
の
区
別
が
見
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
種
差
が
そ
こ
か
ら
取
ら
れ
る
も
の
」

一
「
類
が
そ
こ
か
ら
取
ら
れ
る
も
の
」
～
‥
「
現
実
態
」
一
「
可
能
態
」
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、

前
者
は
後
者
を
完
成
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
（
四
。
）

　
〔
六
五
〕
　
そ
の
例
と
し
て
、
ト
マ
ス
は
「
人
間
」
を
あ
げ
る
。

　
た
と
え
ば
、
「
動
物
」
（
類
）
は
具
体
化
の
方
法
に
よ
っ
て
、
感
覚
的
本
性
か
ら
取

ら
れ
る
。
と
い
う
の
も
感
覚
的
本
性
を
も
っ
て
い
る
「
も
の
」
が
動
物
と
言
わ
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
（
理
性
的
ニ
種
差
）
は
知
性
的
本
性
か
ら
取
ら
れ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
知
性
的
本
性
を
持
っ
て
い
る
「
も
の
」
が
理
性
的
で
あ
る
か
ら
で
あ

る
（
8
0
）
ｏ

　
と
こ
ろ
で
、
知
性
的
な
も
の
は
感
覚
的
な
も
の
に
対
し
て
、
現
実
態
が
可
能
態
に

あ
る
如
く
に
あ
る
。
他
の
も
の
に
お
い
て
も
、
こ
の
事
情
は
明
ら
か
に
同
じ
で
あ

る
（
8
1
）
・
（
－
「
人
間
」
の
種
差
が
そ
こ
か
ら
取
ら
れ
る
「
知
性
的
本
性
」
も
、
類

が
そ
こ
か
ら
取
ら
れ
る
「
感
覚
的
本
性
」
も
、
両
方
と
も
「
も
の
」
會
ご
で
あ
る
。

よ
っ
て
こ
こ
に
現
実
態
と
可
能
態
の
別
が
あ
る
。
す
る
と
そ
こ
に
、
「
知
性
的
本
性
」

一
「
感
覚
的
本
性
」
＝
「
現
実
態
」
ム
「
可
能
態
」
、
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
）

　
〔
六
六
〕
　
且
）
そ
れ
ゆ
え
、
神
に
お
い
て
は
可
能
態
が
現
実
態
に
付
加
さ
れ
る

ご
と
は
な
い
か
ら
、
神
が
種
の
如
く
に
類
に
あ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
（
8
2
）
。
（
―

神
に
は
可
能
態
が
な
い
の
で
、
類
が
そ
こ
か
ら
取
ら
れ
る
よ
う
な
本
性
は
存
在
し
な



い
。
し
た
が
っ
て
、
神
は
「
種
」
と
し
て
「
類
」
に
あ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
）

　
〔
六
七
〕
　
さ
て
こ
こ
に
第
一
の
証
明
の
論
旨
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。

　
　
二
）
種
は
種
差
と
類
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

　
　
（
二
）
「
種
差
が
そ
こ
か
ら
取
ら
れ
る
本
性
」
一
「
類
が
そ
こ
か
ら
取
ら
れ
る
本
性
」

＝
「
現
実
態
」
一
「
可
能
態
」
の
関
係
に
あ
る
。

　
　
（
三
）
神
は
可
能
態
を
含
ま
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
「
種
差
が
そ
こ
か
ら
取
ら
れ

る
本
性
」
は
な
い
。
ゆ
え
に
、
神
は
「
種
」
で
は
な
い
。

　
こ
の
結
論
は
、
神
が
「
純
粋
現
実
態
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
引
き
出
さ
れ
て
い
る
。

　
〔
六
八
〕
　
次
は
第
二
の
証
明
で
あ
る
。

　
　
こ
）
示
さ
れ
た
如
く
（
只
か
‘
）
、
神
の
存
在
は
そ
の
本
質
で
あ
る
の
で
、
も

し
神
が
類
に
あ
る
と
す
る
な
ら
、
そ
の
類
は
「
有
」
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ

な
ら
、
類
は
そ
の
も
の
の
「
何
で
あ
る
か
」
を
述
べ
る
も
の
と
し
て
、
も
の
の
本
質

を
表
示
す
る
か
ら
で
あ
る
（
8
3
）
。
（
－
「
類
」
は
も
の
の
本
質
を
示
す
の
で
あ
る
か
ら
、

神
が
属
す
る
類
は
、
神
の
本
質
（
＝
存
在
）
と
し
て
の
、
有
で
な
く
て
は
な
ら
な
い

こ
と
に
な
る
。
）

　
　
（
二
）
し
か
る
に
哲
学
者
が
『
形
而
上
学
』
第
三
巻
に
お
い
て
（
8
4
）
、
有
は
何
ら

か
の
類
で
あ
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
8
5
）
。

　
そ
の
理
由
は
こ
う
で
あ
る
。
い
か
な
る
類
も
、
類
の
本
質
の
外
に
あ
る
と
こ
ろ
の

種
差
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
る
に
、
有
の
外
に
あ
る
種
差
な
ど
と
い
う
も
の
は
見
出

す
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
「
非
有
」
（
＝
有
で
な
い
も
の
）
は
種
差
で
あ
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
（
8
6
）
。

　
　
三
）
そ
れ
ゆ
え
、
残
る
と
こ
ろ
、
神
は
類
の
う
ち
に
な
い
こ
と
に
な
る
（
8
7
）
。

　
こ
れ
は
、
神
に
お
い
て
「
存
在
と
本
質
が
同
一
」
（
前
章
）
で
あ
る
こ
と
を
前
提

と
し
、
そ
こ
か
ら
証
明
さ
れ
て
い
る
。

　
〔
六
九
〕
　
次
は
第
三
の
証
明
で
あ
る
。

　
　
二
）
ひ
と
つ
の
類
に
あ
る
も
の
は
す
べ
て
、
そ
れ
ら
の
「
何
で
あ
る
か
」
を
述

べ
る
類
の
何
性
つ
ま
り
本
質
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
（
8
8
）
。

　
　
（
二
）
し
か
る
に
、
そ
れ
ら
は
存
在
に
即
し
て
は
異
な
っ
て
い
る
。

　
た
と
え
ば
、
人
間
の
存
在
と
馬
の
存
在
は
同
じ
で
は
な
い
し
、
ま
た
こ
の
人
間
の

存
在
と
あ
の
人
間
の
存
在
も
同
じ
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
（
8
9
）
。
（
－
つ
ま
り
同
じ

類
に
属
す
る
も
の
は
す
べ
て
「
本
質
に
お
い
て
」
は
共
通
し
て
い
る
が
、
「
存
在
に

お
い
て
」
は
異
な
っ
て
い
る
。
）

　
　
且
）
し
た
が
っ
て
、
ひ
と
つ
の
類
に
あ
る
も
の
は
す
べ
て
、
そ
れ
ら
に
お
い
て

は
「
存
在
」
と
「
何
で
あ
る
か
」
（
つ
ま
り
「
本
質
」
）
と
は
異
な
っ
て
い
な
く
て
は

な
ら
な
い
（
9
0
）
。

　
　
（
四
）
し
か
る
に
、
示
さ
れ
た
ご
と
く
（
只
晋
・
）
神
に
お
い
て
は
存
在
と
本
質

と
は
異
な
っ
て
い
な
い
（
9
1
）
。

　
　
（
五
）
そ
れ
ゆ
え
、
神
が
種
の
如
く
、
類
に
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
回
。

　
こ
の
結
論
も
、
神
に
お
い
て
「
存
在
と
本
質
が
同
一
」
（
前
章
）
で
あ
る
こ
と
を

前
提
に
し
、
そ
こ
か
ら
引
き
出
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｊ

　
〔
七
〇
〕
　
以
上
か
ら
、
「
端
的
に
か
つ
本
来
的
な
意
味
に
お
い
て
種
が
類
に
属
す

る
と
い
う
意
味
で
」
、
神
は
類
に
属
す
る
種
で
あ
り
え
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
証
明

さ
れ
た
。

　
以
上
の
三
つ
の
証
明
を
ま
と
め
る
と
、
第
一
は
神
が
「
純
粋
現
実
態
」
で
あ
る
こ

と
を
、
第
二
と
第
三
は
神
に
お
い
て
「
存
在
と
本
質
が
同
じ
で
あ
る
」
を
前
提
に
し

て
、
こ
こ
か
ら
証
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
「
純
粋
現
実
態
」
も
「
存
在
と
本
質
が
同
じ
で
あ
る
」
も
、
前
章
と
同
様

に
、
結
局
は
「
第
一
の
有
」
か
ら
引
き
出
さ
れ
、
ま
た
こ
こ
に
還
元
さ
れ
る
の
で
あ

る
。

　
こ
こ
か
ら
ま
た
、
神
に
は
「
類
」
も
「
種
差
」
も
な
く
、
ま
た
「
定
義
」
も
な
く
、

三
九
　
　
ト
マ
ス
ー
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
形
而
上
学
研
究
（
こ
　
Ｉ
す
Ｉ
ミ
’
～
と
ｓ
i
m
p
l
i
c
i
t
ａ
ｓ
　
Ｄ
ｅ
ｉ

　
　
　
　
　
(
岡
崎
）



四
〇
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
八
巻
　
二
九
八
九
年
）
　
人
文
科
学
　
そ
の
一

結
果
に
よ
る
「
神
の
存
在
論
証
」
以
外
に
は
論
証
さ
れ
得
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な

る
。
な
ぜ
な
ら
、
「
類
」
と
「
種
差
」
と
が
ら
「
定
義
」
は
な
り
、
「
定
義
」
を
媒
介

と
し
て
「
論
証
」
は
な
る
か
ら
で
あ
る
（
怒
。

　
〔
七
一
〕
　
最
後
に
、
神
が
、
果
た
し
て
、
「
還
元
に
よ
る
」
仕
方
で
「
始
原
」
や
「
欠

如
」
と
し
て
類
の
う
ち
に
あ
る
の
か
を
テ
ク
ス
ト
に
し
た
が
っ
て
検
討
し
て
み
よ

　
　
二
）
何
ら
か
の
類
に
向
か
っ
て
還
元
さ
れ
る
始
源
は
そ
の
類
を
越
え
て
及
ん
で

は
い
か
な
い
。
た
と
え
ば
、
点
は
連
続
量
以
外
の
始
源
で
は
な
い
し
、
ま
た
一
は
不

連
続
量
の
始
源
以
外
で
は
な
い
よ
う
に
で
あ
る
。

　
　
（
二
）
し
か
る
に
、
後
に
示
さ
れ
る
如
く
（
公
弁
～
）
、
神
は
全
存
在
（
｛
ｏ
｛
目
・
～
｝

の
始
源
で
あ
る
。

　
　
（
三
）
そ
れ
ゆ
え
、
神
は
何
ら
か
の
類
に
始
源
と
し
て
含
ま
れ
る
の
で
は
な
い
。

　
こ
の
結
論
は
、
神
が
全
存
在
の
始
源
つ
ま
り
存
在
原
因
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し

て
い
る
。
こ
れ
も
「
第
一
の
有
」
に
還
元
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
〔
七
二
〕
　
以
上
の
よ
う
に
、
「
神
は
単
純
で
あ
る
」
と
は
、
神
は
「
類
」
に
属
す

る
も
の
で
も
な
く
、
勿
論
「
種
」
で
も
な
く
、
ま
た
し
た
が
っ
て
「
種
差
」
も
な
く
、

さ
ら
に
神
の
「
定
義
」
も
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
「
結
果
に
よ
る
神
の
存
在
論
証
」

し
か
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
神
は
論
理
的
概
念
に
よ
っ
て
捉
え
ら
れ
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
。

　
第
八
章
　
基
体
と
付
帯
性

　
〔
七
三
〕
　
前
章
で
は
神
が
如
何
な
る
「
類
」
に
も
属
さ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ

れ
た
。
神
は
最
高
類
の
中
の
「
実
体
」
（
回
耳
目
Ｆ
）
の
類
に
も
残
り
の
九
つ
の
「
付

９
　
性
」
會
・
Ｅ
～
～
）
　
の
類
に
も
属
さ
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
神
自
体

は
そ
う
で
あ
る
と
し
て
も
、
神
に
は
属
性
と
し
て
の
付
帯
性
、
た
と
え
ば
「
力
」

（
だ
ユ
回
）
と
か
「
知
恵
」
Ｆ
豆
～
子
）
と
言
っ
た
有
は
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。

　
し
か
し
ト
マ
ス
は
第
三
開
第
六
項
に
お
い
て
、
神
に
は
如
何
な
る
付
帯
性
も
あ
り

得
な
い
　
（
Ｉ
ｎ
　
Ｕ
ｅ
ｏ
　
ａ
ｃ
ｃ
ｉ
ｄ
ｅ
ｎ
ｓ
　
ｅ
ｓ
ｓ
ｅ
　
ｎ
ｏ
ｎ
　
ｐ
ｏ
ｔ
ｅ
ｓ
ｔ
.
）
と
結
論
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は

三
つ
の
仕
方
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
て
い
る
。

　
〔
七
四
〕
　
先
ず
、
準
備
と
し
て
基
体
と
付
帯
性
に
つ
い
て
見
て
お
こ
う
。

　
付
帯
性
と
は
基
体
（
回
Ｆ
・
Ｅ
已
に
お
い
て
の
み
存
在
す
る
有
を
言
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
基
体
は
幾
つ
か
の
局
面
か
ら
見
ら
れ
る
。
先
ず
、
有
一
般
は
形
相
と

質
料
か
ら
見
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
質
料
が
形
相
に
対
し
て
「
基
体
」
と
言
わ
れ
る
。

例
え
ば
、
「
質
料
」
が
「
人
間
の
形
相
」
を
受
け
る
「
基
体
」
で
あ
る
。
－
本
章

で
は
、
か
か
る
基
体
は
考
慮
に
入
れ
る
必
要
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
神
は
質
料
で
は
な

い
か
ら
で
あ
る
。

　
次
に
、
形
相
に
は
二
種
類
が
あ
る
。
ひ
と
つ
は
「
実
体
的
形
相
」
（
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ

ｓ
ｕ
ｂ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｔ
i
a
l
i
ｓ
）
と
、
い
ま
ひ
と
つ
は
「
付
帯
的
形
相
」
（
ｆ
ｏ
ｒ
m
a
　
ａ
ｃ
ｃ
ｉ
ｄ
ｅ
ｎ
ｔ
i
a
l
i
ｓ
）

で
あ
る
。
質
料
と
実
体
的
形
相
か
ら
な
る
有
が
「
実
体
」
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
「
実

体
」
は
付
帯
的
形
相
に
対
し
て
は
「
基
体
」
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
付
帯
的
形
相
は
実

体
を
基
体
と
し
て
、
そ
こ
に
お
い
て
し
か
存
在
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
本
章
に
お
い
て
問
題
と
す
る
「
付
帯
性
」
と
は
付
帯
的
形
相
の
こ
と
で
あ

る
。
例
え
ば
、
「
人
間
の
実
体
」
は
質
料
と
実
体
的
形
相
よ
り
な
り
、
そ
の
上
そ
れ

は
「
付
帯
的
形
相
」
を
受
け
七
る
「
基
体
」
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
さ
ら
に
、
付
帯
的
形
相
を
伴
っ
た
実
体
は
再
び
、
別
の
付
帯
的
形
相
に
対
し

て
「
基
体
」
と
な
る
。
例
え
ば
、
一
七
〇
セ
ン
チ
・
メ
ー
ト
ル
の
身
長
の
人
間
は
、

人
間
と
い
う
「
実
体
」
の
上
に
「
一
七
〇
セ
ン
チ
ー
メ
ー
ト
ル
」
と
い
う
付
帯
的
形

相
を
持
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
様
な
「
一
七
〇
セ
ン
チ
ー
メ
ー
ト
ル
の
身
長
の



人
間
」
は
、
ま
た
さ
ら
に
こ
の
上
に
「
白
い
」
と
い
う
付
帯
的
形
相
も
取
り
得
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
よ
う
に
、
付
帯
的
形
相
を
持
つ
こ
の
「
一
七
〇
セ
ン
チ
ー
メ
ー
ト

ル
の
身
長
の
人
間
」
と
い
う
実
体
も
ま
た
「
基
体
」
と
な
り
う
る
。

　
右
の
如
く
、
基
体
は
幾
つ
か
の
局
面
か
ら
見
ら
れ
る
が
、
後
二
者
の
実
体
と
し
て

の
資
格
を
持
つ
と
こ
ろ
の
基
体
に
お
い
て
の
み
付
帯
性
が
存
在
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。

　
〔
七
五
〕
　
そ
こ
で
ト
マ
ス
の
第
一
の
証
明
を
見
て
み
よ
う
（
9
5
）
。

　
　
こ
）
基
体
は
付
帯
性
に
対
し
て
、
可
能
態
が
現
実
態
に
対
す
る
如
く
に
、
関
係

し
て
い
る
。
（
－
つ
ま
り
、
基
体
一
付
帯
性
＝
可
能
態
一
現
実
態
で
あ
る
。
）

　
な
ぜ
な
ら
、
基
体
は
付
１
　
性
に
よ
っ
て
あ
る
意
味
で
現
実
態
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
－
つ
ま
り
、
基
体
は
付
帯
性
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
完
全
な
も
の
と
な

る
か
ら
で
あ
る
。
）

　
　
（
二
）
し
か
る
に
、
既
述
の
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
（
ヌ
ゲ
・
・
）
、
可
能
態

に
在
る
こ
と
は
神
か
ら
全
く
除
か
れ
て
い
る
。

　
　
且
）
し
た
が
っ
て
、
神
に
は
付
帯
性
を
受
け
る
基
体
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
付

帯
性
も
な
い
。
こ
の
結
論
は
、
神
は
「
純
粋
現
実
態
」
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
し
、

そ
こ
か
ら
引
き
出
さ
れ
て
い
る
。

　
〔
七
六
〕
　
第
二
の
証
明
は
こ
う
で
あ
る
（
9
6
）
。

　
　
二
）
神
は
自
ら
の
存
在
（
回
呂
ａ
を
で
あ
る
。
（
－
神
に
お
い
て
は
存
在

と
本
質
と
が
同
じ
で
あ
っ
た
〔
四
八
上
ハ
こ
。
こ
の
こ
と
を
「
自
ら
の
存
在
」
と
い
う
。
）

　
　
（
二
）
　
し
か
る
に
、
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
が
『
デ
ー
ヘ
ブ
ド
マ
テ
ィ
ブ
ス
』
に
お
い
て

語
っ
て
い
る
如
く
、
「
存
在
し
て
い
る
も
の
（
＝
有
）
は
他
の
何
か
を
付
加
さ
れ
た

も
の
と
し
て
持
つ
こ
と
が
で
き
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
存
在
そ
の
も
の
は
他
の
ど
ん

な
も
の
を
も
付
加
さ
れ
た
も
の
と
し
て
持
つ
こ
と
は
で
き
な
い
。
」
。

　
例
え
ば
、
熱
い
も
の
は
「
熱
」
以
外
の
何
か
を
、
た
と
え
ば
「
白
さ
」
を
持
つ
こ

四

－

と
が
で
き
る
が
、
し
か
し
「
熱
そ
の
も
の
」
は
「
熱
」
以
外
の
何
も
の
も
持
つ
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
（
－
こ
こ
で
は
、
「
存
在
」
は
熱
や
白
さ
等
の
形
相
と
並
列
さ
れ
て
い
る
。
だ

が
「
存
在
」
は
、
形
相
の
形
相
と
し
て
、
ま
た
形
相
に
対
し
て
は
現
実
態
と
し
て
あ

る
ゆ
え
、
形
相
で
も
な
く
、
形
相
と
同
列
で
も
な
い
。
し
か
し
存
在
も
形
相
も
「
そ

れ
自
体
と
し
て
は
混
ざ
り
も
の
が
な
い
」
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
点
で
存
在
は
形
相
と
並
列
さ
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
）

　
　
（
三
）
ゆ
え
に
、
神
は
他
の
ど
ん
な
も
の
を
も
、
付
加
さ
れ
た
も
の
（
＝
付
帯
性
）

と
し
て
、
持
つ
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
以
上
は
、
神
は
自
ら
の
存
在
で
あ
る
こ
と
を
、
つ
ま
り
、
神
に
お
い
て
は
存
在
と

本
質
は
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
〔
七
七
〕
　
最
後
に
、
第
三
の
証
明
で
あ
る
（
9
7
）
。

　
　
二
）
自
体
的
に
あ
る
も
の
は
す
べ
て
付
帯
的
に
あ
る
も
の
よ
り
も
よ
り
先
で
あ

る
。

　
　
（
二
）
神
は
端
的
な
意
味
に
お
い
て
第
一
の
有
で
あ
る
。

　
　
三
）
し
た
が
っ
て
、
神
は
自
体
的
に
あ
る
の
で
あ
る
。

　
　
酋
）
そ
れ
ゆ
え
、
神
に
お
い
て
は
付
帯
的
な
何
も
の
（
＝
よ
り
後
な
る
も
の
）

も
あ
り
得
な
い
。

　
右
の
結
論
か
ら
す
れ
ば
、
自
体
的
な
も
の
な
ら
神
に
お
け
る
付
１
　
性
と
な
り
得
る

か
も
知
れ
な
い
。
と
す
れ
ば
、
「
力
」
や
「
知
恵
」
等
は
神
に
お
い
て
「
自
体
的
な

付
帯
性
」
と
し
て
在
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
予
想
に
反
し
て
ト
マ
ス
は
神
に
お
い
て
は
「
自
体
的
な
付
帯
性
」
も
な
い

と
い
う
の
で
あ
る
。

　
　
（
五
）
し
か
し
、
「
笑
い
う
る
」
が
人
間
の
自
体
的
な
付
帯
性
で
あ
る
〔
吾
〕
如

く
に
は
、
神
に
は
自
体
的
な
付
帯
性
も
あ
り
え
な
い
。

　
　
夭
）
な
ぜ
な
ら
、
か
か
る
付
帯
性
は
基
体
の
根
源
的
諸
要
素
を
原
因
と
し
て
そ

ト
マ
ス
ー
ア
ク
ヽ
イ
ナ
ス
の
形
而
上
学
研
究
こ
）
　
－
答
∃
ｓ
ヨ
～
・
と
冬
隻
政
Ｆ
む
Ｉ
―
　
（
岡
崎
）



四
二

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
八
巻
　
二
九
八
九
年
）
　
人
文
科
学
　
そ
の
Ｉ

こ
か
ら
生
じ
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
神
は
第
一
原
因
で
あ
る
か
ら
、
神

に
お
い
て
何
か
を
原
因
と
し
て
そ
こ
か
ら
生
じ
る
も
の
は
あ
り
得
な
い
か
ら
で
あ

る
。

　
　
（
七
）
そ
れ
ゆ
え
、
神
の
う
ち
に
は
ど
ん
な
付
帯
性
も
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
結
論
は
、
神
が
「
第
一
の
有
」
ま
た
「
第
一
原
因
」
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に

し
て
、
そ
こ
か
ら
引
き
出
さ
れ
て
い
る
。

　
〔
七
八
〕
　
さ
て
、
本
章
全
体
を
ま
と
め
よ
う
。

　
第
一
は
「
純
粋
現
実
態
」
か
ら
、
第
二
は
「
自
ら
の
存
在
」
か
ら
、
第
三
は
「
第

一
の
有
」
と
「
第
一
原
因
」
か
ら
結
論
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
結
局
前
章
と
同
じ

く
「
第
一
の
有
」
に
還
元
さ
れ
る
。

　
神
が
単
純
で
あ
る
と
は
、
い
か
な
る
意
味
に
お
い
て
も
付
帯
性
が
な
い
こ
と
を
も

意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

結
　
　
　
論

　
第
一
章
　
全
体
の
ま
と
め
と
結
論

　
〔
七
九
〕
　
二
）
ト
マ
ス
ー
ア
ク
ィ
ナ
ス
に
お
い
て
万
有
の
根
源
は
「
第
一
の
有
」

で
あ
る
。
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
や
プ
ロ
ク
ロ
ス
の
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
に
お
い
て
は
そ
う
で

は
な
く
、
「
第
’
一
の
有
」
は
「
善
一
者
」
か
ら
発
出
し
て
き
た
第
二
の
も
の
で
あ
る
。

こ
の
点
で
両
者
は
異
な
る
。
こ
の
所
以
は
思
想
源
泉
の
相
違
に
あ
る
。

　
本
稿
の
目
的
は
、
ト
マ
ス
の
か
か
る
「
第
一
の
有
」
の
性
格
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
単

純
性
」
を
そ
の
テ
ク
ス
ト
に
従
っ
て
、
な
し
う
る
限
り
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
〔
一
―
五
〕

　
　
（
二
）
神
学
の
方
法
に
「
否
定
の
道
」
が
あ
る
。
ト
マ
ス
に
お
い
て
も
新
プ
ラ
ト

ン
主
義
に
お
い
て
も
吾
々
の
知
性
は
「
万
有
の
根
源
」
か
ら
出
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
知
性
は
万
有
の
根
源
よ
り
も
「
後
の
も
の
」
で
あ
る
。
知
性
の
概
念

も
同
じ
く
万
有
の
根
源
よ
り
も
後
の
も
の
で
あ
る
。
「
後
の
も
の
」
は
「
先
の
も
の
」

に
劣
る
。
し
た
が
っ
て
、
吾
々
の
知
性
に
よ
っ
て
は
万
有
の
根
源
を
捉
え
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
と
は
言
え
、
全
く
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
。
あ
る
意
味
で

万
有
の
根
源
を
捉
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
そ
の
方
法
が
「
否
定
の
道
」
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
「
完
成
の
道
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
否
定
の
道
」
の
補
助
的
方

法
で
あ
る
。
〔
六
－
ニ
〕

　
　
三
）
「
第
一
の
有
」
は
神
の
最
も
基
本
的
な
性
格
で
あ
っ
て
、
こ
こ
か
ら
「
純

粋
現
実
態
」
、
「
第
一
作
出
因
」
等
の
神
の
五
つ
の
基
本
的
な
性
格
や
「
単
純
性
」
、
「
善
」
、

「
無
限
」
等
の
諸
性
質
が
論
理
的
に
展
開
さ
れ
、
導
き
出
さ
れ
る
。
〔
三
－
一
七
〕

　
冗
○
〕
　
酋
）
神
が
単
純
で
あ
る
と
は
、
「
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
部
分
を
持
だ
な
い
」

こ
と
を
意
味
す
る
。
部
分
を
持
つ
の
は
被
造
物
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
こ
と
は

「
神
は
被
造
物
で
な
い
」
こ
と
を
意
味
す
る
。
言
い
換
え
る
と
、
神
と
被
造
物
と
の

区
別
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
神
の
「
超
越
性
」
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
（
2
6
）
。

　
こ
の
こ
と
が
五
つ
の
根
拠
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
る
。
〔
言
土
言

　
そ
の
具
体
的
な
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
Ｔ
〕
神
は
物
体
で
は
な
い
。
写
丁
三
ハ
〕

　
　
（
‥
1
1
）
神
は
質
料
を
持
た
ず
、
形
相
そ
の
も
の
で
あ
る
。
〔
三
七
－
悶
〕

　
　
（
1
1
1
）
神
は
そ
の
本
性
・
本
質
と
同
じ
で
あ
る
。
〔
四
丁
言

　
　
（
沁
）
神
に
お
い
て
は
そ
の
存
在
と
そ
の
本
質
は
同
じ
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、

神
は
自
ら
の
存
在
で
あ
る
。
〔
四
八
土
ハ
こ

　
　
（
Ｖ
）
’
神
は
類
に
含
ま
れ
ず
、
種
で
も
な
い
。
ま
た
神
に
は
種
差
も
な
い
。
神
の

定
義
も
な
く
結
果
に
よ
る
論
証
以
外
に
は
存
在
論
証
も
な
い
。
つ
ま
り
論
理
的
概
念

に
よ
っ
て
も
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
〔
六
一
丁
七
二
〕

　
　
（
．
ｗ
）
神
に
は
付
帯
性
は
全
く
な
い
。
盲
－
夫
〕



　
こ
れ
ら
は
究
極
に
お
い
て
「
第
一

元
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

あ
る
と
結
論
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

第
二
章
　
残
さ
れ
た
問
題

の
有
」
か
ら
引
き
出
さ
れ
、
そ
し
て
こ
れ
に
還

「
第
一
の
有
」
は
神
の
最
も
根
源
的
な
性
格
で

　
〔
八
こ
　
万
有
の
根
源
を
探
求
す
る
こ
と
が
形
而
上
学
の
一
つ
の
主
要
テ
ー
マ
で

あ
る
と
す
る
な
ら
、
ト
マ
ス
ー
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
方
有
の
根
源
は
何
よ
り
も
先
ず
「
第

一
の
有
」
で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
は
じ
め
に
神
は
「
単
純
性
」
を
そ
の
最
も
基
本
的

な
性
質
と
し
て
い
る
こ
と
が
帰
結
し
た
。
そ
し
て
、
か
か
る
単
純
性
か
ら
「
神
は
一

で
あ
る
」
こ
と
が
帰
結
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
ト
マ
ス
の
神
は

三
つ
の
ペ
ル
ソ
ナ
を
持
つ
と
さ
れ
る
。
「
単
純
」
で
あ
り
「
一
」
で
あ
る
は
ず
の
神

が
何
故
「
三
」
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
ひ
と
つ
の
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

ま
た
、
万
有
は
神
か
ら
出
る
と
さ
れ
る
。
万
有
は
「
多
」
で
あ
る
。
何
故
「
単
純
」

で
あ
り
「
一
」
で
あ
る
神
か
ら
「
多
」
が
出
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
も
大
き
な
問

題
と
な
る
。

　
前
者
は
「
三
位
一
体
論
」
が
、
後
者
は
「
創
造
論
」
が
、
問
題
と
す
る
テ
ー
マ
で

あ
る
。

　
〔
八
二
〕
　
こ
う
い
っ
た
問
題
は
「
第
一
の
有
」
で
あ
る
神
が
ま
た
「
第
一
の
知
性
」

（
仁
心
゛
・
）
で
も
あ
る
こ
と
に
直
接
起
因
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
神
は
自

己
を
認
識
す
る
。
こ
の
と
き
に
神
の
知
性
の
う
ち
に
「
そ
れ
に
よ
っ
て
知
性
認
識
さ

れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
」
（
毛
ｏ
ぽ
芭
且
ぼ
こ
と
「
知
性
認
識
さ
れ
る
対
象
」
（
ｑ
ｕ
ｏ
ｄ

ｉ
ｎ
ｔ
e
l
l
g
i
ｔ
ｕ
ｒ
）
が
生
じ
る
。
そ
し
て
前
者
を
Ｖ
ｅ
ｒ
ｂ
～
と
言
い
、
後
者
を
Ｅ
ａ
と
言

う
の
で
あ
る
。
Ｖ
ｅ
ｒ
ｂ
ｕ
m
は
三
位
一
体
論
の
、
そ
し
て
Ｅ
～
は
万
有
の
範
型
因
と
し

て
創
造
論
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
礎
と
な
る
（
9
8
）
。
こ
こ
に
一
が
多
と
な
る
根
拠
が
見

出
さ
れ
る
。

　
右
の
事
情
は
ト
マ
ス
の
万
有
の
根
源
が
「
有
」
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
「
知
性
」

で
も
あ
る
こ
と
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
〔
八
三
〕
　
こ
れ
に
対
し
て
、
古
代
の
オ
ー
ソ
ド
″
ク
ス
な
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
で
は
、

万
有
の
根
源
は
「
有
」
即
「
知
性
」
で
は
な
く
て
、
「
一
者
」
で
あ
る
。
有
即
知
性

は
こ
の
「
一
者
」
か
ら
発
出
し
て
き
た
と
こ
ろ
の
「
第
二
の
も
の
」
と
し
て
「
一
者
」

と
区
別
さ
れ
る
。

　
〔
八
四
〕
　
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
ト
マ
ス
と
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
の
両
者
を
比
較
す
る

と
、
ひ
と
つ
の
問
題
が
生
じ
る
。
「
で
は
ト
マ
ス
の
万
有
の
根
源
と
新
プ
ラ
ト
ン
主

義
の
そ
れ
と
は
お
互
い
に
如
何
な
る
関
係
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
。

　
こ
れ
に
対
し
て
は
幾
つ
か
の
、
観
方
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
ひ
と
つ
は
、
古
代
の
オ
ト
ソ
ド
。
ク
ス
な
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
か
ら
の
観
方
で

あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
ト
マ
ス
の
神
は
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
の
第
二
の
ヒ
ュ
ポ
ス
タ

シ
ス
に
対
応
す
る
。
し
た
が
っ
て
ト
マ
ス
の
万
有
の
根
源
の
探
求
は
不
徹
底
で
あ
る
。

「
有
」
と
「
知
性
」
を
越
え
て
そ
の
探
求
の
歩
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
二
の
観
方
は
こ
う
で
あ
る
。
古
代
に
お
い
て
は
右
の
オ
ー
ソ
ド
。
ク
ス
な
新
プ

ラ
ト
ン
主
義
の
他
に
、
主
流
と
は
な
り
え
な
か
っ
た
別
種
の
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
が
あ

る
。
こ
こ
で
は
万
有
の
根
源
は
「
一
」
で
あ
り
「
善
」
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
て
、

「
有
」
で
も
あ
り
か
つ
「
知
性
」
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。
中
世
で
は
か
か
る
新
プ
ラ

ト
ン
主
義
が
、
『
創
世
記
』
や
『
出
エ
ジ
プ
ト
記
』
の
影
響
下
で
、
発
展
さ
せ
ら
れ

て
主
流
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
ト
マ
ス
の
「
第
一
の
有
」
は
か
か
る
万
有
の
根
源

を
徹
底
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
右
の
二
つ
は
い
ず
れ
も
古
代
の
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
（
主
流
と
傍
流
）
か
ら
ト
マ
ス

の
万
有
の
根
源
を
観
た
見
解
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
第
三
の
見
解
が
あ
る
。
中
世
哲
学
の
万
有
の
根
源
は
ギ
リ
シ
ア
哲

学
の
万
有
の
根
源
と
は
、
そ
の
思
想
源
泉
が
異
な
る
故
に
、
異
質
で
あ
る
。
前
者
は

四
三
　
　
ト
マ
ス
ー
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
形
而
上
学
研
究
（
こ
　
１
答
∃
～
’
～
と
ｓ
i
m
p
l
i
c
i
t
ａ
ｓ
　
Ｄ
ｅ
ｉ

　
　
　
　
　
(
岡
崎
）



四
四

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
八
巻
　
二
九
八
九
年
）
　
人
文
科
学
　
そ
の
Ｉ

む
し
ろ
『
出
エ
ジ
プ
ト
記
』
（
三
・
一
四
）
に
由
来
し
て
い
る
。
万
有
の
根
源
を
、

古
代
で
は
先
ず
第
一
に
「
善
」
や
「
一
」
と
捉
え
る
が
、
中
世
で
は
先
ず
第
一
に
「
存

在
・
有
」
と
捉
え
る
の
で
あ
る
。
古
代
で
は
「
存
在
・
有
」
が
未
だ
十
分
に
は
発
見

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
中
世
に
な
っ
て
そ
れ
が
真
に
発
見
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
む

し
ろ
中
世
哲
学
の
「
存
在
・
有
」
は
ギ
リ
シ
ア
哲
学
の
「
善
∴
者
」
よ
り
も
も
っ

と
根
源
的
で
あ
る
と
言
う
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
少
な
く
と
も
、
思
想
源
泉

が
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
単
純
に
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
の
万
有
の
根
源
と
ト

マ
ス
の
そ
れ
と
を
比
較
は
で
き
な
い
。

　
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
ま
だ
こ
の
他
に
も
観
方
は
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
〔
八
五
〕
　
哲
学
史
上
に
お
い
て
中
世
哲
学
は
確
か
に
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
と
接
触

し
、
万
有
の
根
源
に
関
し
て
重
大
な
影
響
を
受
け
て
い
る
事
実
が
あ
る
。
そ
し
て
両

者
間
に
確
か
に
何
ら
か
の
類
似
性
が
見
ら
れ
る
。
類
似
性
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
そ
こ

に
異
と
同
の
二
面
性
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
両
説
を
ど

の
よ
う
に
調
停
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
古
来
よ
り
長
く
問
題
と
さ
れ

て
き
た
テ
ー
マ
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
吾
々
も
か
か
る
線
上
か
ら
問
題
を
再
度
提
起
す
る
な
ら
、
こ
う
な
る
で
あ

ろ
う
。

　
「
ト
マ
ス
の
万
有
の
根
源
と
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
の
そ
れ
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に

見
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
右
記
の
親
方
の
何
れ
が
事
実
に
近
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

或
い
は
右
記
以
外
に
ど
の
よ
う
な
観
方
が
成
立
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
」

　
こ
の
問
題
は
、
両
者
の
テ
ク
ス
ト
に
基
付
く
厳
密
な
個
別
的
研
究
の
上
に
立
っ
て
、

慎
重
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
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T
i
　
　
ｖ
ｏ
ｅ
ｐ
ｄ
　
c
p
ｕ
ｄ
t
ｃ
｡
　
Ｋ
ａ
ｉ
　
i
r
ａ
(
5
d
)
ｖ
　
ｔ
ｏ
ｊ
ｖ
　
ｖ
ｏ
ｅ
ｐ
ｃ
ｂ
ｖ
　
ｕ
。
’
Ｏ
Ｑ
ｄ
（
ｉ
ｄ
ｅ
ｃ
ｏ
ｖ

　
　
　
ｅ
７
Ｃ
ｅ
Ｋ
ｅ
ｉ
ｖ
ａ
　
ｔ
ｏ
　
ｅ
ｖ
.

　
　
　
『
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
全
集

』

田
中
美
知
太
郎
・
水
地
宗
明
・
田
之
頭
安
彦
訳
（
中
央
公
論

　
　
　
社
・
昭
和
六
二
年
）
第
三
巻
・
解
説
（
四
九
八
頁
）
参
照
。

（
３
）
　
Ｔ
ｈ
ｏ
ｍ
ａ
ｓ
　
Ａ
ｑ
ｕ
ｉ
ｎ
ａ
ｓ

｡
　
Ｓ
ｕ
m
m
a
　
t
ｈ
ｅ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
ａ
ｅ
｡
　
I
｡
　
１
３
｡
　
１
１
｡
　
ｃ
.
　
(
以
下
1

ｈ
ｏ
ｍ
ａ
ｓ
　
Ａ
ｑ
ｕ
ｎ
ａ
ｓ
と

　
　
　
Ｓ
ｕ
m
m
a
　
t
ｈ
ｅ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
ａ
ｅ
を
省
く
）
Ｒ
ｅ
ｓ
ｐ
ｏ
ｎ
ｄ
ｅ
ｏ
　
ｄ
ｉ
ｃ
ｅ
ｎ
ｄ
ｕ
m
　
ｑ
ｕ
乱
ｈ
ｏ
ｃ
　
ｎ
ｏ
ｍ
ｅ
ｎ
　
Ｑ
ｕ
i
　
e
ｓ
t
　
t
ｒ
i
-

　
　
　
p
l
i
c
i
　
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｅ
　
ｅ
ｓ
ｔ
　
m
a
ｘ
i
m
e
　
ｐ
ｒ
ｏ
ｐ
ｒ
i
ｕ
ｍ
　
ｎ
ｏ
ｍ
ｅ
ｎ
　
Ｄ
ｅ
ｉ
.
　
ｓ
ｅ
ｑ
ｑ
.

（
４
）
　
i
b
i
d

.
｡
ａ

ｄ
　
２

｡
　
Ａ
ｄ
　
ｓ
ｅ
ｃ
ｕ
ｎ
ｄ
ｕ
m
　
ｄ
ｉ
ｃ
ｅ
ｎ
ｄ
ｕ
ｍ
　
ｑ
ｕ
ｏ
ｄ
　
ｈ
ｏ
ｃ
　
ｎ
ｏ
ｍ
ｅ
ｎ
　
ｂ
ｏ
ｎ
ｕ
m
　
ｅ
ｓ
ｔ
　
ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｃ
ｉ
ｐ
ａ
ｌ
ｅ

　
　
　
ｎ
ｏ
ｍ
ｅ
ｎ
　
Ｄ
ｅ
ｉ
　
i
n
ｑ
ｕ
ａ
ｎ
t
ｕ
ｍ
　
ｅ
ｓ
ｔ
　
ｃ
ａ
ｕ
ｓ
ａ
｡
　
ｎ
ｏ
ｎ
　
t
ａ
ｍ
ｅ
ｎ
　
ｓ
i
m
p
l
i
c
i
ｔ
ｅ
ｒ
:
　
ｎ
ａ
ｍ
　
ｅ
ｓ
ｓ
ｅ
　
ａ
ｂ
ｓ
o
l
ｕ
t
ｅ

　
　
　
ｐ
ｒ
ａ
ｅ
ｉ
ｎ
ｔ
e
l
l
i
g
i
t
ｕ
ｒ
　
ｃ
ａ
ｕ
ｓ
ａ
ｅ
.

（
５
）
　
Ｅ

.
G
i
l
ｓ
ｏ
ｎ
｡
　
Ｌ
'
ｅ
ｓ
ｐ
ｒ
ｉ
t
　
ｄ
ｅ
　
l
a
　
ｐ
ｈ
ｉ
ｌ
ｏ
ｓ
ｏ
ｐ
ｈ
ｉ
ｅ
　
ｍ
ｅ
ｄ
ｉ
ｅ
ｖ
ａ
ｌ
ｅ
｡
　
ｐ
.
５
５

（
６
）
　
I

｡
　
３

｡ 　
I
n
t
ｒ
ｏ
ｄ
.
｡
　
Ｓ
ｅ
ｄ
　
ｑ
ｕ
i
a
　
ｄ
ｅ
　
Ｄ
ｅ
ｏ
　
ｓ
c
i
ｒ
ｅ
　
ｎ
ｏ
ｎ
　
ｐ
ｏ
ｓ
ｓ
ｕ
ｍ
ｕ
ｓ
　
ｑ
ｕ
i
d
　
ｓ
i
ｔ
｡
　
ｓ
ｅ
ｄ
　
ｑ
ｕ
i
d
　
ｎ
ｏ
ｎ



　
　
ｓ
i
ｔ
｡
　
ｎ
ｏ
ｎ
　
ｐ
ｏ
ｓ
ｓ
ｕ
ｍ
ｕ
ｓ
　
ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
ｒ
ａ
ｒ
ｅ
　
ｄ
ｅ
　
Ｄ
ｅ
ｏ
　
ｑ
ｕ
ｏ
ｍ
ｏ
ｄ
ｏ
　
ｓ
i
ｔ
｡
　
ｓ
ｅ
ｄ
　
ｐ
ｏ
ｔ
i
ｕ
ｓ
　
ｑ
ｕ
ｏ
ｍ
ｏ
ｄ
ｏ
　
ｎ
ｏ
ｎ

　
　
ｓ
i
ｔ
.
　
Ｐ
ｒ
i
m
o
　
ｅ
ｒ
ｇ
ｏ
　
ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
ｒ
ａ
ｎ
ｄ
ｕ
m
　
ｅ
ｓ
ｔ
　
ｑ
ｕ
ｏ
ｍ
ｏ
ｄ
ｏ
　
ｎ
ｏ
ｎ
　
ｓ
i
ｔ
;

（
７
）
　
I
｡
　
１
２
｡
　
Ｉ
Ｉ
;
　
Ｐ
ｒ
ｏ
ｃ
ｌ
ｏ
ｓ
｡
　
E
l
e
i

（
８
）
　
1
｡
　
'
６
｡
　
I
n
ｔ
ｒ
ｏ
ｄ
.
｡
　
Ｐ
ｒ
i
m
o
　
ｅ
ｒ
ｇ
ｏ
　
i
n
ｑ
ｕ
i
ｒ
ａ
t
ｕ
ｒ
　
ｄ
ｅ
　
ｓ
i
m
p
l
i
c
i
ｔ
ａ
ｔ
ｅ
　
i
p
ｓ
i
ｕ
ｓ
｡
　
ｐ
ｅ
ｒ
　
ｑ
ｕ
a
m
　
ｒ
ｅ
-

　
　
m
o
ｖ
ｅ
ｔ
ｕ
ｒ
　
ａ
ｂ
　
ｅ
ｏ
　
ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｏ
ｓ
i
t
i
o
.

（
９
）
　
i
b
i
d
.
｡
　
Ｅ
ｔ
　
ｑ
ｕ
i
a
　
ｓ
i
m
p
l
i
c
i
a
　
i
n
　
ｒ
ｅ
ｂ
ｕ
ｓ
　
ｃ
ｏ
ｒ
ｐ
ｏ
ｒ
a
l
i
b
ｕ
ｓ
　
ｓ
ｕ
ｎ
ｔ
　
i
m
p
e
ｒ
ｆ
ｅ
ｃ
ｔ
ａ
　
ｅ
ｔ
　
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｅ
ｓ
｡

　
　
ｓ
ｅ
ｃ
ｕ
ｎ
ｄ
ｏ
　
i
n
ｑ
ｕ
i
ｒ
ｅ
ｔ
ｕ
ｒ
　
ｄ
ｅ
　
ｐ
ｅ
ｒ
ｆ
ｅ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｅ
　
i
p
ｓ
i
ｕ
ｓ
;

（

1 0
）
　
ｉ
ｈ
ｄ
.
｡
　
ｔ
ｅ
ｒ
ｔ
i
o
｡
　
ｄ
ｅ
　
l
n
f
i
m
t
ａ
t
ｅ
;

（
Ｈ

　　
）
　
i
b
i
d
.
｡
　
ｑ
ｕ
ａ
ｒ
ｔ
ｏ
｡
　
ｄ
ｅ
　
i
m
m
ｕ
ｔ
a
b
i
l
i
ｔ
ａ
t
ｅ
;

（
巴
　
i
b
i
d
.
｡
　
ｑ
ｕ
i
n
ｔ
ｏ
｡
　
ｄ
ｅ
　
ｕ
n
i
ｔ
ａ
t
ｅ
.

（

1 3
）
　
こ
の
よ
う
な
概
念
は
結
局
は
被
造
物
か
ら
何
ら
か
の
仕
方
で
取
ら
れ
た
も
の
で
あ

　
　
る
か
ら
、
神
の
本
質
に
実
在
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

（

1 4
）
　
i
b
i
d
.
｡
　
Ｐ
ｏ
ｔ
ｅ
ｓ
ｔ
　
ａ
ｕ
ｔ
e
m
　
ｏ
ｓ
ｔ
ｅ
ｎ
ｄ
ｉ
　
ｄ
ｅ
　
Ｄ
ｅ
ｏ
　
ｑ
ｕ
ｏ
ｍ
ｏ
ｄ
ｏ
　
ｎ
ｏ
ｎ
　
ｓ
i
ｔ
｡
　
ｒ
ｅ
ｍ
ｏ
ｖ
ｅ
ｎ
ｄ
ｏ
　
ａ
ｂ
　
ｅ
ｏ
　
ｅ
ａ

　
　
ｑ
ｕ
ａ
ｅ
　
e
i
　
ｎ
ｏ
ｎ
　
ｃ
ｏ
ｎ
ｖ
ｅ
ｎ
ｉ
ｕ
ｎ
ｔ
｡
　
ｕ
ｔ
ｐ
ｏ
ｔ
ｅ
　
ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｏ
ｓ
i
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｅ
ｍ
｡
　
m
o
ｔ
ｕ
m
｡
　
ｅ
ｔ
　
a
l
i
a
　
ｈ
ｕ
i
ｕ
ｓ
m
o
d
i
.

　
　
（
イ
タ
リ
ッ
ク
は
筆
者
）

（

1 5
）
　
上
の
テ
ク
ス
ト
に
直
接
続
け
て
i
b
i
d
.
｡
　
Ｐ
ｒ
i
m
o
　
ｅ
ｒ
ｇ
ｏ
　
i
n
ｑ
ｕ
i
ｒ
ａ
t
ｕ
ｒ
　
ｄ
ｅ
　
ｓ
i
m
p
l
i
c
i
ｔ
ａ
ｔ
ｅ

　
　
ｉ
ｐ
ｓ
i
ｕ
ｓ
｡
　
ｐ
ｅ
ｒ
　
ｑ
ｕ
a
m
　
ｒ
ｅ
ｍ
ｏ
ｖ
ｅ
t
ｕ
ｒ
　
ａ
ｂ
　
ｅ
ｏ
　
ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｏ
ｓ
Ｅ
ｏ
.
　
Ｅ
ｔ
　
ｑ
ｕ
i
a
　
ｓ
i
m
p
l
i
c
i
a
　
i
n
　
ｒ
ｅ
ｂ
ｕ
ｓ
　
ｃ
ｏ
ｒ
-

　
　
ｐ
ｏ
ｒ
a
l
i
b
ｕ
ｓ
　
　
ｓ
ｕ
ｎ
ｔ
　
　
i
m
p
e
ｒ
ｆ
ｅ
ｃ
ｔ
ａ
　
　
ｅ
t
　
　
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｅ
ｓ
｡
　
　
ｓ
ｅ
ｃ
ｕ
ｎ
ｄ
ｏ
　
　
i
n
ｑ
ｕ
i
ｒ
ｅ
ｔ
ｕ
ｒ
　
　
ｄ
ｅ
　
　
ｐ
ｅ
ｒ
ｆ
ｅ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｅ

　
　
ｉ
ｐ
ｓ
i
ｕ
ｓ
;
　
t
ｅ
ｒ
ｔ
i
o
｡
　
ｄ
ｅ
　
i
n
f
i
n
i
ｔ
ａ
ｔ
ｅ
;
　
ｑ
ｕ
ａ
ｒ
ｔ
ｏ
｡
　
ｄ
ｅ
　
i
m
m
ｕ
ｔ
a
b
i
l
i
ｔ
ａ
ｔ
ｅ
;
　
ｑ
ｕ
i
n
ｔ
ｏ
｡
　
ｄ
ｅ
　
ｕ
n
i
ｔ
ａ
ｔ
ｅ
.
（
イ

　
　
タ
リ
″
ク
は
筆
意

（

1 6
）
　
例
え
ば
、
第
一
項
主
文
の
「
神
は
物
体
で
な
い
」
こ
と
の
証
明
（
曽
・
～
費
１

・
）

　
　
や
第
四
項
主
文
の
「
神
に
お
い
て
は
存
在
と
本
質
が
同
じ
で
あ
る
」
こ
と
の
証
明

　
　
（
が
ユ
ｙ
ｌ
’
）
、
ま
た
第
七
項
主
文
の
「
神
は
全
く
単
純
で
あ
る
」
こ
と
の
証
明

　
　
『
汐
ヽ
～
費
忽

』
）
等
々
が
そ
う
で
あ
る
。

（
U
　
i
｡
　
'
６
｡
　
１
｡
　
ｃ
.
　
Ｏ
ｓ
ｔ
ｅ
ｎ
ｓ
ｕ
m
　
ｅ
ｓ
ｔ
　
ａ
ｕ
ｔ
e
m
　
ｓ
ｕ
ｐ
ｒ
ａ
　
ｑ
ｕ
ｏ
ｄ
　
Ｄ
ｅ
ｕ
ｓ
　
ｅ
ｓ
ｔ
　
ｐ
ｒ
i
m
ｕ
ｍ
　
ｅ
ｎ
ｓ
’

（

1 8
）
　
1
｡
　
Ｚ
｡
　
ｄ
｡
　
ｃ
.
　
Ｐ
ｒ
i
m
a
　
ａ
ｕ
ｔ
e
m
　
ｅ
ｔ
　
ｍ
ａ
ｎ
ｉ
ｆ
ｅ
ｓ
ｔ
i
o
ｒ
　
ｖ
i
a
　
ｅ
ｓ
ｔ
｡
　
ｑ
ｕ
ａ
ｅ
　
ｓ
ｕ
m
i
ｔ
ｕ
ｒ
　
ｅ
ｘ
　
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｅ

　
　
ｍ
ｏ
ｔ
ｕ
ｓ
.
　
Ｃ
ｅ
ｒ
ｔ
ｕ
ｍ
　
ｅ
ｓ
ｔ
　
e
n
i
m
｡
　
ｅ
ｔ
　
ｓ
ｅ
ｎ
ｓ
ｕ
　
ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
t
ａ
ｔ
｡

a
l
i
ｑ
ｕ
ａ
　
m
o
ｖ
ｅ
ｒ
i
　
i
n
　
ｈ
ｏ
ｃ
　
ｍ
ｕ
ｎ
ｄ
ｏ
.

　
　
○
ｍ
ｎ
ｅ
　
　
ａ
ｕ
ｔ
e
m

ｑ
ｕ
ｏ
ｄ
　
　
m
o
ｖ
ｅ
ｔ
ｕ
ｒ
｡
　
　
ａ
ｂ
　
　
a
l
i
o
　
　
m
o
ｖ
ｅ
ｔ
ｕ
ｒ
.
　
　
N
i
h
i
l
　
　
e
n
i
m
　
　
ｍ
ｏ
ｖ
ｅ
ｔ
ｕ
ｒ
｡
　
　
n
i
ｓ
i

　
　
ｓ
ｅ
ｃ
ｕ
ｎ
ｄ
ｕ
m
　
ｑ
ｕ
ｏ
ｄ
　
ｅ
ｓ
ｔ
　
i
n
　
ｐ
ｏ
ｔ
ｅ
ｎ
ｔ
i
a
　
ａ
ｄ
　
i
l
l
ｕ
ｄ
　
ａ
ｄ
　
ｑ
ｕ
ｏ
ｄ
　
ｍ
ｏ
ｖ
ｅ
ｔ
ｕ
ｒ
:
　
m
o
ｖ
ｅ
ｔ
　
ａ
ｕ
ｔ
e
m
　
a
l
i
-

　
　
ｑ
ｕ
i
d
　
ｓ
ｅ
ｃ
ｕ
ｎ
ｄ
ｕ
ｍ
　
ｑ
ｕ
ｏ
ｄ
　
ｅ
ｓ
ｔ
　
ａ
ｃ
ｔ
ｕ
.
　
Ｍ
ｏ
ｖ
ｅ
ｒ
ｅ
　
e
n
i
m
　
n
i
h
i
l
　
a
l
i
ｕ
ｄ
　
ｅ
ｓ
ｔ
　
ｑ
ｕ
a
m
　
ｅ
ｄ
　
ｕ
ｃ
ｅ
ｒ
e

　
　
a
l
i
ｑ
ｕ
i
d
　
ｄ
ｅ
　
ｐ
ｏ
ｔ
ｅ
ｎ
ｔ
i
a
　
i
n
　
ａ
ｃ
t
ｕ
m
:
　
ｄ
ｅ
　
ｐ
ｏ
ｔ
ｅ
ｎ
ｔ
i
a
　
ａ
ｕ
ｔ
e
m
　
ｎ
ｏ
ｎ
　
ｐ
ｏ
ｔ
ｅ
ｓ
t
　
a
l
i
ｑ
ｕ
i
d
　
ｒ
ｅ
ｄ
ｕ
c
i
　
i
ｎ

四
五

　
　
　
ｇ
Ｅ
戸
n
i
ｓ
i
　
ｐ
ｅ
ｒ
　
a
l
i
ｑ
ｕ
ｏ
ｄ
　
ｅ
ｎ
ｓ
　
i
n
　
ａ
ｃ
ｔ
ｕ
:
　
ｓ
i
c
ｕ
t
　
ｃ
ａ
ｌ
ｉ
ｄ
ｕ
m
　
i
n
　
ａ
ｃ
ｔ
ｕ
｡
　
ｕ
ｔ
　
i
g
n
i
ｓ
｡
　
ｆ
ａ
ｃ
ｉ
ｔ
　
l
i
g
-

　
　
　
ｎ
ｕ
ｍ
｡
　
ｑ
ｕ
ｏ
ｄ
　
ｅ
ｓ
t
　
ｃ
ａ
ｌ
ｉ
ｄ
ｕ
m
　
i
n
　
ｐ
ｏ
t
ｅ
ｎ
ｔ
i
a
｡
　
ｅ
ｓ
ｓ
ｅ
　
ａ
ｃ
ｔ
ｕ
　
ｃ
ａ
ｈ
ｄ
ｕ
m
｡
　
ｅ
ｔ
　
ｐ
ｅ
ｒ
　
ｈ
ｏ
ｃ
　
ｍ
ｏ
ｖ
ｅ
ｔ
　
ｅ
ｔ

　
　
　
a
l
ｔ
ｅ
ｒ
ａ
ｔ
　
i
p
ｓ
ｕ
m
.
　
Ｎ
ｏ
ｎ
　
ａ
ｕ
ｔ
e
m
　
ｅ
ｓ
ｔ
　
ｐ
ｏ
ｓ
ｓ
i
b
i
l
e
　
ｕ
t
　
i
d
e
m
　
ｓ
i
ｔ
　
ｓ
i
m
ｕ
l
　
i
n
　
ａ
ｃ
ｔ
ｕ
　
ｅ
t
　
ｐ
ｏ
ｔ
ｅ
ｎ
ｔ
i
a

　
　
　
ｓ
ｅ
ｃ
ｕ
ｎ
ｄ
ｕ
m
　
i
d
e
m
｡
　
ｓ
ｅ
ｄ
　
ｓ
o
l
ｕ
m
　
ｓ
ｅ
ｃ
ｕ
ｎ
ｄ
ｕ
m
　
d
i
ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
ａ
:
　
ｑ
ｕ
ｏ
ｄ
　
e
n
i
m
　
ｅ
ｓ
ｔ
　
ｃ
ａ
ｌ
ｉ
ｄ
ｕ
m
　
ｉ
ｎ

　
　
　
ａ
ｃ
t
ｕ
｡
　
ｎ
ｏ
ｎ
　
ｐ
ｏ
ｔ
ｅ
ｓ
t
　
ｓ
i
m
ｕ
l
　
ｅ
ｓ
ｓ
ｅ
　
ｃ
ａ
ｌ
ｉ
ｄ
ｕ
m
　
i
n
　
ｐ
ｏ
ｔ
ｅ
ｎ
ｔ
i
a
｡
　
ｓ
ｅ
ｄ
　
ｅ
ｓ
ｔ
　
ｓ
i
m
ｕ
l
　
ｆ
ｒ
i
g
i
d
ｕ
m
　
ｉ
ｎ

　
　
　
ｐ
ｏ
t
ｅ
ｎ
t
i
a
.
　
I
m
p
o
ｓ
ｓ
i
b
i
l
e
　
ｅ
ｓ
ｔ
　
ｅ
ｒ
ｇ
ｏ
　
ｑ
ｕ
ｏ
ｄ
｡
　
ｓ
ｅ
ｃ
ｕ
ｎ
ｄ
ｕ
m
　
i
d
e
m
　
ｅ
ｔ
　
ｅ
ｏ
ｄ
ｅ
ｍ
　
ｍ
ｏ
ｄ
ｏ
｡
　
a
l
i
ｑ
ｕ
i
d

　
　
　
ｓ
i
t
　
m
o
ｖ
ｅ
ｎ
ｓ
　
ｅ
ｔ
　
ｍ
ｏ
t
ｕ
m
｡
　
ｖ
e
l
　
ｑ
ｕ
ｏ
ｄ
　
m
o
ｖ
ｅ
ａ
t
　
ｓ
ｅ
ｉ
ｐ
ｓ
ｕ
m
.
　
Ｏ
ｍ
ｎ
ｅ
　
ｅ
ｒ
ｇ
ｏ
　
ｑ
ｕ
ｏ
ｄ
　
ｍ
ｏ
ｖ
ｅ
ｔ
ｕ
ｒ
｡

　
　
　
ｏ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
ｅ
ｔ
　
ａ
ｂ
　
a
l
i
o

ｍ
ｏ
ｖ
ｅ
ｒ
i
.
　
S
i
　
ｅ
ｒ
ｇ
ｏ
　
i
d
　
ａ
　
ｑ
ｕ
ｏ
　
m
o
ｖ
ｅ
ｔ
ｕ
ｒ
｡

m
o
ｖ
ｅ
ａ
ｔ
ｕ
ｒ
｡
　
ｏ
ｐ
ｏ
ｒ
t
ｅ
ｔ
　
ｅ
t

　
　
　
i
p
ｓ
ｕ
m
　
ａ
ｂ
　
a
l
i
o
　
m
o
ｖ
ｅ
ｒ
i
;
　
ｅ
ｔ
　
i
l
l
ｕ
ｄ
　
ａ
ｂ
　
a
l
i
o
.
　
Ｈ
ｉ
ｅ
　
ａ
ｕ
t
e
m
　
ｎ
ｏ
ｎ
　
ｅ
ｓ
t
　
ｐ
ｒ
ｏ
ｃ
ｅ
ｄ
ｅ
ｒ
ｅ
　
i
n
　
i
n
-

　
　
　
f
i
n
i
t
ｕ
m
:
　
ｑ
ｕ
i
a
　
ｓ
i
c
　
ｎ
ｏ
ｎ
　
ｅ
ｓ
ｓ
ｅ
ｔ
　
a
l
i
ｑ
ｕ
ｏ
ｄ
　
ｐ
ｒ
i
m
ｕ
m
　
m
o
ｖ
ｅ
ｎ
ｓ
;
　
ｅ
ｔ
　
ｐ
ｅ
ｒ
　
ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｅ
ｑ
ｕ
ｅ
ｎ
ｓ
　
ｎ
ｅ
ｅ

　
　
　
ａ
ｌ
ｉ
ｑ
ｕ
ｏ
ｄ
　
a
l
i
ｕ
ｄ
　
m
o
ｖ
ｅ
ｎ
ｓ
｡
　
ｑ
ｕ
i
a
　
m
o
ｖ
ｅ
ｎ
ｔ
i
a
　
ｓ
ｅ
ｃ
ｕ
ｎ
ｄ
ａ
　
ｎ
ｏ
ｎ
　
ｍ
ｏ
ｖ
ｅ
ｎ
ｔ
　
n
i
ｓ
i
　
ｐ
ｅ
ｒ
　
ｈ
ｏ
ｃ
　
ｑ
ｕ
ｏ
ｄ

　
　
　
ｓ
ｕ
ｎ
ｔ
　
m
o
ｔ
ａ
　
ａ
　
ｐ
ｒ
i
m
o
　
m
o
ｖ
ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
｡
　
ｓ
i
c
ｕ
ｔ
　
ｂ
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ｅ
t
　
ｂ
ｏ
ｎ
ｉ
ｔ
ａ
ｔ
i
ｓ
｡
　
ｅ
ｔ
　
ｃ
ｕ
i
ｕ
ｓ
l
i
b
e
ｔ
　
ｐ
ｅ
ｒ
ｆ
ｅ
ｅ
ｔ
i
o
n
i
ｓ
:
　
ｅ
ｔ
　
ｈ
ｏ
ｃ
　
ｄ
ｉ
ｃ
ｉ
ｍ
ｕ
ｓ
　
Ｄ
ｅ
ｕ
m
.

（

2 2
）
　
i
b
i
d
.
｡
　
Ｑ
ｕ
i
n
ｔ
ａ
　
ｖ
i
a
　
ｓ
ｕ
m
i
ｔ
ｕ
ｒ
　
ｅ
ｘ
　
ｓ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｅ
　
ｒ
ｅ
ｒ
ｕ
m
.
　
Ｖ
ｉ
ｄ
ｅ
ｍ
ｕ
ｓ
　
ｅ
ｎ
ｉ
ｍ
　
ｑ
ｕ
乱
a
l
l
-

　
　
　
ｑ
ｕ
ａ
　
ｑ
ｕ
ａ
ｅ
　
ｃ
ｏ
ｇ
ｎ
ｉ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｅ
　
ｃ
ａ
ｒ
ｅ
ｎ
ｔ
｡
　
ｓ
c
i
l
i
c
e
ｔ
　
ｃ
ｏ
ｒ
ｐ
ｏ
ｒ
ａ
　
ｎ
ａ
ｔ
ｕ
ｒ
a
l
i
a
｡
　
ｏ
ｐ
ｅ
ｒ
ａ
ｎ
ｔ
ｕ
ｒ
　
ｐ
ｒ
ｏ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ

　
　
　
ｆ
ｉ
ｎ
ｅ
ｍ
:
　
ｑ
ｕ
ｏ
ｄ
　
ａ
ｐ
ｐ
ａ
ｒ
ｅ
ｔ
　
ｅ
ｘ
　
ｈ
ｏ
ｃ
　
ｑ
ｕ
ｏ
ｄ
　
ｓ
ｅ
ｍ
ｐ
ｅ
ｒ
　
ａ
ｕ
ｔ
　
ｆ
ｒ
ｅ
ｑ
ｕ
ｅ
ｎ
ｔ
i
ｕ
ｓ
　
ｅ
ｏ
ｄ
ｅ
ｍ
　
ｍ
ｏ
ｄ
ｏ
　
ｏ
ｐ
ｅ
ｒ
-

　
　
　
ａ
ｎ
ｔ
ｕ
ｒ
｡
　
ｕ
ｔ
　
ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｅ
ｑ
ｕ
ａ
ｎ
ｔ
ｕ
ｒ
　
i
d
　
ｑ
ｕ
ｏ
ｄ
　
ｅ
ｓ
ｔ
　
ｏ
ｐ
t
i
m
ｕ
m
;
　
ｕ
ｎ
ｄ
ｅ
　
ｐ
ａ
ｔ
ｅ
ｔ
　
ｑ
ｕ
ｏ
ｄ
　
ｎ
ｏ
ｎ
　
ａ
　
ｃ
ａ
ｓ
ｕ
｡

　
　
　
ｓ
ｅ
ｄ
　
ｅ
ｘ
　
i
n
ｔ
ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｅ
　
ｐ
ｅ
ｒ
ｖ
ｅ
ｎ
ｉ
ｕ
ｎ
t
　
ａ
ｄ
　
ｆ
ｉ
ｎ
ｅ
ｍ
.
　
Ｅ
ａ
　
ａ
ｕ
ｔ
e
m
　
ｑ
ｕ
ａ
ｅ
　
ｎ
ｏ
ｎ
　
ｈ
ａ
ｂ
ｅ
ｎ
ｔ
　
ｃ
ｏ
ｇ
ｎ
ｉ
-

　
　
　
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｅ
ｍ
｡
　
ｎ
ｏ
ｎ
　
ｔ
ｅ
ｎ
ｄ
ｕ
ｎ
ｔ
　
i
n
　
ｆ
ｉ
ｎ
ｅ
ｍ
　
n
i
　
ｓ
i
　
d
i
ｒ
ｅ
ｃ
ｔ
ａ
　
ａ
ｂ
　
a
l
器
ｕ
ｏ
　
ｃ
ｏ
ｇ
ｎ
ｏ
ｓ
ｃ
ｅ
ｎ
t
ｅ
　
ｅ
t
　
i
n
ｔ
e
l
-

　
　
　
ｌ
ｉ
ｇ
ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
｡
　
ｓ
i
c
ｕ
ｔ
　
ｓ
ａ
ｇ
ｉ
ｔ
ｔ
ａ
　
ａ
　
ｓ
ａ
ｇ
ｉ
ｔ
t
ａ
ｎ
ｔ
ｅ
.
　
Ｅ
ｒ
ｇ
ｏ
　
ｅ
ｓ
ｔ
　
a
l
i
ｑ
ｕ
i
d
　
i
n
ｔ
ｅ
ｌ
ｌ
ｉ
ｇ
ｅ
ｎ
ｓ
｡
　
ａ
　
ｑ
ｕ
ｏ
　
ｏ
ｍ
ｎ
ｅ
ｓ

　
　
　
ｒ
ｅ
ｓ
　
ｎ
ａ
ｔ
ｕ
ｒ
ａ
ｌ
ｅ
ｓ
　
ｏ
ｒ
ｄ
ｉ
ｎ
ａ
ｎ
ｔ
ｕ
ｒ
　
ａ
ｄ
　
ｆ
ｉ
ｎ
ｅ
ｍ
:
　
ｅ
ｔ
　
ｈ
ｏ
ｃ
　
d
i
c
i
m
ｕ
ｓ
　
Ｄ
ｅ
ｕ
m
’

（

2 3
）
　
I
｡
　
３
｡
　
１
｡
　
ｃ
.
　
Ｓ
ｅ
ｃ
ｕ
ｎ
ｄ
ｏ
｡
　
ｑ
ｕ
i
a
　
ｎ
ｅ
ｃ
ｅ
ｓ
ｓ
ｅ
　
ｅ
ｓ
t
　
i
d
　
ｑ
ｕ
ｏ
ｄ
　
ｅ
ｓ
ｔ
　
ｐ
ｒ
i
m
ｕ
m
　
ｅ
ｎ
ｓ
｡
　
ｅ
ｓ
ｓ
ｅ
　
i
n
　
ａ
ｃ
ｔ
ｕ
｡

　
　
　
ｅ
ｔ
　
ｎ
ｕ
Ｕ
ｏ
　
ｍ
ｏ
ｄ
ｏ
　
i
n
　
ｐ
ｏ
ｔ
ｅ
ｎ
ｔ
i
a
.
　
｡
｡
｡
０
ｓ
ｔ
ｅ
ｎ
ｓ
ｕ
ｍ
　
ｅ
ｓ
ｔ
　
ａ
ｕ
ｔ
e
m
　
ｓ
ｕ
ｐ
ｒ
ａ
　
ｑ
ｕ
ｏ
ｄ
　
Ｄ
ｅ
ｕ
ｓ
　
ｅ
ｓ
ｔ
　
ｐ
ｒ
i
-

　
　
　
日
U
I

（

2 4
）
　
I
｡
　
３
｡
　
７
｡
　
ｃ
.
　
Ｒ
ｅ
ｓ
ｐ
ｏ
ｎ
ｄ
ｅ
ｏ
　
ｄ
ｉ
ｃ
ｅ
ｎ
ｄ
ｕ
m
　
ｑ
ｕ
ｏ
ｄ
　
Ｄ
ｅ
ｕ
m
　
ｏ
ｍ
ｎ
ｉ
ｎ
ｏ
　
ｅ
ｓ
ｓ
ｅ
　
ｓ
i
m
p
l
i
c
e
m
｡
　
m
ｕ
l
ｔ
i
-

　
　
　
p
l
i
c
i
ｔ
ｅ
ｒ
　
ｐ
ｏ
ｔ
ｅ
ｓ
ｔ
　
ｅ
ｓ
ｓ
ｅ
　
ｍ
ａ
ｎ
ｉ
ｆ
ｅ
ｓ
ｔ
ｕ
ｍ
.
　
｡
｡
｡
　
Ｓ
ｅ
ｃ
ｕ
ｎ
ｄ
ｏ
｡
　
ｑ
ｕ
i
a
　
ｏ
ｍ
ｎ
ｅ
　
ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｏ
ｓ
i
ｔ
ｕ
m
　
ｅ
ｓ
ｔ
　
ｐ
ｏ
ｓ
ｔ
-

　
　
　
ｅ
ｒ
i
ｕ
ｓ
　
ｓ
ｕ
i
ｓ
　
ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｏ
ｎ
ｅ
ｎ
ｔ
i
b
ｕ
ｓ
｡
　
ｅ
ｔ
　
ｄ
ｅ
ｐ
ｅ
ｎ
ｄ
ｅ
ｎ
ｓ
　
ｅ
ｘ
　
e
i
ｓ
.
　
Ｄ
ｅ
ｕ
ｓ
　
ａ
ｕ
ｔ
e
m
　
ｅ
ｓ
ｔ
　
ｐ
ｒ
i
m
ｕ
ｍ
　
ｅ
ｎ
ｓ
｡

　
　
　
ｕ
ｔ
　
ｓ
ｕ
ｐ
ｒ
ａ
　
ｏ
ｓ
ｔ
ｅ
ｎ
ｓ
ｕ
m
　
ｅ
ｓ
ｔ
.

（

25
）
　
I
｡
　
３
｡
　
４
｡
　
ｃ
.
　
Ｔ
ｅ
ｒ
ｔ
i
o
｡
　
ｑ
ｕ
i
a
　
ｓ
i
c
ｕ
ｔ
　
i
l
l
ｕ
ｄ
　
ｑ
ｕ
乱
ｈ
ａ
ｂ
ｅ
ｔ
　
ｉ
ｇ
ｎ
ｅ
ｍ
　
ｅ
ｔ
　
ｎ
ｏ
ｎ
　
ｅ
ｓ
ｔ
　
i
g
n
i
ｓ
｡
　
ｅ
ｓ
ｔ

　
　
　
i
g
n
i
ｔ
ｕ
m
　
ｐ
ｅ
ｒ
　
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｉ
ｃ
ｉ
ｐ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｅ
ｍ
｡
　
i
ｔ
ａ
　
i
l
l
ｕ
ｄ
　
ｑ
ｕ
ｏ
ｄ
　
ｈ
ａ
ｂ
ｅ
ｔ
　
ｅ
ｓ
ｓ
ｅ
　
ｅ
ｔ
　
ｎ
ｏ
ｎ
　
ｅ
ｓ
ｔ
　
ｅ
ｓ
ｓ
ｅ
｡
　
ｅ
ｓ
t

　
　
　
ｅ
ｎ
ｓ
　
ｐ
ｅ
ｒ
　
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｉ
ｃ
ｉ
ｐ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｅ
ｍ
.
　
Ｄ
ｅ
ｕ
ｓ
　
ａ
ｕ
ｔ
e
m
　
ｅ
ｓ
ｔ
　
ｓ
ｕ
ａ
　
ｅ
ｓ
ｓ
ｅ
ｎ
ｔ
i
a
｡
　
ｕ
ｔ
　
ｏ
ｓ
ｔ
ｅ
ｎ
ｓ
ｕ
m
　
ｅ
ｓ
ｔ
.
　
S
i

　
　
　
i
g
i
ｔ
ｕ
ｒ
　
ｎ
ｏ
ｎ
　
ｓ
i
ｔ
　
ｓ
ｕ
ｕ
m
　
ｅ
ｓ
ｓ
ｅ
｡
　
ｅ
ｒ
i
ｔ
　
ｅ
ｎ
ｓ
　
ｐ
ｅ
ｒ
　
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｉ
ｃ
ｉ
ｐ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｅ
ｍ
｡
　
ｅ
ｔ
　
ｎ
ｏ
ｎ
　
ｐ
ｅ
ｒ
　
ｅ
ｓ
ｓ
ｅ
ｎ
ｔ
i
a
m
.

　
　
　
Ｎ
ｏ
ｎ
　
ｅ
ｒ
ｇ
ｏ
　
ｅ
ｒ
i
t
　
ｐ
ｒ
i
m
ｕ
m
　
ｅ
ｎ
ｓ
:
　
ｑ
ｕ
ｏ
ｄ
　
ａ
ｂ
ｓ
ｕ
ｒ
ｄ
ｕ
m
　
ｅ
ｓ
ｔ
　
ｄ
ｉ
ｃ
ｅ
ｒ
ｅ
.
　
Ｅ
ｓ
ｔ
　
i
g
i
ｔ
ｕ
ｒ
　
Ｄ
ｅ
ｕ
ｓ
　
ｓ
ｕ
ｕ
m

　
　
　
e
ｓ
ｓ
ｅ
｡
　
ｅ
ｔ
　
ｎ
ｏ
ｎ
　
ｓ
o
l
ｕ
m
　
ｓ
ｕ
ａ
　
ｅ
ｓ
ｓ
ｅ
ｎ
ｔ
i
a
.

（

2 6
）
　
山
田
晶
『
ト
マ
ス
ー
ア
ク
ィ
ナ
ス
』
・
世
界
の
名
著
・
続
５
（
中
央
公
論
社
・
昭
和

　
　
　
五
〇
年
）
　
一
四
二
頁
・
註
７
参
照

（
芭
　
山
田
晶
「
神
の
内
在
と
超
越
」
『
ド
マ
ス
ー
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
（
エ
ヽ
ツ
セ
）
研
究
』
（
創

　
　
　
文
社
・
昭
和
五
三
年
）
五
〇
五
頁
以
下

（

2 8
）
　
1
｡
２
７
-
で
１
３

（

2 9
）
　
I
｡
　
７
９
｡
　
２
｡
　
ｃ
.
　
ｐ
ｒ
i
m
ｕ
m
　
i
n
ｔ
ｅ
ｌ
ｌ
ｅ
ｃ
ｔ
ｕ
m
｡
　
ｑ
ｕ
i
　
ｅ
ｓ
ｔ
　
ａ
ｃ
ｔ
ｕ
ｓ
　
ｐ
ｕ
ｒ
ｕ
ｓ
｡

（

3 0
）
　
I
｡
　
３
｡
　
７
｡
　
ｃ
.
　
Ｐ
ｒ
i
m
o
　
ｑ
ｕ
i
d
e
m
　
ｐ
ｅ
ｒ
　
ｓ
ｕ
ｐ
ｒ
ａ
ｄ
ｉ
ｃ
ｔ
ａ
.
　
Ｃ
ｕ
m
　
e
n
i
m
　
i
n
　
Ｄ
ｅ
ｏ
　
ｎ
ｏ
ｎ
　
ｓ
i
ｔ
　
ｃ
ｏ
ｍ
-

　
　
　
ｐ
ｏ
ｓ
i
t
i
o
｡
　
ｎ
ｅ
ｑ
ｕ
ｅ
　
ｑ
ｕ
ａ
ｎ
ｔ
i
ｔ
ａ
ｔ
i
ｖ
ａ
ｒ
ｕ
m
　
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
i
ｕ
m
｡
　
ｑ
ｕ
i
　
a
　
ｃ
ｏ
ｒ
ｐ
ｕ
ｓ
　
ｎ
ｏ
ｎ
　
ｅ
ｓ
ｔ
;
　
ｎ
ｅ
ｑ
ｕ
ｅ
　
ｃ
ｏ
ｍ
-

　
　
　
ｐ
ｏ
ｓ
i
ｔ
i
o
　
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｅ
　
ｅ
t
　
m
a
ｔ
ｅ
ｒ
ｉ
ａ
ｅ
:
　
ｎ
ｅ
ｑ
ｕ
ｅ
　
i
n
　
ｅ
ｏ
　
ｓ
i
t
　
a
l
i
ｕ
ｄ
　
ｎ
ａ
ｔ
ｕ
ｒ
ａ
　
ｅ
ｔ
　
ｓ
ｕ
ｐ
ｐ
ｏ
ｓ
i
t
ｕ
m
;
　
ｎ
ｅ
-

　
　
　
ｑ
ｕ
ｅ
　
a
l
i
ｕ
ｄ
　
ｅ
ｓ
ｓ
ｅ
ｎ
t
i
a
　
ｅ
ｔ
　
ｅ
ｓ
ｓ
ｅ
:
　
ｎ
ｅ
ｑ
ｕ
ｅ
　
i
n
　
ｅ
ｏ
　
ｓ
i
ｔ
　
ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｏ
ｓ
i
ｔ
i
o
　
ｇ
ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
i
ｓ
　
ｅ
ｔ
　
ｄ
ｉ
ｆ
ｆ
ｅ
ｒ
ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ａ
ｅ
;

　
　
　
ｎ
ｅ
ｑ
i
i
e
　
ｓ
ｕ
ｂ
ｉ
ｅ
ｃ
ｔ
i
　
ｅ
ｔ
　
ａ
ｃ
ｃ
ｉ
ｄ
ｅ
ｎ
ｔ
i
ｓ
;
　
ｍ
ａ
ｎ
ｉ
ｆ
ｅ
ｓ
ｔ
ｕ
ｍ
　
ｅ
ｓ
ｔ
　
ｑ
ｕ
ｏ
ｄ
　
Ｄ
ｅ
ｕ
ｓ
　
ｎ
ｕ
l
l
o
　
ｍ
ｏ
ｄ
ｏ
　
ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｏ
ｓ
i
-

　
　
　
Ｅ
ｓ
　
ｅ
ｓ
ｔ
｡
　
ｓ
ｅ
ｄ
　
ｅ
ｓ
ｔ
　
ｏ
ｍ
ｎ
ｉ
ｎ
ｏ
　
ｓ
i
m
p
l
e
ｘ
.

（

3
1
）
　
こ
の
項
は
テ
ク
ス
ト
に
な
い
が
証
明
を
明
確
に
す
る
た
め
に
筆
者
挿
入

（

3 2
）
　
I
｡
　
３
｡
　
７
｡
　
ｃ
.
　
Ｔ
ｅ
ｒ
ｔ
i
o
｡
　
ｑ
ｕ
i
a
　
ｏ
ｍ
ｎ
ｅ
　
ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｏ
ｓ
i
ｔ
ｕ
m
　
ｃ
ａ
ｕ
ｓ
a
m
　
ｈ
ａ
ｂ
ｅ
ｔ
:
　
ｑ
ｕ
ａ
ｅ
　
e
n
i
m
　
ｓ
ｅ
ｃ
ｕ
ｎ
-

　
　
　
ｄ
ｕ
ｉ

　
　
　
ｃ
ａ
ｕ
ｓ
a
m
　
ａ
ｄ
ｕ
ｎ
ａ
ｎ
ｔ
e
m
　
i
p
ｓ
ａ
.
　
Ｄ
ｅ
ｕ
ｓ
　
ａ
ｕ
ｔ
e
m
　
ｎ
ｏ
ｎ
　
ｈ
ａ
ｂ
ｅ
ｔ
　
ｃ
ａ
ｕ
ｓ
a
m
｡
　
ｕ
ｔ
　
ｓ
ｕ
ｐ
ｒ
ａ
　
ｏ
ｓ
ｔ
ｅ
ｎ
ｓ
ｕ
m

　
　
　
e
ｓ
ｔ
｡
　
ｃ
ｕ
ｍ
　
ｓ
i
ｔ
　
ｐ
ｒ
i
m
a
　
ｃ
ａ
ｕ
ｓ
ａ
　
ｅ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｉ
ｅ
ｎ
ｓ
.

（

3 3
）
　
こ
の
項
も
テ
ク
ス
ト
に
な
い
が
証
明
を
明
確
に
す
る
た
め
に
筆
者
挿
入

（

3 4
）
　
I
｡
　
３
｡
　
７
｡
　
ｃ
.
　
Ｑ
ｕ
ａ
ｒ
ｔ
ｏ
｡
　
ｑ
ｕ
i
a
　
i
n
　
o
m
n
i
　
ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｏ
ｓ
i
ｔ
ｏ
　
ｏ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
ｅ
ｔ
　
ｅ
ｓ
ｓ
ｅ
　
ｐ
ｏ
ｔ
ｅ
ｎ
ｔ
i
a
m
　
ｅ
t
　
ａ
ｃ
ｔ
ｕ
m
｡



　
　
ｑ
ｕ
ｏ
ｄ
　
i
n
　
Ｕ
ｅ
ｏ
　
ｎ
ｏ
ｎ
　
ｅ
ｓ
ｔ
:
　
ｑ
ｕ
i
a
　
ｖ
e
l
　
ｕ
ｎ
ａ
　
ｐ
ａ
ｒ
t
i
ｕ
m
　
ｅ
ｓ
ｔ
　
ａ
ｃ
ｔ
ｕ
ｓ
　
ｒ
ｅ
ｓ
ｐ
ｅ
ｃ
ｔ
ｕ
　
a
l
ｔ
ｅ
ｒ
i
ｕ
ｓ
;
　
ｖ
e
l

　
　
ｓ
a
l
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
　
ｏ
ｍ
ｎ
ｅ
ｓ
　
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｅ
ｓ
　
ｓ
ｕ
ｎ
ｔ
　
ｓ
i
c
ｕ
ｔ
　
i
n
　
ｐ
ｏ
ｔ
ｅ
ｎ
ｔ
i
a
　
ｒ
ｅ
ｓ
ｐ
ｅ
ｃ
ｔ
ｕ
　
ｔ
ｏ
ｔ
i
ｕ
ｓ
’

（

3 5
）
　
こ
の
項
も
テ
ク
ス
ト
に
な
い
が
証
明
を
明
確
に
す
る
た
め
に
筆
者
挿
入

（

3 6
）
　
i
b
i
d
.
｡
　
ｑ
ｕ
i
a
　
ｖ
e
l
　
ｕ
ｎ
ａ
　
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
i
ｕ
m
　
ｅ
ｓ
ｔ
　
ａ
ｃ
ｔ
ｕ
ｓ
　
ｒ
ｅ
ｓ
ｐ
ｅ
ｃ
t
ｕ
　
a
l
ｔ
ｅ
ｒ
i
ｕ
ｓ
;
　
ｖ
e
l
　
ｓ
a
l
ｔ
ｅ
r
n
　
ｏ
ｍ
ｎ
ｅ
ｓ

　
　
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｅ
ｓ
　
ｓ
ｕ
ｎ
ｔ
　
ｓ
i
c
ｕ
ｔ
　
i
n
　
ｐ
（
）
ｔ
ｅ
ｎ
ｔ
i
a
　
ｒ
ｅ
ｓ
ｐ
ｅ
ｃ
ｔ
ｕ
　
ｔ
ｏ
ｔ
i
ｕ
ｓ
.

（

3 7
）
　
1
｡
　
ｉ
｡
　
'
Ｉ
｡
　
ｃ
.
　
Ｑ
ｕ
i
n
ｔ
ｏ
｡
　
ｑ
ｕ
i
a
　
ｏ
ｍ
ｎ
ｅ
　
ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｏ
ｓ
i
ｔ
ｕ
m
　
ｅ
ｓ
ｔ
　
a
l
i
ｑ
ｕ
i
d
　
ｑ
ｕ
乱
ｎ
ｏ
ｎ
　
ｃ
ｏ
ｎ
ｖ
ｅ
ｎ
ｉ
t

　
　
a
l
i
c
ｕ
i
　
ｓ
ｕ
ａ
ｒ
ｕ
i

　
　
理
解
し
易
く
す
る
た
め
に
、
テ
ク
ス
ト
を
意
訳
し
か
つ
要
約
し
た
。

（

3 8
）
　
1
｡
　
'
６
｡
　
ｙ
｡
　
ｃ
.
　
Ｅ
ｔ
　
ｑ
ｕ
i
d
e
m
　
i
n
　
ｔ
ｏ
ｔ
i
ｓ
　
d
i
ｓ
ｓ
i
m
i
l
i
ｕ
m
　
ｐ
ａ
ｒ
t
i
ｕ
m
｡
　
ｍ
ａ
ｎ
ｉ
　
ｆ
ｅ
ｓ
ｔ
ｕ
m
　
ｅ
ｓ
ｔ
:
　
ｎ
ｕ
Ｕ
ａ

　
　
ｅ
ｎ
ｉ
ｍ
　
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
i
ｕ
m
　
h
o
m
i
n
i
ｓ
　
ｅ
ｓ
ｔ
　
ｈ
ｏ
ｍ
ｏ
｡
　
ｎ
ｅ
ｑ
ｕ
ｅ
　
a
l
i
ｑ
ｕ
ａ
　
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
i
ｕ
ｍ
　
ｐ
ｅ
ｄ
ｉ
ｓ
　
ｅ
ｓ
t
　
ｐ
ｅ
ｓ
.
　
I
n
　
ｔ
ｏ
ｔ
i
ｓ

　
　
ｖ
ｅ
ｒ
ｏ
　
ｓ
i
m
i
l
i
ｕ
m
　
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
i
ｕ
m
｡
　
l
i
c
e
ｔ
　
a
l
i
ｑ
ｕ
i
d
　
ｑ
ｕ
ｏ
ｄ
　
d
i
c
i
ｔ
ｕ
ｒ
　
ｄ
ｅ
　
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
｡
　
ｄ
ｉ
ｃ
ａ
ｔ
ｕ
ｒ
　
ｄ
ｅ
　
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｅ
｡

　
　
ｓ
i
c
ｕ
t
　
ｐ
ａ
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こ
れ
に
よ
る
と
、
「
全
体
が
部
分
で
は
な
い
」
在
り
方
に
三
種
類
が
あ
る
。
（
こ
「
全

　
　
体
と
諸
部
分
と
が
似
て
い
な
い
場
合
」
で
あ
る
。
例
え
ば
人
間
の
諸
部
分
（
手
、
足

　
　
等
々
）
は
人
間
で
は
な
く
、
足
の
諸
部
分
（
指
、
甲
等
々
）
は
足
で
な
い
。
（
二
）
「
全

　
　
体
と
諸
部
分
と
が
似
て
い
る
場
合
」
の
中
で
、
Λ
全
体
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
こ
と
が

　
　
部
分
に
つ
い
て
も
語
ら
れ
る
場
合
▽
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
場
合
で
も
全
体
は
部
分

　
　
で
は
な
い
。
例
え
ば
空
気
の
部
分
は
空
気
で
あ
り
、
水
の
部
分
は
水
で
あ
る
が
、
空

　
　
気
や
水
の
全
体
は
そ
の
部
分
で
は
な
い
。
言
一
）
「
全
体
と
諸
部
分
と
が
似
て
い
る
場
合
」

　
　
の
中
で
、
Λ
全
体
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
こ
と
が
部
分
に
つ
い
て
は
語
ら
れ
な
い
場
合

　
　
▽
で
あ
る
。
例
え
ば
全
体
で
ニ
リ
″
ト
ル
の
水
は
、
そ
の
部
分
（
一
リ
″
ト
ル
）
に

　
、
つ
い
て
は
、
「
ニ
リ
ッ
ト
ル
で
あ
る
」
と
は
語
ら
れ
な
い
。

　
　
　
　
し
た
が
っ
て
ど
ん
な
複
合
体
に
お
い
て
も
、
そ
れ
自
身
で
は
な
い
何
か
が
在
る
の

　
　
で
あ
る
。
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理
解
し
易
く
す
る
た
め
に
、
テ
ク
ス
ト
を
意
訳
し
か
つ
要
約
し
た
。
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こ
の
論
旨
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
「
こ
の
世
界
に
は
動
い
て
い
る
も
の
が
あ
る
」
と
い

　
　
う
こ
と
は
感
覚
に
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
る
事
実
で
あ
る
。
そ
し
て
「
動
か
す
」
と
は
「
も

　
　
の
」
を
可
能
態
か
ら
現
実
態
へ
引
き
出
す
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
「
も
の
」
が
可

　
　
能
態
か
ら
現
実
態
へ
引
き
出
さ
れ
る
た
め
に
は
「
他
の
何
ら
か
の
現
実
態
に
あ
る
も

　
　
の
」
に
因
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
同
じ
も
の
が
同
じ
観
点
の
も
と
で

　
　
同
時
に
現
実
態
に
あ
り
ま
た
可
能
態
に
あ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

　
　
も
の
は
自
分
で
自
分
を
可
能
態
か
ら
現
実
態
へ
引
き
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
即
ち
、

　
　
も
の
は
自
分
で
自
分
を
動
か
す
こ
と
は
で
き
ず
ぃ
動
い
て
い
る
他
者
に
因
っ
て
「
動

　
　
か
さ
れ
て
動
く
」
こ
と
が
で
き
る
の
み
で
あ
る
。
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fgrund deｓＫｘｎｄｕｓ(3,14)fand die mittelalterliche Philosophic einen grundlicheren Sinn im Seien-

den (ens) als ･den Sinn des gｒlやchischenSeienden ( to ov ) und legte daraus den Gott als das er-

ste Seiende (ens) und das Sein selbst (esse ipsum) aus. Daher konnte das erste Seiende ontolo-

gisch griindlicher als das bei der Hauptstromung des Neuplatonismus im Altertum sein, u. s.w..

　Wie konnen wir das erste十Prinzip auslegen, als das Seiende wie Thomas Aquinas Oder als

das reine Eine wie Plotinos und Proklos ？　Ich ･meine, dies ist ein groBes Problem nicht nur in

der Geschichte der Philosophie, sondern auch in der Philosophie selbst.　　　　　　　犬

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〉　　　　　　　　　　　　　(Kochi, den 31. 8. 1989ト
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efficiens), das durch sich selbst Notwendigeダ(per se necessariu!I!), die Ursache des Seins und

aller Vollendung (causa esse, et bonitatis, et cuiuslibeレp(?rfectioがis),und die Intelligenz, die alle

anderenニnaturlichen Dinge an das Ende ordnet (aliquid intelligむnsa，quo omnes res naturales

ordinantur ad finem) [s.tレ1,2,3｡c].　　　　　　　十　　　　　　　　　　犬

　Daher kommt es zudem SchluB, daB das erste Seiende･ ein grundlicherer Charakter von Gott

als die obengenannter! funf anderen Charaktere ist und die anderen Eigenschaften ≒von Gott, z.B.

die Einfachheit, die Vollendung [s.t. I. q. 4-6], die Unendlichkeit[s. t. I.q. 7], die Unverander-

lichkeit[Sﾝt. I,q. 9]丿jnd die Einheit｢s. t.」,q.ll], Uへs.w. nur naとhgeordnet ist.－　　　　　ト

　Gott eignet Einfachheit und Einheit zu, trotzdem hat er in sich selbst drei Personen (tria

personae).　Warum hat die Einfachheit und Einheit d叫e Mehr･heit ？　Dariiber handelt die Tri一

雨tatslehre bei Thomas Aquinas [s.t. I,q. 27 - qンt3]ごZude耳1 schafft Gott die Welt, worin es die

Vielen gibt. Warum schafft die Einfachheit und Einheiレdie Vielen ？　Dariiber antworteトseine

Schopfungslehre[s. t･ q.44 - q. 119.]ト．　　　　　　　　　　　　　　　　　犬　･･　　　十

　Das Ｗｏｒt(ｖerbｕｍ卜alsPerson ist die Grundlage seiner Trinitatslehre, und die Idee (idea) als

das Abbild (exemplar) der Welt iStトdie Grundlage seiner Schりpfungslehre. Das Wort iSレ“spe-

cies qua intelligitur"im gottlichen Verstand (intellectus), und die Idee ist“guodダintelligitur"in

ihm in der thomasischen Philosophie [s.t. 1,15, 2,c]. Also kommen das Wort und die !dee aus

Gott als dem Verstand. Bei Thomas Aquinas iSレder Gott nicht nur das erste Seiende, sondern

auch der erste Verstand (primus intellectus)[s. t. 1,12, 2, c].十　　十

　　Hier eroffnet sich ein Problem.　　　　　　　　･●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I●

　　Bei Thorns Aquinas ist das Prinzip das erste Seiende und derトerste Verstand, aber i・ Gegen-

teil r　ヽ‘Hauptsromung des Neuplatonismus im Alteれum ist es nicht das Seiende ( to ov工son-

　dern das Eine und Gute (to 6v, to ayaBov ). Das Seiende und 心r Verstand ( 6 voOc) bei dem

　Neuplatonismus ist die zweite Hypostase, die aus dem Einen ( to ev ) hervorgegangen ist.

　　Hier gibt as einen Unterschied zwischen Thomas Aquinas und dem Neuplatonismus gerade en-

　tsprechend dem Unterschied zwischen le　ｊｍｍａtｈ Ｂｉｍ(1a ｔeiｓｅｅｇＴｅｃｃｆｕｅ)ｕndle ｔｒｉｍａtde I'ｅtｒｃ

　{la pensee ch帰心nne) bei Etienne Gilson [L'esprit向心夕hilosophie medievale, p. 55].　＼

　　Wie konnen wir diesen Unterschied erklaren ？　ダ　　　　　　　　　　　　十

　　Dafflr gibt es einige Moglichkeiten. Eine Auslegung konnte von derトHauptstromung des Neu-

　platonismus im Altertum ausgehとn. Sie wurde sagen, der thomasische Gott(･= primum ens et

　primus intellectus) ist nicht das echt erste Prinzip, sondernレdas zweite Prinzip. Uber dieses

.ｅr･steSeiende und diesen ersten Verstand milBte Ｔｈｏｍａs八quinas das erste !-"rinzip suchenコnd

　finden. Eine andere Auslegung konnte von der Nebかnstromung des Neuplatonismus im Altertum

　ausgehen.　Sie stellt das erste Prinzip nicht nur als das Eine und Gute, sondern auch上als das

　Seiende und den Verstand dar. Im Mittelalter wurde dieser Neuplatonismus als die Hauptstro-

　mung enwickelt. Auch der thomasische Gott wurde von diesem Gesichtspunkt ausgelegt. Daher

kommt dしr SchluB, daB Gott das erste Seiende･ und der erste Verstand ist. Zu dieser 八usle-

　gung konnte man unter Berucksichtigung von Beierwaltes' Lehre kommen. Dieしdritte Auslegung

　lieJie sich aus Gilsons Lehre entwickeln. Der thomasische Gott ist anders als das Eine im Neu-

　platonismus des Altertums, weil jede Gedankenquelle unterschiedlich ist. Also konnen wir ihn

　mit dem Einen beim Neuplatonismus nicht einfach vergleichen. -Oder wir konnten sagen, au-
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Ⅶ　Die Gattung und die Wesenheit (genus et species)･･“………

Ⅷ　Das Subjekt und das Hinzukommende (subiectum et accidens) ‥‥‥････…･

Konklusion　　　　　　　　　　－　　　　　　　　ト　　　　　ノ

V　Das Untergelegte und die Natur in Gott (suppositum et natura in Deo)………゛･…･･…=･…･(14)

U　Ｅｉｎしoffenes

Anmerkungen ･¨¨

ZUSAMMENFASSUNG

　Ein Zweck der Metaphysik besteht im Erforschen des ersten∧Prinzips. Bei Thomas八quinas

liSレ･es　･das　erste　Seiende (primum　ens)･Dies l hat　die . Eigenschaft .der　'rをinen Einfachheit

(simplicitas)[summa theologiae, I,ｑン3]. Diese Eigenschaft bedeutet, dali das erste Seiむnde von

keinen Teilen zusammengefugt wind, weil es keine Teile h峠　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト

　Und zwar hat das erste Sをiende keine Teile －einer korperlichen Grofie, weil der Gott kein

Korper i斗 [s.t. 1,3,1]；eS hat keine Zusammensetzung aus Form und Materie [S.tト1,3,2];･die

Natur Gottes ist in seinem Untergelegten (suppositum)ご晶j unterschieden[･s. t. 1,3,3]；，i［ihm un-

terscheideレsich das Seinづesse]nie vom　Wesenてessentia卜[s. t. I,3, 4], das isトei［grundsatz-

licher　Satz　in　der　thomasischen　Philosophie ；　es gibt　keine　Zusammensetzung　von Gattung

(訟叩ｓ)ｕｎｄ Wesenheit (species卜[s. t. 1,3,5]･, und keine von Subjekt･(subiectum) und Hinzukom-

menden (accidens)[s. 1.1, 3,6]. Dies wird aus dem ersten Seienden logisch entwickelt… …II

　AuBerdem werden die fiinf Charaktere von Gott ebenso daraus abgeleitet: der Gott ist der

erste unbewegliche Bewegner (primum movens immobile), dieトhervorbringende Ursache (causa
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